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京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
方
丈
記
』
の
写
本
・
版
本
計
二
十
三
点
に
つ
い
て
は
、
中
前
編
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』（
私
家
版
、

平
26
）
に
「
略
目
録
稿
」
を
掲
載
し
概
要
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
同
書
の
ほ
か
本
誌
誌
上
お
よ
び
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研

究
紀
要
『
国
文
論
藻
』
誌
上
に
お
い
て
、
各
伝
本
を
個
別
に
取
り
上
げ
若
干
の
検
討
や
紹
介
を
細
々
と
行
っ
て
き
た
。
今
回
取
り
上
げ
よ
う

と
す
る
の
は
、
右
「
略
目
録
稿
」
に
て
⑤
の
番
号
を
付
し
、「
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
」
と
称
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
（
請
求
記
号

K
N

914.42/K
a41　

資
料ID

 0002700573

）。
そ
の
基
本
的
な
書
誌
事
項
を
、
右
の
「
略
目
録
稿
」
に
は
、
次
の
通
り
記
し
て
お
い
た
。

　
　

 

江
戸
前
期
写
。
袋
綴
（
朝
鮮
綴
）
。
一
冊
。
縦
二
七
・
〇
×
横
一
九
・
三
㎝
。
表
紙
以
外
全
二
〇
丁
（
う
ち
前
後
遊
紙
各
一
丁
）
。
黄

土
色
地
唐
草
文
様
絹
表
紙
。
見
返
し
は
金
砂
子
散
ら
し
。
楮
紙
。
外
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
」
（
題
簽
に
墨
書
）
。
内
題
「
方
丈
記
」
。
内

題
下
に
「
鴨
長
明
述
」
。
一
面
十
一
行
。
漢
字
交
り
平
仮
名
文
。
「
月
影
は
」
歌
あ
り
。
奥
に
「
こ
の
方
丈
の
記
は
摂
州
富
田
の
里
／

女
子
大
國
お　

第
百
六
十
八
号　

令
和
三
年
一
月
三
十
一
日

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
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― 

松
花
堂
に
あ
っ
た
不
純
本
文
の
片
鱗 

―

中

前

正

志

梶　

山　

柚　

輝
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藤
田
彩
雲
翁
友
閑
筆
跡
な
り
。
…
…
寛
政
六
年
丙
寅
南
呂
吉　

八
十
翁
白
亭
記
之
矣
［
不
明
陽
刻
朱
正
方
印
］
」
。
箱
底
に
貼
付
の
紙

片
に
墨
書
「
松
花
堂
高
弟
／
藤
田
友
閑
筆
」
。
本
文
冒
頭
部
に
陽
刻
朱
長
方
印
「
春
城
堂
蔵
」
。
五
大
災
厄
記
事
を
、
○
印
を
付
し
て

五
段
に
分
段
し
て
掲
載
す
る
。

こ
こ
に
一
部
の
み
引
用
し
て
い
る
奥
書
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
後
掲
【
翻
刻
】
の
末
尾
部
参
照
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、
後
ほ

ど
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

右
引
「
略
目
録
稿
」
に
、
本
文
冒
頭
部
に
見
え
る
陽
刻
朱
長
方
印
（
後
掲
【
影
印
】
参
照
）
を
「
春○

城
堂
蔵
」
と
し
た
の
は
、
「
香○

城
堂

蔵
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
訂
正
し
て
お
く
。

　

ま
た
、
本
写
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、
右
「
略
目
録
稿
」
以
降
に
判
明
し
た
事
実
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
点
、
報
告
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。

　

三
井
系
の
実
業
界
で
活
躍
し
、
茶
人
・
茶
道
研
究
家
と
し
て
は
箒
庵
の
号
で
知
ら
れ
た
、
高
橋
義
雄
（
一
八
六
一
～
一
九
三
七
）
と
い
う

人
物
が
い
る
。
高
橋
は
『
萬
象
録

）
1
（

』
と
い
う
日
記
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
大
正
八
年
九
月
六
日
条
に
、
「
藤
田
友
閑
斎
の
習
字
」
と
い
う
欄

外
見
出
し
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

一
昨
日
強
羅
の
益
田
孝
氏
方
丈
庵
茶
会
の
際
、
文
机
の
上
に
飾
り
た
る
鴨
長
明
方
丈
記
は
松
花
堂
の
高
弟
藤
田
友
閑
斎
の
筆
な
り
と

云
ふ
。

Ａ

此
友
閑
斎
は
摂
州
富
田
と
云
へ
る
所
に
住
み
た
る
藤
田
彩
雲
即
ち
友
閑
斎
の
筆
跡
な
る
が
、

Ｂ

此
人
は
高
齢
に
至
る
ま
で
筆

道
に
疎
か
り
し
に
、
或
る
人
が
斯
く
て
は
万
事
不
便
勝
ち
な
る
べ
し
と
言
ひ
し
を
聞
き
て
、
今
天
下
の
能
書
は
誰
な
ら
ん
と
問
ひ
し
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に
、

Ｃ

八
幡
の
松
花
堂
な
り
と
答
へ
け
れ
ば
、
夫
れ
よ
り
毎
日
三
里
の
道
を
三
年
間
往
復
し
て
只
管
筆
道
を
学
び
、
猶
ほ
怠
ら
ず
修
業

す
る
事
二
十
年
に
至
り
、
絵
画
の
道
に
も
通
じ
時
に
国
風
も
詠
じ
て

Ｄ

松
花
堂
の
後
継
と
ま
で
称
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
た
り
云
々
。
寛
政

六
年
八
十
翁
白
亭
と
云
ふ
人
の
奥
書
あ
り
、
近
代
に
於
て
も
大
倉
八
郎
翁
が
六
十
を
越
え
て
光
悦
風
を
習
ひ
大
に
成
功
せ
し
例
な
ど

あ
り
、
余
も
亦
是
れ
よ
り
書
道
を
研
究
す
べ
く
思
ひ
立
ち
し
に
就
て
は
、
近
日
榊
原
鉄
硯
氏
を
訪
ひ
て
其
意
見
を
尋
ね
臨
写
す
べ
き

書
風
等
も
相
談
す
る
考
な
り
。

　

冒
頭
部
に
よ
る
に
、「
一
昨
日
」
す
な
わ
ち
九
月
四
日
に
、
箱
根
の
「
強
羅
」
で
の
「
益
田
孝
」
主
催
の
「
方
丈
庵
茶
会
」
に
臨
席
し
た
、

そ
の
際
の
見
聞
を
端
緒
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
九
月
四
日
条
の
記
事
か
ら
は
、
高
橋
が
確
か
に
同
日
に
同
茶
会
に
赴
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
「
強
羅
の
益
田
氏
方
丈
庵
」
と
い
う
欄
外
見
出
し
の
つ
い
た
記
事
で
あ
る
。

　
　

 

午
前
十
一
時
半
、
益
田
孝
氏
よ
り
出
迎
ひ
の
自
働
車
に
て
強
羅
の
新
茶
室
方
丈
庵
に
赴
く
。
…
…
相
客
は
益
田
英
作
、
野
崎
廣
太
、

平
田
久
な
り
。

　

両
方
の
記
事
に
出
て
く
る
益
田
孝
（
一
八
四
八
～
一
九
三
八
）
と
い
う
人
物
は
、
三
井
物
産
を
設
立
し
て
初
代
社
長
に
就
任
し
た
実
業
家

で
あ
る
。
茶
人
と
し
て
は
鈍
翁
の
号
で
名
高
く
、
ま
た
、
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
益
田
孝
と
高
橋
義
雄
は
、
財
閥
に
お
い
て

は
三
井
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
上
司
と
部
下
で
あ
り
、
茶
の
世
界
に
お
い
て
は
、
先
輩
と
後
輩
で
あ
る
と
と
も
に
盟
友
で
も
あ
る
。
二
人

に
は
こ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
る
た
め
、
益
田
の
茶
会
に
高
橋
が
招
か
れ
る
の
は
至
極
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

茶
会
の
会
場
と
な
っ
た
強
羅
の
方
丈
庵
は
、
先
引
九
月
四
日
条
の
中
略
箇
所
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
庵
主
の
益
田
孝
が
「
鴨

長
明
の
方
丈
記
に
拠
り
、
丈
室
の
構
造
よ
り
備
品
庭
園
の
末
に
至
る
ま
で
悉
皆
有
り
し
昔
の
面
影
を
写
し
た
」
庵
で
あ
る
。
そ
の
再
現
の

徹
底
ぶ
り
は
、
高
橋
『
東
都
茶
会
記
』
が
よ
り
詳
し
く
記
し
て
お
り
、
「
日
野
山
の
方
丈
は
七
百
年
後
に
於
て
其
儘
強
羅
山
に
再
現
せ
り
」

と
評
し
て
も
い
る

）
2
（

。
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先
引
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
六
日
条
の
波
線
部
に
よ
る
に
、
そ
の
庵
の
文
机
に
飾
ら
れ
て
い
た
の
が
、
『
方
丈
記
』
で
あ
っ
た
。
長

明
の
方
丈
庵
を
精
密
に
模
し
た
庵
に
ふ
さ
わ
し
い
趣
向
で
あ
る
と
、
庵
主
益
田
孝
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
波
線
部
か
ら
実
線
部
Ａ
～
Ｄ
を

経
て
破
線
部
に
至
る
ま
で
、
そ
の
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
、
高
橋
は
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
萬
象
録
』
の
大
正
八
年
九
月
五
日
条
、
す
な
わ
ち
茶
会
の
翌
日
の
条
に
は
、

　
　

 

午
前
、
昨
日
益
田
孝
氏
よ
り
借
入
れ
来
り
た
る
方
丈
記
及
び
鴨
長
明
集
上
下
を
通
読
し
、
方
丈
記
中
入
用
の
部
を
摘
写
し
書
状
を
添

へ
て
双
方
共
に
強
羅
な
る
益
田
氏
別
荘
に
返
送
せ
り
。

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
高
橋
は
、「
昨
日
」
す
な
わ
ち
茶
会
の
催
さ
れ
た
四
日
に
、「
益
田
孝
」
か
ら
「
鴨
長
明
集
上
下
」
と
と
も
に
「
方

丈
記
」
を
借
り
て
い
た
。
そ
し
て
、
五
日
の
「
午
前
」
に
、
そ
れ
ら
を
通
読
し
、
「
方
丈
記
」
の
「
入
用
の
部
を
摘
写
」
し
て
い
る
。
先
に

掲
げ
た
翌
日
・
九
月
六
日
の
条
の
実
線
部
か
ら
破
線
部
に
至
る
記
事
は
、
そ
の
摘
写
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

さ
て
、
そ
の
九
月
六
日
条
で
は
、
益
田
か
ら
借
り
た
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
、
波
線
部
が
ま
ず
「
鴨○

長○

明○

方○

丈○

記○

は
松
花
堂
の
高
弟
藤

0

0

0

0

0

0

0

田
友
閑
斎
の
筆
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

と
云
ふ
」
と
述
べ
、
最
後
の
破
線
部
が
「
寛
政
六
年
八
十
翁
白
亭
と
云
ふ
人
の
奥
書
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
破
線
部
の
方
の
記
述
が
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

（
以
下
、「
伝
友
閑
筆
本
」
）
に
、
先
掲
「
略
目
録
稿
」
に
も
記
載
し
た
通
り
「
寛
政
六
年
丙
寅
南
呂
吉　

八
十
翁
白
亭
記
之
矣
」
（
後
掲
【
翻

刻
】

369
行
）
と
末
尾
に
記
す
奥
書
（

354
～

369
行
）
が
存
す
る
の
と
、
ま
さ
に
符
合
し
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
波
線
部
が
「
鴨○

長○

明○

方○

丈○

記○

」
と
称
す
る
の
も
伝
友
閑
筆
本
の
外
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
」
（
先
掲
「
略
目
録
稿
」
所
引
）
と
、
「
松
花
堂
の
高
弟
藤
田
友
閑
斎
の
筆
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り0

」
と
す
る
の
も
同
本
の
箱
底
貼
付
紙
片
墨
書
「
松
花
堂
高
弟
藤
田
友
閑
筆
」
（
同
上
）
と
、
悉
く
合
致
し
て
も
い
る
。

　

そ
し
て
、
波
線
部
と
破
線
部
に
挟
ま
れ
た
実
線
部
Ａ
～
Ｄ
は
、
伝
友
閑
筆
本
が
有
す
る
「
八
十
翁
白
亭
記
」
と
い
う
奥
書
の
記
述
と
、

一
致
あ
る
い
は
対
応
し
て
い
る
。
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ま
ず
、
実
線
部
Ａ
は
、
伝
友
閑
筆
本
奥
書
の
冒
頭
の
一
文
「
こ

○

の

○

方○

丈○

の

○

記○

は

○

、
摂
州
富
田
の
里
藤
田
彩
雲
翁
友
閑
筆
跡
な
り
」
（

354
～

355
行
）
が
筆
跡
の
鑑
定
結
果
を
記
す
の
と
、
明
ら
か
に
一
致
し
て
い
よ
う
。
そ
の
一
文
に
い
く
ら
か
言
葉
を
補
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
「
摂
州
富
田
」
「
藤
田
彩
雲
（
翁
）
」
「
友
閑
（
斎
）
」
「
筆
跡
」
「
な
り
（
な
る
）
」
な
ど
、
い
ち
い
ち
対
応
し
一
致
し
て
い
る
。
実
線

部
Ａ
の
冒
頭
の
「
此
友
閑
斎
は
」
は
伝
友
閑
筆
本
奥
書
の
「
こ

○

の

○

方○

丈○

の

○

記○

は

○

」
と
異
な
る
が
、
そ
れ
は
直
前
の
波
線
部
末
尾
の
記
述

「
…
…
藤
田
友
閑
斎
の
筆
な
り
と
云
ふ
」
を
受
け
よ
う
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
相
違
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

続
く
実
線
部
Ｂ
は
、
伝
友
閑
筆
本
奥
書
が
、
右
の
冒
頭
の
一
文
の
あ
と
に
、

　
　

 

抑
、
翁
は
年
老
る
ま
て
筆
の
道
を
学
は
す
。
あ
る
時
、
其
令
正
諫
て
曰
、
旅
行
又
他
行
な
と
の
お
り
か
ら
事
を
欠
ら
め
。
く
ゆ
る
と

も
及
は
し
、
と
の
一
言
に
迫
り
て
、
今
よ
り
学
ひ
て
も
事
業
な
る
へ
き
や
と
い
へ
は
、
な
る
も
な
ら
ぬ
も
汝
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。
問
て

い
ふ
、
今
、
天
下
の
能
書
は
誰
な
ら
ん
や
、
と
。 

（
355
～

362
行
）

と
続
け
る
の
に
相
当
し
よ
う
。
友
閑
の
悪
筆
を
諫
め
た
人
物
が
、
実
線
部
Ｂ
で
は
「
或
る
人
」
、
伝
友
閑
筆
本
で
は
「
令
正
」
、
そ
の
人
物

の
諫
言
が
、
実
線
部
Ｂ
で
は
「
斯
く
て
は
万
事
不
便
勝
ち
な
る
べ
し
」
、
伝
友
閑
筆
本
で
は
「
旅
行
又
他
行
な
と
の
お
り
か
ら
事
を
欠
ら
め
。

く
ゆ
る
と
も
及
は
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
伝
友
閑
筆
本
の
方
が
人
物
や
諫
言
の
中
身
が
よ
り
具
体
的
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

伝
友
閑
筆
本
の
方
に
だ
け
、
今
か
ら
学
ん
で
成
就
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
問
答
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
叙
述
の
あ
り
方
の

精
粗
と
い
う
点
な
ど
で
の
か
な
り
大
き
な
違
い
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
も
の
の
、
友
閑
が
高
齢
ま
で
書
道
を
学
ば
ず
人
か
ら
悪
筆
を
諫
め

ら
れ
た
と
い
う
概
略
は
、
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
友
閑
か
ら
の
問
い
か
け
で
あ
る
二
重
傍
線
部
の
「
今
天
下
の
能
書
は
誰
な
ら
ん
と
問
ひ
」

（
『
萬
象
録
』
）
と
「
問
て
い
ふ
、
今
、
天
下
の
能
書
は
誰
な
ら
ん
や
、
と
」
（
伝
友
閑
筆
本
）
に
お
い
て
は
、
表
現
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
完
全

に
一
致
し
て
い
る
。

　

実
線
部
Ｃ
は
、
伝
友
閑
筆
本
奥
書
が
、
右
の
二
重
傍
線
部
に
続
い
て
、
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そ
の
こ
ろ
、
南
山
松
花
堂
い
ま
し
ぬ
。
三
里
の
遠
を
日
々
往
来
し
、
三
年
の
間
ま
な
ひ
し
。
か
く
て
、
初
終
二
十
年
の
修
行
怠
ら
す
。

後
、
絵
か
く
事
ま
て
も
学
ひ
、
又
、
哥
を
詠
し
、 

（
362
～

366
行
）

と
記
す
の
と
、
大
き
な
差
異
な
く
、
盛
ら
れ
た
要
素
が
悉
く
対
応
し
一
致
し
て
い
る
。
実
線
部
Ｃ
が
、
先
の
二
重
傍
線
部
の
問
い
か
け
に

「
八
幡
の
松
花
堂
な
り
と
答
へ
け
れ
ば
」
と
明
確
に
回
答
を
示
す
形
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
右
奥
書
は
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
は
い
な

い
が
、
「
南
山
」
は
「
八
幡
」
を
指
す
呼
称
で
も
あ
っ
て
、
「
八
幡
の
松
花
堂
」
（
『
萬
象
録
』
）
と
「
南
山
松
花
堂
」
（
伝
友
閑
筆
本
）
が
対

応
し
、
と
も
に
松
花
堂
昭
乗
を
指
す
に
違
い
な
い
。
そ
の
あ
と
も
、
「
毎
日
三
里
の
道
を
三
年
間
往
復
し
て
」
「
学
び
」
（
『
萬
象
録
』
）
に
対

し
て
「
三
里
の
遠
を
日
々
往
来
し
、
三
年
の
間
ま
な
ひ
」
（
伝
友
閑
筆
本
）
、「
怠
ら
ず
修
業
す
る
事
二
十
年
」
（
『
萬
象
録
』
）
に
対
し
て
「
初

終
二
十
年
の
修
行
怠
ら
す
」
（
伝
友
閑
筆
本
）
、
「
絵
画
の
道
に
も
通
じ
時
に
国
風
も
詠
じ
て
」
（
『
萬
象
録
』
）
に
対
し
て
「
絵
か
く
事
ま
て

も
学
ひ
、
又
、
哥
を
詠
し
」
（
伝
友
閑
筆
本
）
と
、
実
線
部
Ｃ
の
「
国
風
」
が
伝
友
閑
筆
本
で
は
同
義
語
の
「
哥
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
表

現
や
言
い
回
し
に
細
か
な
違
い
は
あ
る
が
、
す
べ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

実
線
部
Ｄ
「
松
花
堂
の
後
継
と
ま
で
称
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
た
り
」
は
、
伝
友
閑
筆
本
が
右
引
部
「
…
…
又
、
哥
を
詠
し
、
」
に
続
け
て
記

述
す
る
「
後
の
世
の
手
本
と
な
り
ぬ
」
（

366
行
）
と
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
ず
れ
て
は
い
る
が
、
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
に

は
違
い
な
く
て
、
後
に
友
閑
の
筆
が
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
両
者
の
記
述
を
一
つ
一
つ
確
認
す
る
に
、
全
く
同
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
内
容
の
概
略
が

全
体
的
に
共
通
す
る
ば
か
り
か
、
記
述
さ
れ
た
各
要
素
が
悉
く
対
応
し
て
い
る
の
が
随
所
に
認
め
ら
れ
た
り
、
ほ
ぼ
完
全
な
表
現
上
の
一

致
が
見
ら
れ
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。
先
述
通
り
波
線
部
や
破
線
部
が
符
合
・
対
応
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
右
に
確
認
し
た
こ
と
を
勘
案

す
る
な
ら
ば
、
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
六
日
条
の
実
線
部
あ
る
い
は
破
線
部
が
、
他
な
ら
な
い
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
伝
友
閑

筆
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
高
橋
が
益
田
か
ら
借
り
て
き
た
の
は
、
同
本
そ



京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

73

の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伝
友
閑
筆
本
は
、
大
正
八
年
の
当
時
、
益
田
孝
が
所
有
し
茶
会
に
飾
り
、
そ
れ
を

高
橋
義
雄
が
借
り
出
し
た
り
し
て
い
た
、
そ
う
い
う
『
方
丈
記
』
写
本
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
先
引
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
六
日
条
は
、
伝
友
閑
筆
本
に
つ
い
て
記
し
た
後
に
さ
ら
に
、「
近
代
に
於
て
も
大
倉
八
郎
翁
が

六
十
を
越
え
て
光
悦
風
を
習
ひ
大
に
成
功
せ
し
例
な
ど
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。「
大
倉
八
郎
翁
」
恐
ら
く
は
実
業
家
の
大
倉
喜
八
郎

（
一
八
三
七
～
一
九
二
八
）
が
六
十
歳
を
越
え
て
か
ら
書
道
を
習
い
始
め
て
上
達
し
た
と
い
う
、
こ
の
「
近
代
」
の
「
例
」
は
、
友
閑
が
老

年
に
な
っ
て
か
ら
書
を
学
ん
で
熟
達
し
た
と
い
う
、
伝
友
閑
筆
本
奥
書
に
見
え
て
い
て
（

356
～

366
行
）、『
萬
象
録
』
同
条
も
そ
れ
に
基
づ
い

て
実
線
部
Ａ
～
Ｄ
に
記
載
し
て
い
る
友
閑
の
略
歴
か
ら
、
想
起
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
続
く
「
余
も
亦
是
れ
よ
り
書
道
を
研
究

す
べ
く
思
ひ
立
ち
し
に
就
て
は
、
近
日
榊
原
鉄
硯
氏
を
訪
ひ
て
其
意
見
を
尋
ね
臨
写
す
べ
き
書
風
等
も
相
談
す
る
考
な
り
」
と
い
う
記
述
か

ら
は
、
高
橋
自
身
も
、
鉄
道
界
の
功
労
者
で
書
画
な
ど
に
も
通
じ
て
い
た
榊
原
鉄
硯
（
一
八
五
五
～
？
）
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

書
道
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。『
萬
象
録
』
の
こ
の
記
事
が
記
さ
れ
た
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
は
、
高
橋
が
五
十
八

歳
と
な
る
年
で
あ
る
。
同
書
大
正
八
年
九
月
五
日
条
を
先
に
掲
げ
て
確
認
し
た
通
り
、
高
橋
は
益
田
か
ら
「
方
丈
記
」
と
「
鴨
長
明
集
」
を

共
に
借
り
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
日
・
九
月
六
日
の
条
に
は
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
方
丈
記
」
奥
書
部
分
に
限
定
し
て
記
述
し
て
い

る
。
高
橋
は
、
老
年
に
な
っ
て
書
道
を
学
び
後
世
の
手
本
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
友
閑
の
略
歴
を
、「
方
丈
記
」
す
な
わ
ち
伝
友
閑
筆
本
の

奥
書
に
発
見
し
、
高
齢
で
習
字
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
集
中
的
に
関
心
を
寄
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
六
日
条
の
欄
外
見
出
し

を
、「
藤
田
友
閑
斎
筆
の
方
丈
記
」
な
ど
で
な
く
「
藤
田
友
閑
斎
の
習○
字○

」
と
し
た
の
も
、
そ
の
関
心
の
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊



74

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
伝
友
閑
筆
本
の
伝
来
に
つ
い
て
右
に
報
告
し
た
際
に
も
取
り
上
げ
た
が
、
同
本
に
は
、
『
方
丈
記
』
本
文

を
書
写
し
た
の
と
は
別
の
筆
跡
に
よ
る
奥
書
が
存
す
る
（
一
面
六
行
、
後
掲
【
翻
刻
】

354
～

369
行
）
。
そ
の
末
尾
に
、

　
　

寛
政
六
年
丙
寅
南
呂
吉　

八
十
翁
白
亭
記
之
矣
。

と
見
え
、
先
引
高
橋
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
六
日
条
も
「
寛
政
六
年
八
十
翁
白
亭
と
云
ふ
人
の
奥
書
あ
り
」
と
記
し
て
い
た
。
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）
時
の
奥
書
と
知
れ
る
（
た
だ
し
、
干
支
「
丙
寅
」
は
合
っ
て
い
な
い
）
。
そ
し
て
、
そ
の
筆
記
者
の
「
八
十
翁
白○

亭○

」

と
は
、
滝
本
流
（
松
花
堂
流
）
の
手
習
帖
で
あ
る
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
『
滝
本
煙
葉
帖
』
に
載
る
「
筆
伝
系
略
」
に

　
　

 

分
門
白
亭　

神
立
愚
鈍
と
記
す
。
後
上
に
備
る
ご
と
く
改
名
。
委
は
原
流
帖
に
見
ゆ
。
但
、
寛
政
丁
巳
晩
夏
よ
は
ひ
八
十
三
に
し
て

終
り
給
ふ
。
東
都
本
庄
牛
島
長
命
寺
に
埋
。
名
有
。

と
著
録
さ
れ
る
、
分
門
白○

亭○

す
な
わ
ち
神
立
愚
鈍
に
違
い
な
い
。
「
寛
政
丁
巳
」
す
な
わ
ち
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
「
八
十
三
」
歳
で

没
し
た
（
右
引
傍
線
部
）
と
い
う
点
と
、
寛
政
六
年
時
の
奥
書
に
「
八
十
翁
白
亭
」
と
記
載
し
て
い
る
点
と
が
、
ま
さ
に
符
合
し
て
い
る
。

　

末
尾
部
（

366
～

368
行
）
に
よ
れ
ば
、
右
奥
書
は
、
「
ま
す
女
」
な
る
人
物
か
ら
筆
跡
の
「
鑑
定
」
を
依
頼
さ
れ
て
、
当
該
写
本
の
奥
に
、

そ
の
鑑
定
結
果
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
結
論
は
、
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
方
丈
の
記
は
、
摂
州
富
田
の
里
藤
田

彩
雲
翁
友
閑
筆
跡
な
り
」
（

354
～

355
行
）
、
と
。
そ
れ
に
続
く
「
抑
、
翁
は
」
以
下
「
…
後
の
世
の
手
本
と
な
り
ぬ
」
ま
で
（

355
～

366
行
）

は
、
筆
跡
の
主
で
あ
る
と
鑑
定
し
た
「
翁
」
友
閑
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
。

　

そ
の
紹
介
の
部
分
は
、
友
閑
が
松
花
堂
昭
乗
に
入
門
し
精
励
に
至
っ
た
経
緯
（

356
～

364
行
）
を
中
心
と
し
つ
つ
、
絵
と
和
歌
も
学
ん
だ

こ
と
や
後
世
の
手
本
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。
老
年
に
至
る
ま
で
筆
道
を
学
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
妻
に
諫
め
ら
れ
て
入

門
し
た
と
い
う
内
容
が
特
に
目
に
付
く
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
先
引
『
滝
本
煙
葉
帖
』
と
同
じ
く
滝
本
流
の
手
習
帖
で
あ
る
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
刊
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』
の
「
筆
伝
系
略
」
も
、
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閑
睡
庵
彩
雲
翁
と
号
す
。
摂
州
富
田
の
人
。
壮
年
に
し
て
字
を
な
す
事
あ
た
は
ず
。
其
婦
の
諷
諭
に
よ
り
て
、
は
じ
め
て
醒
々
翁
に

学
び
、
精
励
不
倦
事
廿
年
一
日
の
ご
と
し
。
翁
の
門
人
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
其
右
に
出
る
も
の
な
し
。
又
、
和
歌
を
詠
じ
画

に
工
也
。
当
流
手
習
階
等
の
法
帖
を
梓
に
し
て
伝
授
す
。
門
人
以
千
数
と
い
ふ
。

と
記
す
。
「
摂
州
富
田
の
人
」
「
和
歌
を
詠
じ
画
に
工
也
」
（
破
線
部
）
も
伝
友
閑
筆
本
奥
書
と
共
通
す
る
内
容
だ
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の

は
、
実
線
部
。
「
醒
々
翁
」
す
な
わ
ち
松
花
堂
昭
乗
へ
の
入
門
の
経
緯
を
記
し
て
い
て
、
先
の
奥
書
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か

で
あ
る
。
た
だ
、
当
該
奥
書
の
方
が
、
「
旅
行
又
他
行
な
と
の
お
り
か
ら
事
を
欠
ら
め
。
く
ゆ
る
と
も
及
は
し
」
「
今
よ
り
学
ひ
て
も
事
業

な
る
へ
き
や
」
「
な
る
も
な
ら
ぬ
も
汝
の
こ
ゝ
ろ
な
り
」
と
、
妻
の
諫
言
の
内
容
や
そ
の
妻
と
友
閑
と
の
問
答
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
詳
し

く
盛
り
込
ん
で
い
て
、
印
象
深
い
。
先
述
通
り
五
十
八
歳
に
な
る
高
橋
も
、
「
高
齢
に
至
る
ま
で
筆
道
に
疎
か
」
っ
た
の
を
諫
め
ら
れ
て
入

門
し
た
と
い
う
、
同
奥
書
の
記
述
に
特
に
着
目
し
て
、
「
余
も
亦
是
よ
り
書
道
を
研
究
す
べ
く
」
思
い
立
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
右
に
挙
げ
た
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』
「
筆
伝
系
略
」
は
、
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
二
（
同
氏
著
作
集

第
十
六
巻
）
の
「
Ⅷ
書
流
の
展
開
と
定
着
」
の
う
ち
「
Ｃ
滝
本
流
」
に
引
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
（
先
引
『
滝
本
煙
葉
帖
』
も
同
じ
）
、
入
門

経
緯
に
つ
い
て
の
同
書
の
記
述
（
先
引
実
線
部
）
に
基
づ
く
紹
介
が
、
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
五
巻
（
講
談
社
、
昭
53
）

の
「
藤
田
友
閑
」
条
に
も
、
「
壮
年
の
こ
ろ
悪
筆
で
、
妻
の
諭
し
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
松
花
堂
昭
乗
の
門
に
入
る
。
精
励
二
十
年
一
日
の

ご
と
く
稽
古
に
励
ん
だ
」
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
従
来
、
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』
の
記
述
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

て
き
た
友
閑
入
門
の
経
緯
が
、
よ
り
具
体
的
に
生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
る
よ
う
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
伝
友
閑
筆
本
の
奥
書
は
、
相
応

の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
入
門
ま
で
の
経
緯
、
妻
に
諫
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
入
門
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
史
実
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
寛
文
三
、
四
年
（
一
六
六
三
、
四
）、
友
閑
六
十
三
、四
歳
時
の
著
作
『
和
国
筆
道
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三
秘
鈔
』
全
八
巻
五
冊
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
松
花
堂
入
門
の
時
期
は
」「
十
九
歳
の
頃
（
一
六
一
九
年
）
で
あ
る
」

と
、
川
畑
薫
「
近
世
前
期
・
筆
道
伝
書
作
成
に
関
す
る
一
考
察
―
「
松
花
堂
流
」
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
青
山
杉
雨
記
念
賞
第
五
回
学
術

奨
励
論
文
選
』、
平
14
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
右
川
畑
論
文
は
ま
た
、「
藤
田
友
閑
年
譜
稿
」
を
作
成
、「
元
和
五
年
己
未
（
一
六
一
九
）

一
九
歳
」
条
に
「
八
月
九
日
、
初
め
て
松
花
堂
に
見
え
、
そ
の
冬
に
手
本
を
受
け
る
」
と
記
載
し
て
も
い
る
。
川
畑
論
文
は
、『
和
国
筆
道

三
秘
鈔
』
の
う
ち
、「
本
編
に
あ
た
る
」
第
一
～
三
冊
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
も
い
る
が
、
入
門
の
経
緯
を
叙
述
し
て
い
る
の
は
、
翻
刻
対
象

外
の
第
五
冊
の
巻
八
追
加
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
未
翻
刻
の
部
分
で
も
あ
る
の
で
、
少
々
長
い
が
、
入
門
の
経
緯
に
つ
い
て
の
叙
述
を
含
ん

だ
項
目
全
体
を
、
次
に
引
用
し
て
お
く
。

　
　

 

さ
て
、
国
の
う
ち
に
は
木
の
道
の
た
く
み
の
み
わ
さ
に
堪
た
る
か
と
お
も
ふ
に
、
い
な
や
、
そ
れ
の
み
に
限
ら
す
。
世
に
み
ち
〳
〵

て
お
ほ
か
る
百
の
た
く
み
の
作
れ
る
品
々
の
器
物
を
み
る
に
、
其
か
た
ち
の
艶
に
う
る
は
し
き
の
み
に
あ
ら
す
、
各
宜
に
叶
ひ
中
庸

の
道
に
あ
た
り
て
、
古
人
の
規
矩
、
天
真
自
然
の
正
理
に
背
け
る
は
な
し
。
抑
百
工
の
輩
に
筆
芸
の
を
と
れ
る
事
は
い
か
な
る
故
に

や
と
思
ひ
は
か
る
に
、
彼
百
工
の
輩
は
生
れ
た
る
所
の
ま
ゝ
に
い
は
け
な
き
と
き
よ
り
、
を
の
か
愚
痴
な
る
つ
と
め
を
み
か
け
る
に

て
そ
有
け
る
。
た
ゝ
師
の
伝
へ
、
親
の
を
し
へ
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
守
り
行
て
、
い
さ
ゝ
か
も
他
念
を
生
せ
す
、
一
向
に
わ
さ
を
の
み

一
大
事
と
つ
と
め
ぬ
る
に
よ
り
、
程
な
く
修
行
な
り
た
ち
て
、
早
く
家
業
を
継
事
に
て
そ
侍
る
。
今
時
書
生
学
士
の
た
く
ひ
、
筆
芸

を
嗜
む
か
た
〳
〵
は
、
生
れ
た
る
所
穎
利
に
し
て
、
才
智
百
工
に
万
倍
也
。
こ
れ
に
依
て
、
智
解
分
別
ま
す
〳
〵
長
し
。
聞
と
し
て

会
せ
す
と
云
事
な
く
、
慮
る
に
あ
た
ら
す
と
云
事
な
し
。
此
故
に
わ
さ
を
つ
と
む
る
事
な
く
、
理
を
以
て
わ
さ
を
推
し
、
解
を
以
て

行
に
あ
て
ゝ
、
広
く
学
ひ
深
く
さ
と
せ
る
に
つ
け
て
、
弥
く
は
し
く
益
〳
〵
明
か
な
り
。
是
に
よ
り
て
愚
癡
な
る
つ
と
め
を
み
か
く

事
は
、
い
よ
〳
〵
う
す
く
ま
す
〳
〵
疎
か
也
。
是
、
其
掲
焉
た
る
所
な
ら
す
や
。
此
故
に
、
手
も
と
な
る
理
は
見
え
か
た
く
し
て
、

見
も
弁
へ
す
。
各
別
奇
異
高
等
の
道
あ
ら
ん
事
を
求
め
て
、
つ
ゐ
に
彼
浮
夸
梟
乱
や
う
な
と
に
心
を
よ
せ
ら
る
ゝ
故
に
、
平
直
の
正
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理
を
う
し
な
は
れ
侍
也
。
我
聞
、
儒
釈
道
の
奥
秘
深
義
会
得
せ
る
上
に
至
り
て
、
何
の
用
に
立
ぬ
る
事
か
と
尋
ぬ
る
に
、
己
を
修
め

人
を
治
る
の
み
に
し
て
、
日
用
の
う
へ
平
直
な
ら
し
め
ん
為
也
と
そ
。
此
故
に
、
日
用
平
直
の
上
を
つ
と
め
し
む
る
を
教
の
本
と
し

修
行
の
先
と
は
せ
り
。
日
用
平
直
の
外
別
に
用
る
所
あ
り
、
別
に
一
道
あ
り
と
い
は
ゝ
、
其
用
ひ
処
は
、
い
つ
れ
の
処
に
や
。
又
、

其
道
は
い
か
や
う
な
る
道
に
や
。
も
し
用
る
所
、
其
道
出
世
格
外
也
と
い
は
ゝ
、
世
間
を
離
て
出
世
な
く
、
平
直
を
離
て
格
外
な
し
。

筆
道
も
又
、
是
に
同
し
。
日
用
の
う
へ
日
用
の
書
、
押
な
ら
へ
て
平
直
な
ら
し
む
る
を
筆
道
の
教
と
し
て
つ
と
め
し
む
る
の
み
也
。

今
い
は
ゆ
る
二
三
十
人
の
学
者
は
天
資
穎
利
に
し
て
智
恵
秀
英
也
。
わ
さ
の
勤
め
も
や
ゝ
よ
ろ
し
。
つ
と
め
て
や
ま
さ
ら
ま
し
か
は
、

他
日
頭
角
相
応
な
る
事
、
虎
に
角
を
生
た
ら
ん
に
て
ひ
と
し
か
る
へ
き
。
然
ら
は
則
誰
を
か
は
ち
、
何
を
か
恐
れ
ら
る
へ
き
。
但
、

悲
し
む
ら
く
は
、
こ
れ
こ
の
虎
の
百
獣
に
秀
た
る
角
の
自
慢
あ
る
よ
り
、
大
過
の
な
り
出
む
事
は
、
尤
あ
や
う
か
ら
す
や
。
翠
以
羽

自
残
亀
以
智
自
害
と
云
る
本
文
、
実
哉
。
其
物
に
つ
き
て
其
物
を
そ
こ
な
ひ
破
る
事
を
古
人
の
云
る
は
、
是
な
ら
し
。
や

●

つ

●

か

●

れ

●

前

十
年
は
か
り
は
、
世
間
に
多
き
な
ら
は
し
に
ひ
か
れ
て
惘
然
と
暮
し
侍
り
。
高
祖
大
師
云
、
多
類
者
難
レ

竭ツ
キ

寡キ
レ

偶
タ
ク
ヒ

者ハ

易
レ

傾
、
自
然

之
理ノ

使
レ

然
云
々
。
む
へ
な
る
か
な
。
師
の
警
に
預
る
事
は
す
く
な
く
、
浮
世
の
邪
に
そ
め
る
事
は
多
か
り
し
故
也
。
幼
少
の
時
よ
り

此
道
す
け
る
事
に
侍
し
に
、
井
の
蛙
・
遼
東
の
豕
の
こ
と
く
に
、
私
家
心
中
に
も
て
は
や
す
手
か
き
に
は
、
か
の
行
草
偏
僻
の
二
流

の
た
く
ひ
、
又
は
浮
夸
か
ら
や
う
の
や
か
ら
の
今
も
世
に
多
か
る
た
く
ひ
、
さ
ま
〳
〵
の
手
か
き
の
少
も
名
有
と
聞
る
は
、
爰
に
は

せ
か
し
こ
に
走
り
て
尋
ね
と
ひ
、
或
は
二
ケ
月
三
ケ
月
、
或
は
半
年
一
年
う
け
学
ひ
ぬ
る
に
、
其
多
く
は
正
し
か
ら
す
、
其
本
明
か

な
ら
す
。
も
し
ふ
か
く
推
尋
ぬ
る
事
に
侍
れ
は
、
口
を
つ
く
み
て
止
ぬ
る
も
あ
り
。
胡
説
と
る
所
な
き
も
侍
り
き
。

Ａ

是
に
よ
り
て
世

に
床
し
と
忍
ふ
手
か
き
も
聞
え
侍
ら
さ
り
し
折
ふ
し
、
ひ
と
り　

先
師
松
花
堂
の
わ
か
く
お
は
し
ま
す
に
、
奇
異
の
天
才
と
伝
聞
て

そ
い
ふ
か
し
く
は
侍
り
き
。
御
筆
の
跡
を
み
る
に
も
、
よ
の
つ
ね
に
は
こ
と
に
侍
り
。
是
に
よ
り
て
ひ
そ
か
に
習
ひ
こ
ゝ
ろ
み
侍
り

し
に
、
や
ゝ
似
よ
り
て
さ
の
み
ふ

か

き
事
に
は
思
は
す
。
今
す
こ
し
た
か
ひ
ぬ
る
所
は
人
の
し
る
へ
き
な
ら
ね
と
、
い
た
く
に
せ
て
し
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か
な
と
深
く
思
ひ
い
れ
て
習
ひ
も
て
行
程
に
、
弥
似
さ
る
所
を
し
れ
り
。
月
を
こ
へ
年
に
及
ひ
ぬ
れ
は
、
其
大
に
か
な
は
さ
る
所
を

弁
へ
、
人
意
の
な
せ
る
所
に
あ
ら
さ
る
事
を
さ
と
し
に
た
り
。

Ｂ

爰
に
や
つ
か
れ
十
九
歳
に
侍
る
八
月
九
日
に
初
て
ま
み
え
奉
り
て
、

其
年
の
冬
、
御
手
本
を
給
ひ
、
明
年
二
月
二
日
に
清
書
を
尊
覧
に
備
へ
奉
り
し
。
御
詞
の
響
、
左
之
右
之
を
窺
ひ
侍
る
に
、
銀
海
光

う
る
ほ
ひ
て
童
子
全
く
正
し
く
、
五
嶽
ゆ
た
か
に
儼
に
光
彩
う
ち
に
か
ゝ
や
き
ぬ
。
仰
き
望
む
に
恐
れ
あ
り
と
い
へ
と
も
、
近
付
奉

る
に
い
つ
く
し
み
深
し
。
い
に
し
へ
の
大
宗
匠
、
権
化
、
聖
賢
の
も
し
今
日
に
出
現
ま
し
〳
〵
て
拝
み
奉
ら
は
、
か
く
こ
そ
あ
ら
め

と
思
ひ
侍
し
。
さ
れ
と
濁
世
に
そ
み
な
ら
へ
る
心
の
愚
か
さ
に
、
か
ゝ
る
明
師
の
御
指
南
に
預
り
な
は
、
や
す
く
能
書
、
妙
手
に
も

到
ら
ん
事
と
は
か
り
思
ひ
て
、
務
め
疎
か
に
信
う
す
く
し
て
、
あ
た
ら
年
月
を
等
閑
に
そ
送
り
侍
る
。
か
く
て
年
を
つ
み
度
を
重
ね

て
教
誨
を
蒙
り
奉
り
ゆ
く
に
つ
け
て
、
仰
け
は
弥
高
く
き
れ
は
弥
か
た
く
、
雲
の
梯
し
て
の
ほ
る
へ
か
ら
さ
る
事
を
し
り
、
前
非
を

悔
と
い
へ
と
も
、
世
の
塵
は
払
ふ
に
日
々
〳
〵
に
多
く
積
り
て
尽
し
か
た
く
、
身
の
労
は
養
ふ
に
年
〳
〵
に
競
ひ
て
衰
へ
や
す
う
し

て
、
勤
む
る
事
あ
た
は
す
。
只
、
志
の
み
に
て
明
し
暮
し
つ
ゝ
、
つ
ゐ
に
か
の
百
工
の
し
わ
さ
に
も
し
か
す
。
畜
類
の
た
く
み
に
も

劣
り
て
そ
老
に
た
る
。
か
く
大
儀
な
る
手
習
、
何
の
い
さ
み
あ
り
て
か
、
か
ゝ
つ
ら
へ
る
に
や
。
世
に
い
く
は
く
あ
な
る
流
〳
〵
に

は
た
や
す
く
成
就
す
る
も
多
か
れ
は
、
な
そ
一
流
に
は
固
執
す
る
そ
と
思
へ
る
人
も
あ
ら
ん
。
な
れ
と
、
今
も
世
に
多
く
行
は
る
ゝ

は
、
昔
も
多
か
り
。
皆
や
つ
か
れ
か
染
ぬ
る
前
非
を
悔
る
類
ひ
の
み
な
れ
は
、
床
し
と
も
思
ひ
侍
ら
す
。
か
く
か
た
り
つ
ゝ
く
る
に
、

い
と
ゝ
昔
こ
ひ
し
く
そ
思
ひ
出
ぬ
る
。

　

前
半
に
は
、
筆
道
修
練
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
て
、
「
や

●

つ

●

か

●

れ

●

」
以
下
の
後
半
に
、
自
ら
の
経
験
を

振
り
返
っ
て
叙
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
半
部
の
中
に
確
か
に
、
「
先
師
松
花
堂
」
の
評
判
を
聞
い
た
（
実
線
部
Ａ
）
あ
と
、

十
九
歳
時
の
八
月
九
日
に
至
っ
て
初
め
て
会
い
、
同
年
冬
に
手
本
を
受
け
、
明
年
二
月
二
日
に
清
書
を
見
せ
た
、
と
記
し
て
い
る
（
実
線

部
Ｂ
）
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
も
、
「
幼
少
の
時
よ
り
此
道
す
け
る
事
に
侍
し
」
と
い
う
こ
と
で
、
「
さ
ま
〳
〵
の
手
か
き
の
少
も
名
有
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と
聞
る
は
、
爰
に
は
せ
か
し
こ
に
走
り
て
尋
ね
と
」
う
て
い
た
、
な
ど
と
述
べ
て
も
い
る
（
波
線
部
）
。
友
閑
自
ら
の
記
述
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
こ
そ
が
史
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
高
齢
で
の
入
門
も
妻
の
諫
言
も
、
史
実
を
超
え
た
一
つ
の
伝
承
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

し
て
、
伝
友
閑
筆
本
の
奥
書
は
、
そ
う
し
た
伝
承
が
、
先
引
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』
の
記
述
な
ど
に
止
ま
ら
ず
、
滝
本
流
の
中
で

か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
意
義
を
こ
そ
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
史
実
と
正
反
対

の
よ
う
な
内
容
の
伝
承
が
い
か
に
し
て
生
じ
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
次
の
問
題
と
し
て
気
に
掛
か
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

今
は
ま
だ
検
討
し
得
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
滝
本
流
の
種
々
記
述
の
中
か
ら
友
閑
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
出
し
て
い
く
こ
と
で
、

あ
る
程
度
解
決
で
き
る
問
題
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
伝
友
閑
筆
本
の
奥
書
を
記
し
た
分
門
白
亭
す
な
わ
ち
神
立
愚
鈍
は
、
「
瀧
本
流
門
弟
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
自
ら
も
弟
子
を
も

つ
一
方
」
、
「
瀧
本
流
手
本
の
編
纂
を
手
掛
け
」
て
も
い
る
な
ど
、
「
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
と
く
に
瀧
本
流
の
普
及
に
大
き
な
働

き
を
果
た
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る

）
3
（

」
。
「
友
閑
の
口
伝
を
、
乗
因
が
筆
記
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
」
『
初
学
手
習
初
門
要
』

を
愚
鈍
が
書
写
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
愚
鈍
が
序
を
加
え
て
、
「
此
『
初
門
要
五
十
箇
條
』
は
、
松
花
堂
世
を
去
り
給
て
後
、
高
弟
藤
田

友
閑
、
此
一
流
字
世
に
弘
通
し
、
筆
道
の
学
者
を
も
誘
引
せ
む
か
為
に
、
翁
よ
り
伝
へ
ら
れ
し
筆
道
、
初
門
に
用
ゆ
べ
き
要
と
す
る
所
、

五
十
箇
條
を
、
門
人
に
教
示
侍
り
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
川
畑
論
文
）
。
そ
し
て
、
伝
友
閑
筆
本
の
奥
書
で
は
、
友
閑
に
つ
い
て

「
後
の
世
の
手
本
と
な
り
ぬ
」
（

366
行
）
と
述
べ
て
い
た
。
そ
ん
な
愚
鈍
で
あ
れ
ば
、
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
稿
者
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
現
代

の
専
門
家
た
ち
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
、
友
閑
の
筆
跡
に
接
し
て
い
て
、
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
愚
鈍
が
友
閑
筆

と
鑑
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
友
閑
筆
本
が
友
閑
の
真
筆
本
で
あ
る
可
能
性
は
相
当
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
友
閑
筆
で

あ
れ
ば
、
十
七
世
紀
半
ば
前
後
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
点
、
墨
跡
な
ど
か
ら
受
け
る
印
象
と
齟
齬
し
な
い
。
友
閑
真
筆
で

間
違
い
な
い
と
す
る
と
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
『
方
丈
記
』
写
本
は
、
「
翁
の
門
人
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
其
右
に
出
る
も
の
な
し
」
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（
先
引
『
松
花
堂
筆
跡
法
帖
従
元
祖
至
九
代
』
）
「
書
家
者
流
の
祖
と
な
れ
り
」
（
寛
政
八
年
刊
細
合
半
斎
『
滝
本
栞
』
、
日
本
書
論
集
成
6
）
と
い

う
藤
田
友
閑
の
、
ま
と
ま
っ
た
真
筆
作
品
と
し
て
、
日
本
書
道
史
上
の
小
さ
か
ら
ぬ
意
義
を
帯
び
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

先
述
通
り
、
益
田
孝
が
高
橋
義
雄
を
招
い
た
の
は
、
「
鴨
長
明
の
方
丈
記
に
拠
り
」
（
先
引
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月
四
日
条
）
「
日
野

山
の
方
丈
」
を
「
其
儘
強
羅
山
に
再
現
」
（
先
引
『
東
都
茶
会
記
』
）
し
た
「
方
丈
庵
」
で
の
「
茶
会
」
（
先
引
『
萬
象
録
』
大
正
八
年
九
月

六
日
条
）
で
あ
っ
た
が
、
昭
乗
も
ま
た
、
「
坊
の
南
阜
に
松
花
堂
と
い
ふ
方
丈
を
建
て
三
昧
に
入
」
（
『
松
花
堂
行
状
』
、
『
か
が
み
』
20
収
載

翻
刻
）
り
、
「
松
花
堂
ト
云
」
「
方
丈
ノ
室
ヲ
造
リ
テ
静
ニ
居
」
（
『
中
沼
家
譜
』
、
茶
道
全
集
5
所
載
片
影
）
り
、
そ
の
う
え
長
明
の
肖
像
画

を
描
い
て
も
い
て

）
4
（

、
「
鴨
長
明
を
し
の
び
、
方
丈
記
を
耽
読
し
た
」
（
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
二
）
人
物
で
あ
る
。
そ
の
昭
乗

に
対
す
る
友
閑
の
熱
烈
な
尊
崇
ぶ
り
は
、
先
引
『
和
国
筆
道
三
秘
鈔
』
の
破
線
部
な
ど
か
ら
も
十
分
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
友
閑
が

『
方
丈
記
』
を
書
写
し
た
と
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
師
・
昭
乗
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
友
閑
が
師
と
仰
ぐ
昭
乗
の
右
の
如
き
一

面
が
、
当
該
の
『
方
丈
記
』
写
本
が
友
閑
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
友
閑
は
そ
も
そ

も
、
そ
う
し
た
昭
乗
の
手
許
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
昭
乗
筆
の
『
方
丈
記
』
を
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
想
像
も
働
く
で
あ
ろ

う
し
、
そ
の
可
能
性
は
決
し
て
低
く
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る

）
5
（

。
伝
友
閑
筆
本
を
通
し
て
、
松
花
堂
に
あ
っ
た
『
方
丈
記
』
を
、
我
々
は
見

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

伝
友
閑
筆
本
の
『
方
丈
記
』
は
、
古
本
系
統
と
流
布
本
系
統
を
分
か
つ
主
要
な
指
標
と
し
て
通
常
挙
げ
ら
れ
る
三
点
に
お
い
て
い
ず
れ

も
、
流
布
本
系
統
の
方
と
一
致
す
る
本
文
を
有
し
て
い
て
（
ご
く
一
部
に
異
な
る
本
文
も
含
む
）
、
基
本
的
に
流
布
本
系
統
に
属
す
る
も
の
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で
あ
る
。
同
じ
く
流
布
本
系
統
に
属
す
る
、
天
理
図
書
館
所
蔵
江
戸
初
期
寛
永
頃
写
本
は
「
本
文
は
正
保
版
本
と
全
く
同
じ
」
に
な
っ
て

い
て
（
青
木
伶
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
40
）
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
江
戸
中
期
写
本
も
「
正
保
版
本
乃

至
は
そ
れ
と
同
系
統
の
本
の
写
し
か
」
（
鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」
〈
『
方
丈
記
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
34
〉
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
流
布
本
系
統
の
写
本
の
う
ち
、
⑳
文
政
十
二
年
写
本
が
正
保
版
本
の
忠
実
な
写
し
と
見
ら
れ

る
こ
と
、
小
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
中
前
「
略
目
録
稿
」
に
述
べ
て
お
り
、
⑥
『
無
名
抄
』
合
綴
江
戸
前
期
写
本
に
つ
い
て
は
、
「
略
目
録
稿
」

の
時
点
で
は
不
明
で
あ
っ
た
が
最
近
に
正
保
版
本
ま
た
は
そ
の
同
系
本
の
ほ
ぼ
忠
実
な
写
し
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

）
6
（

。
こ
れ
ら
に
対
し

て
伝
友
閑
筆
本
の
場
合
、
後
掲
の
【
校
異
】
「
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
と
正
保
版
本
・
学
習
院
大
学
本
」
か
ら
窺
わ
れ
る
通
り
、
無
論
、
同
じ

く
流
布
本
系
統
に
属
し
て
い
る
の
だ
か
ら
正
保
版
本
と
同
一
あ
る
い
は
近
似
す
る
本
文
も
全
面
的
に
拡
が
っ
て
い
る
が
、
同
本
と
異
な
る

本
文
も
広
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
同
本
の
写
し
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
先
の
主
要
な
三
点
の
指
標
と
な
る
本

文
以
外
で
、
流
布
本
系
統
の
伝
本
に
な
く
古
本
系
統
の
方
の
伝
本
に
の
み
存
す
る
本
文
と
共
通
す
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
に
引
用
し
た
「
略
目
録
稿
」
よ
り
も
十
五
年
以
上
前
の
平
成
九
年
一
月
二
十
五
日
、
仏
教
文
学
会
本
部
一
月
例
会
が

京
都
女
子
大
学
Ｊ
校
舎
に
て
開
催
さ
れ
た
際
、
図
書
館
分
館
内
の
学
習
室
に
て
図
書
の
特
別
展
観
を
実
施
し
、
小
稿
の
取
り
上
げ
る
伝
友

閑
筆
本
も
出
品
し
た
。
そ
の
時
に
中
前
が
作
成
し
た
簡
略
な
小
冊
子
『
仏
教
文
学
関
係
図
書
特
別
展
観
目
録
稿
』（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
、

平
9
）
に
、
同
本
の
本
文
に
つ
い
て
、

　
　

 『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
所
載
の
本
文
の
中
で
は
、
流
布
本
系
で
あ
り
な
が
ら
、
古
本
系
の
学
習
院
大
学
本
に
近
い
面
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
述
べ
た
。
し
か
し
、「
さ
ら
に
詳
細
な
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

0

0

0

0

0

に
委
ね
た
い
」
と
も
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
右
の
時
点
で

は
右
以
上
に
は
追
究
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
の
「
略
目
録
稿
」
を
経
て
、
今
回
の
小
稿
が
、
そ
の
「
今
後
の
検
討

0

0

0

0

0

」
に
あ
た
る
。
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右
引
『
特
別
展
観
目
録
稿
』
に
言
う
「
学
習
院
大
学
本
」
と
は
三
条
西
家
旧
蔵
の
も
の
で
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
が
、
「
こ
の

本
は
決
し
て
よ
い
本
文
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
わ
ざ
〳
〵
と
り
あ
げ
る
事
は
な
い
と
も
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
ど
の
や
う
に
不
純

で
あ
る
の
か
知
り
た
い
と
思
つ
た
自
分
の
経
験
に
徴
し
、
序
を
以
つ
て
加
へ
る
事
に
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
本
で
あ
る
。
危
う
く
「
見

る
に
堪
え
な
い
杜
撰
な
本
文
を
持
つ
本
は
、
校
合
の
対
象
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
さ
え
な
い
、
と
い
う
現
象

）
7
（

」
の
一
事
例
と
な
り
か
け

て
い
た
本
で
あ
る
。
伝
友
閑
筆
本
は
先
述
通
り
、
基
本
的
に
流
布
本
系
統
に
属
し
な
が
ら
、
古
本
系
統
の
伝
本
の
本
文
と
一
致
す
る
面
も

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
古
本
系
統
の
伝
本
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
「
決
し
て
よ
い
本
文
と
は
言
へ
な
い
」

学
習
院
大
学
本
な
の
で
あ
る
。
同
本
と
の
近
さ
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」
は
、
学
習
院
大
学
本
に
つ
い
て
、「
本
文
は
古
本
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
中
に

お
い
て
は
、
他
の
い
ず
れ
の
諸
本
と
も
も
っ
と
も
多
く
の
差
異
を
存
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
実
際
、『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
が

取
り
上
げ
る
、
学
習
院
大
学
本
を
含
む
大
福
光
寺
本
な
ど
古
本
系
統
諸
本
計
十
一
本
の
中
で
、
学
習
院
大
学
本
に
の
み
見
ら
れ
る
本
文
（
＝

「
古
本
系
統
内
学
習
院
大
学
本
独
自
異
文
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
）
が
、
三
〇
〇
余
り
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
四
〇
ほ
ど
は
、『
広
本
略
本

方
丈
記
総
索
引
』
の
取
り
上
げ
る
流
布
本
系
統
の
六
本
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
は
、
流
布
本
系
統
の
六
本
に
も
見
え
ず
、『
広
本

略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
取
り
上
げ
る
古
本
系
統
・
流
布
本
系
統
合
計
十
七
本
を
通
じ
て
の
独
自
異
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
右

の
古
本
系
統
内
学
習
院
大
学
本
独
自
異
文
三
〇
〇
余
り
の
う
ち
実
に
四
割
近
く
の
一
二
〇
ほ
ど
が
、
伝
友
閑
筆
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

し
か
も
、
そ
の
う
ち
九
〇
ほ
ど
は
、
流
布
本
系
統
六
本
に
も
見
え
な
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
本
文
は
、
流
布
本
系
統
六
本
に
、
基

本
的
に
流
布
本
系
統
に
属
す
る
伝
友
閑
筆
本
を
加
え
た
七
本
の
う
ち
、
伝
友
閑
筆
本
に
の
み
見
ら
れ
る
本
文
（
＝
流
布
本
系
統
内
伝
友
閑
筆

本
独
自
異
文
）
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
古
本
系
統
内
学
習
院
大
学
本
独
自
異
文
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
古
本
系

統
・
流
布
本
系
統
計
十
七
本
に
伝
友
閑
筆
本
を
加
え
た
十
八
本
全
体
の
中
で
、
伝
友
閑
筆
本
と
学
習
院
大
学
本
と
の
み
に
共
通
す
る
本
文
が
、
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九
〇
ほ
ど
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
が
、
学
習
院
大
学
本
に
見
え
る
特
異
な
本
文
の
か
な
り
の
部
分
を
共
通
し
て
有

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
逆
に
、
学
習
院
大
学
本
の
本
文
が
、
伝
友
閑
筆
本
に
見
え
る
特
異
な
本
文
の
か
な
り
の
部
分
を
共
通
し
て
有
し
て
も

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
両
者
が
近
い
面
を
顕
著
に
持
っ
て
い
る
こ
と
、
確
か
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
後
掲
の
【
校
異
】
そ
し
て
【
対

照
一
覧
】「
古
本
系
統
内
学
習
院
大
学
本
独
自
異
文
と
流
布
本
系
統
本
文
お
よ
び
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
本
文
」
参
照
。

　

特
に
目
に
付
く
例
を
、
具
体
的
に
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。
い
ず
れ
も
、
伝
友
閑
筆
本
を
含
め
た
右
の
計
十
八
本
の
う
ち
で
、
同
本
と

学
習
院
大
学
本
と
の
み
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。
（　

）
内
に
行
数
を
示
し
つ
つ
掲
げ
た
本
文
は
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
で
、
学

習
院
大
学
本
の
み
と
の
共
通
本
文
に
傍
線
を
施
し
た
。
ま
た
、
同
共
通
本
文
に
つ
い
て
表
記
の
相
違
な
ど
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
す

ぐ
下
の
〔　

〕
内
に
対
応
す
る
学
習
院
大
学
本
の
本
文
を
載
せ
た
。
そ
し
て
、
《　

》
内
に
は
、
傍
線
部
に
対
応
す
る
大
福
光
寺
本
の
本
文

を
載
せ
た
。
大
福
光
寺
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
伝
本
が
あ
る
場
合
、
そ
の
本
文
も
適
宜
併
記
し
た
。
傍
線
部
と
対
応
す
る
本
文
が
無
い

場
合
は
、
「
×
」
と
記
し
た
。

　

1
都
の
中
す
へ
て
〔
都
の
う
ち
す
へ
て
〕
三
分
か
一
に
及
へ
り
と
そ
。
（
38
～
39
行
）　
《
惣
テ
ミ
ヤ
コ
ノ
ウ
チ
・
す
へ
て
都
の
中
》

　

2
大
か
た
、
此
京
の
始
を
聞
は
、
桓
武
天
皇
〔
桓
武
帝
〕
の
御
時
、
都
と
さ
た
ま
り
し
よ
り
後
（
61
～
62
行
）  

《
嵯
峨
ノ
天
皇
》

　

3
同
き
年
の
冬
十
一
月
廿
六
日
に
帰
り
給
ひ
に
き
。
（
90
～
91
行
）　
《
×
》

　

4
か
は
り
ゆ
く
か
た
ち
あ
り
さ
ま
、
目
も
あ
て
ら
れ
す
。
（

120
行
）　
《
ア
テ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ヲ
ホ
カ
リ
・
あ
て
ら
れ
ぬ
事
多
か
り
き
》

　

5
爰
に
〔
こ
ゝ
に
〕
あ
や
し
き
事
は
（

125
行
）　
《
×
》

　

6
は
し
り
出
れ
は
、
又
地
裂
破
る
〔
さ
け
や
ふ
る
〕
。
（

157
行
）　
《
ワ
レ
サ
ク
・
わ
れ
ぬ
・
わ
れ
さ
け
な
ん
と
す
》

　

7
二
三
十
度
ふ
る
は
ぬ
日
は
な
か
り
し
。
（

168
～

169
行
）　
《
ナ
シ
》

　

8
声
を
あ
け
て
な
く
事
を
は
ゝ
か
り
、
進
退
や
す
か
ら
す
（

182
～

183
行
）　
《
ナ
シ
・
か
き
り
な
し
》
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9
イ

か
れ
に

ロ

十
歳
は
か
り
な
る
小
童
あ
り
。
（

256
行
）　

イ
《
カ
シ
コ
》　

ロ
《
×
》

　

10
一
身
を
や
と
す
に
た
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
。
（

288
～

289
行
）　
《
不
足
》

　

11
栖
は
な
ま
し
ゐ
に
〔
な
ま
し
い
に
〕
浄
名
居
士
の
跡
を
け
か
せ
り
と
い
へ
と
も
（

343
～

344
行
）　
《
ス
ナ
ハ
チ
・
×
》

　

12
于
時
建
暦
の
二
と
せ
壬　

　

申
弥
生
の
晦
日
の
比
（

349
行
）　
《
×
》

平
安
遷
都
に
つ
い
て
の
2
や
、
福
原
か
ら
平
安
京
へ
の
還
都
に
つ
い
て
の
3
は
、
歴
史
的
な
記
述
が
他
本
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
伝
友
閑

筆
本
と
学
習
院
大
学
本
と
の
み
に
共
通
し
て
い
る
場
合
。
9
の
ロ
は
、
こ
の
箇
所
の
二
行
あ
と
に
、
小
童
を
指
し
て
「
か
れ
は
十
歳
」
（

258

行
）
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
、
大
福
光
寺
本
を
始
め
、
学
習
院
大
学
本
も
含
め
て
、
諸
本
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
が
（
前
田
本
は
「
十

歳
」
の
み
、
正
保
版
本
な
ど
は
「
か
れ
は
十
六●

歳
」
）
、
そ
の
情
報
を
「
小
童
」
の
説
明
と
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
う
い
う

形
で
の
説
明
の
追
加
（
重
複
）
が
、
伝
友
閑
筆
本
と
学
習
院
大
学
本
に
の
み
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
1
は
、
他
の
諸
伝
本
本
文

に
対
し
て
語
順
が
前
後
入
れ
替
わ
っ
た
形
、
5
は
接
続
詞
が
加
わ
っ
た
形
、
12
は
干
支
が
加
わ
っ
た
形
で
、
や
は
り
い
ず
れ
も
両
本
特
有

の
も
の
で
あ
る
。
他
は
、
大
小
様
々
に
表
現
な
ど
が
、
他
の
諸
本
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
両
本
だ
け
に
共
通
し
て
い
る
。

　

Ａ
或
は
ほ
の
ほ
に
ま
く
れ
て
た
ち
ま
ち
に
死
す
。
（
34
行
）　
《
死
ヌ
・
し
に
ぬ
》

　
　

か
く
し
つ
ゝ
数
も
し
ら
す
死
す
る
事
を
悲
し
み
て
（

138
行
）　
《
死
ル
・
死
ぬ
る
・
死
ぬ
》

　
　

其
前
後
に
死
す
る
者
多
く
（

144
行
）　
《
シ
ヌ
ル
》

　

Ｂ
軒
を
あ
ら
そ
ひ
し
人
の
栖
か
〔
す
み
か
〕
（
70
～
71
行
）　
《
ス
マ
ヒ
・
栖
居
・
住
居
・
住
ゐ
》　

　
　

是
を
あ
り
し
住
家
〔
す
み
か
〕
に
な
そ
ら
ふ
る
に
、
十
分
か
一
な
り
。
（

199
～

200
行
）　
《
ス
マ
ヒ
・
栖
居
・
住
居
・
す
ま
ゐ
》

　

Ｃ
お
ひ
た
ゝ
し
く
大
地
ふ
る
ひ
う
こ
く
事
侍
り
き
。
（

149
～

150
行
）　
《
ヲ
ホ
ナ
ヰ
フ
ル
・
大
な
ひ
ふ
る
》

　
　

大
地
ふ
る
ひ
さ
け
て
〔
大
地
ふ
る
い
さ
け
て
〕
（

173
行
）　
《
ヲ
オ
ホ
ナ
ヰ
フ
リ
テ
・
大
な
ひ
ふ
り
て
・
大
地
震
ふ
り
て
》
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Ｄ
心
を
な
く
さ
む
事
は
是
同
し
。
（

259
行
）　
《
ナ
ク
サ
ム
ル
》　

＊
学
習
院
大
学
本
は
、
「
心
を
」
で
な
く
「
心
の
」
。

　
　

勝
地
は
あ
る
し
な
け
れ
は
、
心
を
な
く
さ
む
に
さ
は
り
な
し
。
（

263
～

264
行
）　
《
ナ
ク
サ
ム
ル
》

　

Ｅ
た
ゝ
、
我
身
を
奴
婢
と
せ
ん
に
は
し
か
す
。
（

305
行
）　
《
ス
ル
・
な
す
》

　
　

い
か
ゝ
我
身
を
奴
婢
と
せ
ん
と
な
ら
は
（

305
～

306
行
）　
《
ス
ル
》

　

や
は
り
い
ず
れ
も
、
伝
友
閑
筆
本
を
含
め
た
古
本
系
統
・
流
布
本
系
統
計
十
八
本
の
う
ち
、
伝
友
閑
筆
本
と
学
習
院
大
学
本
の
み
に
共

通
し
て
見
ら
れ
る
本
文
。
こ
れ
ら
Ａ
～
Ｅ
で
は
、
複
数
箇
所
に
お
い
て
、
両
本
が
同
じ
よ
う
に
、
両
本
特
有
の
本
文
を
載
せ
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
例
で
は
、
偶
然
の
一
致
と
い
う
可
能
性
が
低
く
な
っ
て
、
両
本
の
近
さ
を
一
層
強
く
感
じ
さ
せ
よ
う
。
ほ
ぼ
一
貫
し
て
サ
変
動

詞
「
死
す
」
を
使
用
す
る
傾
向
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
Ａ
や
、
他
本
と
は
本
文
が
か
な
り
異
な
る
Ｃ
な
ど
、
特
に
目
を
引
こ
う
。
な
お
、

「
死
す
」
は
、
学
習
院
大
学
本
と
の
共
通
異
文
で
は
な
い
の
で
右
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
右
以
外
に
も
、
伝
友
閑
筆
本
に
「
死
す
る
人
」

（
13
行
）
「
死
す
る
者
」
（
39
行
）
「
倒
れ
死
す
」
（

117
～

118
行
）
「
う
へ
死
す
る
た
く
ひ
」
（

118
行
）
「
死
す
」
（

132
行
）
と
見
え
る
。

　

ａ
又
、
同
年
の
み
な
月
の
比
、
俄
に
都
移
り
と
侍
き
。
（
60
行
）　
《
×
》

　

ｂ
其
時
、
み
つ
か
ら
こ
と
の
便
り
有
て
、
摂
津
国
、
今
の
京
に
い
た
れ
り
。
（
74
～
75
行
）　
《
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
・
自
ラ
》

　

ｃ
な
へ
て
の
ほ
る
物
な
け
れ
は
、
さ
の
み
や
は
み
さ
ほ
も
作
り
あ
へ
む
。
（

106
～

107
行
）　
《
タ
ヘ
テ
・
絶
て
》

　

ｄ
よ
は
ひ
は
中
〳
〵
に
〔
中
々
に
〕
た
か
く
、
栖
は
折
〳
〵
に
せ
は
し
。
（

215
行
）　
《
歳
〳
〵
ニ
・
年
々
に
・
年
〳
〵
》

　

ｅ
夫
、
三
界
は
唯
心
の
一
な
り
。
（

327
行
）　
《
心
ヒ
ト
ツ
・
心
一
つ
・
心
一
・
一
心
》

　

ａ
～
ｅ
い
ず
れ
も
、
本
文
と
し
て
不
自
然
で
あ
っ
た
り
、
誤
り
と
見
受
け
ら
れ
た
り
す
る
事
例
。
例
え
ば
ｅ
は
、
『
華
厳
経
』
に
拠
る
も

の
だ
が
、
少
な
く
と
も
通
常
と
は
異
な
る
読
み
あ
る
い
は
理
解
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
、
十
八
本
の
う
ち
伝
友
閑
筆
本
と
学
習
院
大
学
本

に
の
み
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
も
ま
た
、
両
本
の
近
さ
を
一
層
強
く
感
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
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冒
頭
に
引
用
し
た
「
略
目
録
稿
」
に
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
伝
友
閑
筆
本
は
、
内
題
「
方
丈
記
」
の
下
に
「
鴨
長
明
述
」
と
記
し
て
い

る
が
、
学
習
院
大
学
本
も
同
じ
く
、
本
文
冒
頭
に
「
方
丈
記
鴨
長
明
述
」
と
記
し
て
い
る
。
「
鴨
長
明
方
丈
記
」
「
長
明
方
丈
記
」
と
い
う

外
題
あ
る
い
は
内
題
を
有
す
る
事
例
は
多
い
が
、
「
鴨
長
明
述
」
と
冒
頭
に
記
載
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
の
で
は
な
い
か
。
右
に
具

体
例
を
挙
げ
て
確
認
し
て
き
た
よ
う
な
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
で
特
異
な
本
文
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
、
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
、
両
本
の
近
い
関
係
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

鈴
木
知
太
郎
「
方
丈
記
諸
本
解
説
」
は
、
古
本
系
統
の
伝
本
を
三
類
に
分
類
し
て
い
る
が
、
「
系
統
中
に
お
い
て
は
、
他
の
い
ず
れ
の
諸

本
と
も
も
っ
と
も
多
く
の
差
異
を
存
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
学
習
院
大
学
本
一
本
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
「
第
三
類
本
」
と
し
て

い
る
。
同
本
の
そ
ん
な
孤
立
的
な
位
置
付
け
は
、
以
降
も
同
類
の
本
文
を
有
す
る
伝
本
に
つ
い
て
の
報
告
な
く
、
今
も
な
お
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
全
て
で
は
な
い
も
の
の
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
、
学
習
院
大
学
本
に
見
ら
れ
る
特
異
な

本
文
を
共
通
し
て
有
す
る
伝
友
閑
筆
本
の
存
在
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
学
習
院
大
学
本
が
、
右
の
鈴
木

解
説
に
「
そ
の
書
写
は
、
ま
ず
江
戸
中
期
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
神
田
邦
彦
「
先
行
研
究
に
見
る
『
方

丈
記
』
の
諸
本
と
そ
の
影
印
・
翻
刻
・
解
題
一
覧
（
稿
）
」
（
『
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
「
方
丈
記
」
８
０
０
年
記
念
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、

平
24
）
に
「
江
戸
後
期
写
」
と
記
さ
れ
る
伝
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
伝
友
閑
筆
本
は
、
前
節
に
検
討
し
た
通
り
友
閑
真
筆
本
だ
と
す
れ

ば
、
十
七
世
紀
半
ば
前
後
の
こ
ろ
の
写
本
で
あ
る
。
学
習
院
大
学
本
に
見
ら
れ
る
特
異
な
本
文
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
が
、
遡
っ
て
そ
の

こ
ろ
に
は
発
生
し
て
い
た
、
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
先
述
通
り
友
閑
が
松
花
堂
に
あ
っ
た
『
方
丈
記
』

を
書
写
し
た
可
能
性
が
低
く
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
本
文
は
、
も
と
も
と
そ
ち
ら
の
松
花
堂
所
在
の
『
方
丈
記
』
に
存
す
る
も
の

で
あ
っ
た
可
能
性
も
低
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

学
習
院
大
学
本
が
、
「
決
し
て
よ
い
本
文
と
は
言
へ
な
い
」
（
先
引
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
）
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
異
な
本
文
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の
中
に
は
、
誤
写
や
脱
文
の
類
を
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
こ
と
、
後
掲
の
【
校
異
】
や
【
対
照
一
覧
】
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
が
、
右
の
鈴
木
解
説
は
、
同
本
に
つ
い
て
、「
も
と
古
本
系
統
か
ら
出
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
伝
来
の
途
次
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
誤
写
、

意
改
、
ま
た
は
他
本
に
よ
る
校
合
本
文
、
な
い
し
は
傍
注
の
混
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
諸
種
の
要
素
を
含
む
に
至
り
、
次
第
に
本
文
の
不
純

化
を
招
い
て
、
つ
い
に
今
日
に
見
る
よ
う
な
文
章
を
形
成
す
る
に
た
ち
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
先

に
確
認
し
て
き
た
通
り
、
そ
の
学
習
院
大
学
本
と
特
異
な
本
文
を
か
な
り
の
程
度
共
有
し
て
い
て
、
同
本
と
近
い
関
係
を
有
す
る
と
見
ら

れ
る
伝
友
閑
筆
本
は
、
直
接
で
は
な
い
に
し
て
も
、
学
習
院
大
学
本
に
お
け
る
「
本
文
の
不
純
化
」
に
ど
こ
か
の
段
階
で
か
な
り
濃
厚
に

関
与
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
伝
友
閑
筆
本
に
見
ら
れ
る
特
異
な
本
文
が
、
ど
こ
か
の
段
階
で
学
習
院
大
学
本
へ
と
流
れ
込
ん

で
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
友
閑
筆
本
が
、
松
花
堂
に
あ
っ
た
昭
乗
所
持
あ
る
い
は
昭
乗
筆
の
『
方
丈
記
』
を
、

ま
さ
に
親
本
と
し
て
友
閑
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
ん
な
風
に
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

│
不
純
度
を
深
化
さ
せ

な
が
ら
学
習
院
大
学
本
と
し
て
結
実
を
見
た
極
度
の
不
純
本
文
は
、
松
花
堂
に
あ
っ
た
と
覚
し
い
『
方
丈
記
』
の
中
に
早
く
も
、
そ
の
片

鱗
を
見
せ
て
い
た
。

　

以
上
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
近
代
に
お
け
る
伝
来
の
一
場
面
を
摘
出
し
た
う

え
で
、
奥
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
な
か
で
藤
田
友
閑
真
筆
本
で
あ
る
可
能
性
を
探
り
、
最
後
に
、
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
学
習

院
大
学
本
と
の
関
係
に
絞
っ
て
検
討
を
加
え
て
お
い
た
。
結
果
、
不
純
を
極
め
た
本
文
が
生
成
し
て
い
く
過
程
の
、
興
味
深
い
一
局
面
が

浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

小
稿
は
、
令
和
二
年
度
前
期
の
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
授
業
「
中
世
文
学
演
習
Ⅰ
」
に
お
い
て
、
担
当
者
の
中
前
と
受
講
生
の
梶

山
が
共
同
で
行
っ
た
検
討
の
結
果
を
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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（
1
） 

大
濱
徹
也
・
熊
倉
功
夫
・
筒
井
紘
一
校
訂
『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
七
（
思
文
閣
出
版
、
平
2
）
に
拠
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
字
体

に
改
め
た
。
以
下
の
諸
文
献
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
。
さ
ら
に
句
読
点
を
加
え
る
な
ど
し
た
場
合
も
あ
る
。

（
2
） 『
東
茶
会
記
』
第
七
輯
下
巻
（
慶
文
堂
書
店
、
大
9
）
66
頁
。

（
3
） 

山
口
恭
子
「
慶
安
二
年
刊
巻
子
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
つ
い
て

│
松
花
堂
昭
乗
筆
本
の
開
版
を
め
ぐ
っ
て

│
」
（
『
日
本
文
学
誌
要
』
91
、
平
27
）
。

（
4
） 『
國
華
』

917
（
昭
43
）
収
載
影
印
お
よ
び
解
説
（
吉
澤
忠
）
。
ま
た
、
簗
瀬
一
雄
『
古
典
を
読
む　

方
丈
記
』
（
大
修
館
書
店
、
昭
56
）
「
長
明
の
画
像
」

参
照
。
な
お
、
昭
乗
筆
の
長
明
肖
像
画
を
祐
為
が
写
し
た
も
の
が
、
下
鴨
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

例
え
ば
、
近
衛
前
久
（
龍
山
）
か
ら
昭
乗
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
門
弟
の
乗
淳
・
友
閑
へ
と
伝
襲
さ
れ
た
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
の

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
新
藤
協
三
「
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
の
諸
形
態
」
（
『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』
新
典
社
、
平
16
）
参
照
。
同

様
に
昭
乗
所
持
あ
る
い
は
昭
乗
筆
の
『
方
丈
記
』
が
友
閑
の
手
に
渡
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
友
閑
が
書
写
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
か
な
り

強
く
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

（
6
） 

令
和
二
年
度
前
期
に
お
け
る
国
文
学
科
二
回
生
対
象
の
授
業
「
基
礎
演
習
Ａ
」
で
の
検
討
の
結
果
で
あ
る
。
句
読
点
・
振
り
仮
名
・
濁
点
の
有
無
、

漢
字
の
宛
て
方
、
仮
名
遣
い
の
あ
り
方
、
送
り
仮
名
の
送
り
方
に
つ
い
て
の
相
違
、
お
よ
び
漢
字
と
仮
名
の
相
違
、
そ
れ
ら
を
除
い
て
、
⑥
『
無
名

抄
』
合
綴
江
戸
前
記
写
本
と
正
保
版
本
と
の
間
で
相
違
す
る
本
文
は
、
次
の
十
二
例
の
み
。
い
ず
れ
も
微
細
な
相
違
で
あ
る
。
番
号
は
『
広
本
略
本

方
丈
記
総
索
引
』
の
行
数
、
そ
の
下
が
正
保
版
本
の
本
文
、
（　

）
内
が
対
応
す
る
⑥
の
本
文
。

 

　

3
世
中
（
世
の
中
）　

8
な
る
（
な
り
）　

25
か
り
屋
（
屋
）　

29
光
に
（
光
は
）　

49
ふ
き
板
の
類
ひ
（
ふ
き
板
類
ひ
）　

 

　

111
あ
ま
さ
へ
（
あ
ま
つ
さ
へ
）　

149
況
や
（
況
は
）　

157
し
ば
〳
〵
（
し
ば
し
）　

165
に
ご
り
も
（
に
ご
り
）　

191
及
ば
ず
（
及
）　

 

　

210
外
に
（
外
へ
）　

259
草
む
ら
（
□
草
む
ら
）　

＊
□
判
読
不
能

（
7
） 

福
田
安
典
「
神
の
国
の
ほ
と
り
の
方
丈

│
『
方
丈
記
』
異
本

│
」
（
『
近
世
文
藝
』

110
、
令
1
）
。
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【
影
印
】
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本　

第
一
丁
表
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【
翻
刻
】
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

・
基
本
的
に
通
行
字
体
に
改
め
る
と
と
も
に
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

・
行
送
り
は
元
の
ま
ま
と
し
、
行
番
号
を
五
行
ご
と
に
行
頭
に
付
し
た
。
ま
た
、
半
丁
ご
と
に
、
そ
の
末
尾
を 

」
1
オ
な
ど
と
示
し
た
。

　
　
　

方
丈
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明
述

　
　
　
　

　
　
　

行
河
の
な
か
れ
は
た
え
す
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
は
あ
ら
す
。

　
　
　

よ
と
み
に
う
か
ふ
う
た
か
た
は
、
か
つ
き
え
か
つ
む
す
ひ
て
、
久
し
く

５　
　

と
ゝ
ま
る
事
な
し
。
世
中
に
あ
る
人
と
栖
と
、
又
か
く
の
こ
と
し
。

　
　
　

玉
し
き
の
都
の
う
ち
に
、
棟
を
な
ら
へ
い
ら
か
を
あ
ら
そ
へ
る
、

　
　
　

た
か
き
い
や
し
き
人
の
栖
は
、
代
々
を
経
て
つ
き
せ
ぬ
も
の

　
　
　

な
れ
と
、
是
を
誠
か
と
尋
ぬ
れ
は
、
昔
あ
り
し
家
は
稀

　
　
　

な
り
。
或
は
こ
そ
や
け
て
こ
と
し
作
り
、
或
は
大
家
ほ
ろ
ひ
て

10　
　

小
家
と
な
る
。
す
む
人
も
是
に
同
し
。
所
も
か
は
ら
す
、
人
も

　
　
　

多
か
れ
と
、
い
に
し
へ
見
し
人
は
、
二
三
十
人
か
中
に
、
わ
つ
か
に 

」
1
オ

　
　
　

ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
。
朝
に
死
し
夕
に
生
る
ゝ
な
ら
ひ
、
只

　
　
　

水
の
泡
に
そ
似
た
り
け
る
。
し
ら
す
、
生
れ
死
す
る
人
、
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い
つ
か
た
よ
り
来
り
て
い
つ
か
た
へ
か
さ
る
。
又
〻すし

らら

す
、
か
り
の 

14
見
せ
消
ち
＝
本
文
と
別
筆
。

15　
　

や
と
り
、
誰
か
た
め
に
心
を
な
や
ま
し
、
何
に
よ
り
て
か
目
を

　
　
　

よ
ろ
こ
は
し
む
る
。
其
あ
る
し
と
栖
と
無
常
を
あ
ら
そ
へ
る

　
　
　

さ
ま
、
い
は
ゝ
朝
か
ほ
の
露
に
こ
と
な
ら
す
。
或
は
露
落
て
、
花

　
　
　

残
れ
り
。
残
る
と
い
へ
と
も
、
朝
の
日
に
か
れ
ぬ
。
或
は
花
は
し
ほ

　
　
　

み
て
、
露
猶
き
え
す
。
き
え
す
と
い
へ
と
も
、
夕
を
待
事
な
し
。

20　
　

凡
、
物
の
心
を
し
れ
り
し
よ
り
、
四
十
余
の
春
秋
を
送
れ
る
間
に
、

　
　
　

世
の
ふ
し
き
を
見
る
事
、
や
ゝ
度
〳
〵
に
な
り
ぬ
。

　
　

○
去
安
元
三
年
四
月
廿
八
日
か
と
よ
、
風
は
け
し
う
吹
て
し
つ
か
な 

」
1
ウ

　
　
　

ら
さ
り
し
夜
、
戌
の
時
は
か
り
に
、
都
の
巽
よ
り
火
出
来
り
て

　
　
　

乾
に
い
た
る
。
は
て
に
は
、
朱
雀
門
、
大
極
殿
、
大
学
寮
、
民
部
省

25　
　

ま
て
う
つ
り
て
、
一
夜
の
ほ
と
に
塵
灰
と
な
り
に
き
。
火
も
と
は

　
　
　

樋
口
富
小
路
と
か
や
。
病
人
を
や
と
せ
る
か
り
屋
よ
り
出
来
り
け
る

　
　
　

と
な
ん
。
吹
ま
よ
ふ
風
に
と
か
く
う
つ
り
行
程
に
、
扇
を

　
　
　

ひ
ろ
け
た
る
こ
と
く
に
末
ひ
ろ
こ
り
に
な
り
ぬ
。
遠
き
家
は

　
　
　

煙
に
む
せ
ひ
、
近
き
あ
た
り
は
ひ
た
す
ら
ほ
の
ほ
、
地
に
吹
つ
け

30　
　

た
り
。
空
に
は
灰
を
吹
た
て
た
れ
は
、
火
の
光
に
ゑ
い
し
て

　
　
　

あ
ま
ね
く
く
れ
な
ゐ
な
る
中
に
、
風
に
た
え
す
吹
き
ら
れ
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た
る
ほ
の
ほ
、
と
ふ
か
こ
と
く
に
し
て
、
一
二
町
を
越
つ
ゝ
移
行
。

　
　
　

其
中
の
人
、
う
つ
し
心
な
ら
ん
や
。
或
は
煙
に
む
せ
ひ
て
た
ふ
れ 

」
2
オ

　
　
　

ふ
し
、
或
は
ほ
の
ほ
に
ま
く
れ
て
た
ち
ま
ち
に
死
す
。
あ
る
ひ
は

35　
　

又
、
わ
つ
か
に
身
ひ
と
つ
か
ら
う
し
て
の
か
る
ゝ
と
い
へ
と
も
、
資
財

　
　
　

を
取
出
る
に
及
は
す
。
七
珍
万
宝
さ
な
か
ら
灰
燼
と
な
り

　
　
　

に
き
。
其
つ
ゐ
ゑ
、
い
く
そ
は
く
そ
。
此
度
、
公
家
の
家
十
六
や
け

　
　
　

た
り
。
ま
し
て
、
其
外
は
か
そ
ふ
る
に
及
は
す
。
都
の
中
す
へ
て

　
　
　

三
分
か
一
に
及
へ
り
と
そ
。
男
女
死
す
る
者
数
千
人
、
牛
馬
の

40　
　

た
く
ひ
辺
際
を
し
ら
す
。
人
の
い
と
な
み
皆
を
ろ
か
な
る

　
　
　

中
に
も
、
さ
し
も
あ
や
う
き
京
中
の
家
を
作
る
と
て
、
財
を

　
　
　

つ
い
や
し
、
心
を
な
や
ま
す
事
は
、
す
く
れ
て
あ
ち
き
な
く
侍
し
。

　
　

○
又
、
治
承
四
年
卯
月
廿
九
日
、
中
御
門
京
極
の
程
よ
り
大
な
る

　
　
　

辻
風
お
こ
り
て
、
六
条
あ
た
り
ま
て
い
か
め
し
う
ふ
け
る
事 

」
2
ウ

45　
　

侍
り
き
。
三
四
町
を
か
け
て
吹
ま
く
る
間
に
、
其
中
に
籠
れ
る

　
　
　

家
と
も
、
大
き
な
る
も
す
こ
し
き
も
、
一
と
し
て
破
れ
さ
る
は
な
し
。

　
　
　

さ
な
か
ら
た
い
ら
に
た
ふ
れ
た
る
も
あ
り
、
け
た
柱
は
か
り
残
れ

　
　
　

る
も
あ
り
。
又
、
門
の
上
を
吹
は
な
ち
て
四
五
町
か
程
に
を
き
、
ま
た
、

　
　
　

垣
を
吹
は
ら
ひ
て
隣
と
ひ
と
つ
に
な
せ
り
。
い
は
ん
や
、
家
の
中
の
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50　
　

資
財
は
、
数
を
つ
く
し
て
空
に
あ
か
り
、
ひ
は
た
ふ
き
板
の
た
く
ひ

　
　
　

は
、
冬
の
木
の
葉
の
風
に
み
た
る
ゝ
か
こ
と
し
。
塵
を
煙
の
こ
と
く

　
　
　

吹
た
て
け
れ
は
、
す
へ
て
目
も
見
え
す
。
お
ひ
た
ゝ
し
く
な
り

　
　
　

と
よ
む
を
と
に
、
物
い
ふ
声
も
聞
へ
す
。
か
の
地
獄
の
業
風
な
り
と
も
、

　
　
　

か
計
に
こ
そ
と
そ
覚
え
け
る
。
家
の
損
亡
す
る
の
み
に
あ
ら
す
、

55　
　

是
を
と
り
つ
く
ろ
ふ
間
に
、
身
を
そ
こ
な
ひ
、
か
た
わ
を
つ
く 

」
3
オ

　
　
　

人
は
、
数
を
し
ら
す
。
此
風
の
ひ
つ
し
さ
る
の
か
た
に
う
つ
り
行
て
、

　
　
　

お
ほ
く
の
人
の
歎
と
な
れ
り
。
辻
風
は
常
に
ふ
く
も
の
な
れ
と
、

　
　
　

か
ゝ
る
事
や
は
あ
る
。
た
ゝ
事
に
あ
ら
す
、
さ
る
へ
き
物
の
さ
と
し

　
　
　

に
や
と
そ
、
う
た
か
ひ
侍
し
。

60　

○
又
、
同
年
の
み
な
月
の
比
、
俄
に
都
移
り
と
侍
き
。
い
と
思
ひ
の

　
　
　

外
な
り
し
事
也
。
大
か
た
、
此
京
の
始
を
聞
は
、
桓
武
天
皇
の
御
時
、

　
　
　

都
と
さ
た
ま
り
し
よ
り
後
、
既
に
数
百
歳
を
経
た
り
。
こ
と

　
　
　

な
る
故
な
く
し
て
、
た
や
す
く
あ
ら
た
ま
る
へ
く
も
あ
ら
ね
は
、
是
を

　
　
　

世
の
人
た
や
す
か
ら
す
う
れ
う
る
さ
ま
、
こ
と
は
り
に
も
過
た
り
。

65　
　

さ
れ
と
も
、
と
か
く
い
ふ
か
ひ
な
く
て
、
み
か
と
よ
り
初
め
奉
り
て
、
大
臣
、

　
　
　

公
卿
、
皆
こ
と
〳
〵
く
移
り
給
ひ
ぬ
。
世
に
つ
か
ふ
る
程
の
人
、
誰
か
は 

」
3
ウ

　
　
　

ひ
と
り
故
郷
に
残
り
お
ら
ん
。
官
位
に
も
思
ひ
を
か
け
、
主
君
の
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か
け
を
も
頼
む
ほ
と
の
人
は
、
一
日
成
と
も
と
く
う
つ
ら
ん
と
は
け

　
　
　

ま
し
あ
へ
り
。
時
を
う
し
な
ひ
、
世
に
あ
ま
さ
れ
て
、
期
す
る
所
な

70　
　

き
者
は
、
う
れ
い
な
か
ら
も
と
ゝ
ま
り
居
。
軒
を
あ
ら
そ
ひ
し
人
の

　
　
　

栖
か
、
日
を
経
つ
ゝ
あ
れ
ゆ
き
、
家
は
こ
ほ
た
れ
て
淀
川
に
う
か
ひ
、

　
　
　

地
は
目
前
に
畠
と
な
る
。
人
の
心
皆
あ
ら
た
ま
り
て
、
只
、
馬
鞍

　
　
　

を
の
み
お
も
く
し
て
、
牛
車
を
用
る
人
な
し
。
西
南
海
の
所
領
を
願

　
　
　

ひ
、
東
北
国
の
庄
園
を
は
好
ま
す
。
其
時
、
み
つ
か
ら
こ
と
の
便
り
有

75　
　

て
、
摂
津
国
、
今
の
京
に
い
た
れ
り
。
所
の
有
様
を
み
る
に
、
其
地
、

　
　
　

程
せ
は
く
し
て
条
里
を
わ
る
に
た
ら
す
。
北
は
山
に
傍
て
高
く
、

　
　
　

南
は
海
に
近
く
し
て
く
た
れ
り
。
浪
の
音
つ
ね
に
か
し
か
ま
し
く 

」
4
オ

　
　
　

し
て
、
し
ほ
風
殊
に
は
け
し
。
内
裏
は
山
の
中
な
れ
は
、
か
の
木
の
丸
殿

　
　
　

も
か
く
や
と
、
中
〳
〵
や
う
か
は
り
て
、
優
な
る
方
も
侍
り
き
。
日

80　
　

毎
に
こ
ほ
ち
て
、
河
も
せ
き
あ
へ
す
は
こ
ひ
く
た
す
家
、
い
つ
こ
に

　
　
　

作
れ
る
に
か
あ
ら
ん
。
猶
空
し
き
地
は
お
ほ
く
、
作
る
屋
は
す
く

　
　
　

な
し
。
故
郷
は
す
て
に
あ
れ
て
、
新
都
は
い
ま
た
な
ら
す
。
あ
り

　
　
　

と
し
あ
る
も
の
、
皆
う
き
雲
の
お
も
ひ
を
な
せ
り
。
も
と
よ
り
此

　
　
　

所
に
お
る
者
は
、
地
を
う
し
な
ひ
て
う
れ
へ
、
今
移
り
住
人
は
、
土
木
の

85　
　

わ
つ
ら
ひ
あ
る
事
を
な
け
く
。
道
の
ほ
と
り
を
み
れ
は
、
車
に
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の
る
へ
き
は
馬
に
の
り
、
衣
冠
布
衣
な
る
へ
き
人
は
お
ほ
く
ひ
た

　
　
　

た
れ
を
き
た
り
。
都
の
て
ふ
り
た
ち
ま
ち
に
あ
ら
た
ま
り
て
、

　
　
　

只
、
ひ
な
ひ
た
る
も
の
ゝ
ふ
に
異
な
ら
す
。
是
は
世
の
み
た
る
ゝ 

」
4
ウ

　
　
　

瑞
相
と
か
聞
を
け
る
も
し
る
く
、
日
を
経
つ
ゝ
世
中
の
う
き
た
ち
て
、
人
の

90　
　

心
も
お
さ
ま
ら
す
。
民
の
う
れ
へ
つ
ゐ
に
空
し
か
ら
さ
れ
は
、
同
き
年

　
　
　

の
冬
十
一
月
廿
六
日
に
帰
り
給
ひ
に
き
。
さ
れ
と
も
、
こ
ほ
ち
わ
た
せ

　
　
　

り
し
家
と
も
は
、
い
か
に
成
に
け
る
に
か
、
こ
と
〳
〵
く
も
と
の
や
う
に
も
つ
く

　
　
　

ら
す
。
つ
た
へ
き
く
に
、
い
に
し
へ
の
か
し
ここ

き
御
代
に
は
、
あ
は
れ
み
を 

93
ここ

＝
本
文
が
読
み
に
く
い

　
　
　

も
て
国
を
治
め
給
ふ
。
則
、
御
殿
に
か
や
を
ふ
き
て
、
の
き
を
た
も 

　
　
　

た
め
傍
記
し
た
も
の
。

95　
　

と
ゝ
の
へ
す
、
煙
の
と
も
し
き
を
見
給
ふ
時
は
、
か
き
り
あ
る
御
調
物 

　
　
　

本
文
と
別
筆
か
。

　
　
　

を
さ
へ
ゆ
る
さ
れ
き
。
是
、
民
を
め
く
み
、
世
を
た
す
け
給
ふ
に
よ
り
て

　
　
　

な
り
。
今
の
世
の
あ
り
様
、
昔
に
な
そ
ら
へ
て
知
ぬ
へ
し
。

　
　

○
又
、
養
和
の
比
か
と
よ
、
久
し
く
成
て
た
し
か
に
も
お
ほ
え
す
。
二
と
せ
の
間
、

　
　
　

飢
餲
し
て
浅
ま
し
き
事
侍
り
き
。
或
は
春
夏
の
日
て
り
、
或
は 

」
5
オ

100　
　

秋
冬
の
大
風
、
大
水
な
と
、
よ
か
ら
ぬ
事
と
も
打
つ
ゝ
き
て
、
五
穀
こ
と

　
　
　

〳
〵
く
み
の
ら
す
。
む
な
し
く
春
た
か
へ
し
、
夏
う
ふ
る
い
と
な
み
の
み

　
　
　

あ
り
て
、
秋
か
り
、
冬
納
む
る
そ
め
き
は
な
し
。
是
に
よ
り
て
、
国
々

　
　
　

の
民
、
或
は
地
を
捨
て
境
を
出
、
或
は
家
を
忘
れ
て
山
に
す
む
。
様



96

　
　
　

〳
〵
の
御
祈
り
は
し
ま
り
、
な
へ
て
な
ら
ぬ
法
と
も
お
こ
な

105　
　

は
る
れ
と
も
、
さ
ら
に
其
し
る
し
な
し
。
京
の
な
ら
ひ
、
な
に
は
に

　
　
　

つ
け
て
も
、
み
な
も
と
は
田
舎
を
こ
そ
頼
め
る
に
、
な
へ
て
の
ほ
る

　
　
　

物
な
け
れ
は
、
さ
の
み
や
は
み
さ
ほ
も
作
り
あ
へ
む
。
念
し
わ
ひ
つ
ゝ
、

　
　
　

さ
ま
〳
〵
の
財
物
か
た
は
し
よ
り
す
つ
る
か
こ
と
く
す
れ
と
も
、

　
　
　

さ
ら
に
目
見
た
つ
る
人
も
な
し
。
た
ま
〳
〵
か
は
る
物
は
、
金
を
軽

110　
　

く
し
、
粟
を
お
も
く
す
。
乞
食
、
道
の
ほ
と
り
に
多
く
、
う
れ
へ 

」
5
ウ

　
　
　

か
な
し
む
声
耳
に
み
て
り
。
先
の
年
、
か
く
の
こ
と
し
。
か
ら
う
し
て
暮

　
　
　

ぬ
。
明
る
年
は
、
た
ち
な
を
る
へ
き
か
と
お
も
ふ
に
、
あ
ま
つ
さ
へ
疫
癘
う

　
　
　

ち
そ
ひ
て
、
ま
さ
る
さ
ま
に
あ
と
か
た
な
し
。
世
の
人
皆
や
み
死
に

　
　
　

け
れ
は
、
日
を
経
つ
ゝ
き
は
ま
り
ゆ
く
さ
ま
、
小
水
の
魚
の
た
と
へ
に

115　
　

か
な
へ
り
。
は
て
に
は
笠
う
ち
き
、
あ
し
ひ
き
つ
ゝ
み
て
、
よ
ろ

　
　
　

し
き
姿
し
た
る
も
の
、
ひ
た
す
ら
家
こ
と
に
こ
ひ
あ
り
く
。
か
く

　
　
　

わ
ひ
し
れ
た
る
も
の
と
も
、
あ
り
く
か
と
み
れ
は
、
す
な
は
ち
倒
れ

　
　
　

死
す
。
つ
い
ひ
ち
の
つ
ら
、
道
の
ほ
と
り
に
、
う
へ
死
す
る
た
く
ひ
は
、

　
　
　

数
も
し
ら
す
。
と
り
捨
る
わ
さ
も
な
け
れ
は
、
く
さ
き
香
世
界
に

120　
　

み
ち
〳
〵
て
、
か
は
り
ゆ
く
か
た
ち
あ
り
さ
ま
、
目
も
あ
て
ら
れ
す
。

　
　
　

河
原
な
と
に
は
、
馬
車
の
往
か
ふ
道
た
に
も
な
し
。
あ
や
し
き 

」
6
オ
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賤
山
賤
も
力
つ
き
て
、
薪
に
さ
へ
と
も
し
く
成
行
は
、
頼
む

　
　
　

か
た
な
き
人
は
、
み
つ
か
ら
家
を
こ
ほ
ち
て
市
に
出
て
売
に
、

　
　
　

一
人
か
持
た
る
あ
た
ひ
、
猶
一
日
の
命
を
さ
さ
ふ
る
た
に
も
及
は

125　
　

す
と
そ
。
爰
に
あ
や
し
き
事
は
、
か
ゝ
る
薪
の
中
に
、
丹
つ
き
、

　
　
　

白
銀
、
金
の
は
く
所
〳
〵
に
つ
き
て
見
ゆ
る
木
の
わ
れ
、
あ
ひ

　
　
　

ま
し
れ
り
。
是
を
尋
れ
は
、
せ
ん
か
た
な
き
も
の
、
古
寺
に
至

　
　
　

り
て
、
仏
を
ぬ
す
み
堂
の
も
の
ゝ
具
を
破
り
取
て
、
わ
り
く
た
け
る

　
　
　

な
り
け
り
。
濁
悪
の
世
に
し
も
生
れ
あ
ひ
て
、
か
ゝ
る
心
う
き

130　
　

わ
さ
を
な
ん
見
侍
し
。
又
、
い
と
哀
な
る
事
侍
り
き
。
去
か
た
き

　
　
　

妻
夫
な
と
持
た
る
も
の
は
、
其
こ
ゝ
ろ
さ
し
ま
さ
り
て
ふ
か
き
は
、

　
　
　

か
な
ら
す
先
立
て
死
す
。
其
故
は
、
我
身
を
次
に
し
て
、
男
に
も 

」
6
ウ

　
　
　

あ
れ
女
に
も
あ
れ
、
い
た
は
し
く
思
ふ
か
た
に
、
た
ま
〳
〵
乞
得
た
る
物

　
　
　

を
も
ま
つ
か
れ
に
ゆ
つ
る
に
よ
り
て
也
。
さ
れ
は
、
親
子
あ
る
者
は
、
さ
た
ま

135　
　

れ
る
事
に
て
、
親
そ
さ
き
た
ち
て
死
に
け
る
。
父
母
か
命
尽
て

　
　
　

ふ
せ
る
を
も
し
ら
す
し
て
、
い
と
け
な
き
子
か
、
猶
其
ち
ふ
さ
を
す
い

　
　
　

つ
ゝ
ふ
せ
る
な
と
も
あ
り
け
り
。
仁
和
寺
に
隆
暁
法
印
と
い
ふ
人
、

　
　
　

か
く
し
つ
ゝ
数
も
し
ら
す
死
す
る
事
を
悲
し
み
て
、
聖
を
あ

　
　
　

ま
た
か
た
ら
ひ
つ
ゝ
、
其
か
う
へ
の
見
ゆ
る
こ
と
に
、
阿
字
を
書
て
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140　
　

縁
を
結
は
し
む
る
わ
さ
を
な
ん
せ
ら
れ
け
る
に
、
其
人
数
を
し
ら
ん

　
　
　

と
て
、
四
五
両
月
か
程
か
そ
へ
た
り
け
れ
は
、
京
の
中
、
一
条
よ
り

　
　
　

南
、
九
条
よ
り
北
、
京
極
よ
り
西
、
朱
雀
よ
り
東
ま
て
、
道
の
ほ
と
り

　
　
　

な
る
か
う
へ
、
す
へ
て
四
万
二
千
三
百
余
な
ん
有
け
る
。
い
は
ん
や
、 

」
7
オ

　
　
　

其
前
後
に
死
す
る
者
多
く
、
河
原
、
白
河
、
西
の
京
、
も
ろ
〳
〵
の

145　
　

辺
地
な
と
を
加
て
い
は
ゝ
、
際
限
も
有
へ
か
ら
す
。
い
か
に
い
は
ん
や
、
七
道

　
　
　

諸
国
を
や
。
ち
か
く
は
崇
徳
院
御
位
の
と
き
、
長
承
の
比
か
と
よ
、

　
　
　

か
ゝ
る
た
め
し
は
有
け
る
と
き
け
と
も
、
其
世
の
あ
り
さ
ま
は

　
　
　

し
ら
す
。
ま
の
あ
た
り
、
い
と
め
つ
ら
か
に
か
な
し
か
り
し
事
也
。

　
　

○
又
、
元
暦
二
年
七
月
九
日
、
お
ひ
た
ゝ
し
く
大
地
ふ
る
ひ
う
こ
く
事

150　
　

侍
り
き
。
其
さ
ま
、
よ
の
つ
ね
な
ら
す
。
山
は
く
つ
れ
て
河
を
う
つ
み
、

　
　
　

海
は
か
た
ふ
き
て
陸
を
ひ
た
せ
り
。
土
さ
け
て
水
わ
き
あ
か
り
、
い
は
を

　
　
　

わ
れ
て
谷
に
ま
ろ
ひ
入
。
渚
こ
く
船
は
浪
に
た
ゝ
よ
ひ
、
道
行
駒
は

　
　
　

足
の
た
て
と
を
ま
と
は
せ
り
。
い
は
ん
や
、
都
の
あ
た
り
に
は
、

　
　
　

在
々
所
々
に
堂
舍
塔
廟
一
と
し
て
全
か
ら
す
。
或
は
く
つ
れ
、
或
は 

」
7
ウ

155　
　

た
ふ
れ
た
る
間
、
塵
灰
立
の
ほ
り
て
さ
か
り
な
る
煙
の
こ
と
し
。

　
　
　

地
の
ふ
る
ひ
、
家
の
破
る
ゝ
音
、
い
か
つ
ち
に
こ
と
な
ら
す
。
家
の
内
に
居
れ
は
、

　
　
　

た
ち
ま
ち
に
打
ひ
し
け
な
ん
と
す
。
は
し
り
出
れ
は
、
又
地
裂
破
る
。
羽
な
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け
れ
は
、
空
へ
も
あ
か
る
へ
か
ら
す
、
龍
な
ら
ね
は
、
雲
に
の
ほ
ら
ん
事

　
　
　

か
た
し
。
お
そ
れ
の
中
に
お
そ
る
へ
か
り
け
る
は
、
た
ゝ
地
震
な
り
け
り

160　
　

と
そ
覚
え
侍
し
。
其
中
に
、
あ
る
武
士
の
独
子
の
、
六
七
は
か
り
に
侍
し
か
、

　
　
　

つ
い
ひ
ち
の
お
ほ
ひ
の
下
に
小
家
を
作
り
て
、
は
か
な
け
な
る
跡
な
し
こ
と

　
　
　

を
し
て
あ
そ
ひ
侍
し
か
、
俄
に
く
つ
れ
う
め
ら
れ
て
、
跡
か
た

　
　
　

な
く
ひ
ら
に
打
ひ
さ
か
れ
て
、
二
の
目
な
と
一
寸
計
打
出
さ
れ

　
　
　

た
る
を
、
父
母
か
ゝ
へ
て
、
声
も
お
し
ま
す
悲
し
み
あ
ひ
て
侍
し

165　
　

こ
そ
、
哀
に
か
な
し
く
見
侍
し
か
。
子
の
か
な
し
ひ
に
は
、
た
け
き
者
も 

」
8
オ

　
　
　

恥
を
忘
れ
け
り
と
覚
え
て
、
い
と
お
し
く
、
こ
と
は
り
か
な
と
そ
見
侍
し
。

　
　
　

か
く
お
ひ
た
ゝ
し
く
ふ
る
う
事
は
、
し
は
し
に
て
や
み
に
し
か
と
も
、

　
　
　

其
余
波
、
し
は
〳
〵
た
え
す
。
よ
の
つ
ね
に
お
と
ろ
く
程
の
地
震
、
二
三

　
　
　

十
度
ふ
る
は
ぬ
日
は
な
か
り
し
。
十
日
廿
日
過
に
し
か
は
、
漸
ま
と

170　
　

を
に
な
り
て
、
或
は
四
五
度
、
二
三
度
、
若
は
日
こ
と
、
日
ま
せ
、
二
三
日
に
一

　
　
　

度
な
と
、
大
か
た
其
余
波
三
月
計
や
侍
け
ん
。
四
大
種
の
中
に
、
水
火

　
　
　

風
は
常
に
害
を
な
せ
と
も
、
大
地
に
至
り
て
は
こ
と
な
る
変
を
な

　
　
　

さ
す
。
昔
、
斉
衡
の
比
か
と
よ
、
大
地
ふ
る
ひ
さ
け
て
、
東
大
寺
の
仏
の

　
　
　

御
く
し
お
ち
な
と
し
て
、
い
み
し
き
事
と
も
侍
り
け
れ
と
も
、
な
を

175　
　

此
度
に
は
し
か
す
と
そ
。
則
、
人
皆
あ
ち
き
な
き
事
を
の
へ
て
、
い
さ
ゝ
か



100

　
　
　

心
の
に
こ
り
も
う
す
ら
け
る
か
と
見
え
し
か
と
も
、
月
日
重
り
て
年
越 

」
8
ウ

　
　
　

後
は
、
こ
と
の
は
に
か
け
て
い
ひ
出
る
人
も
な
し
。
す
へ
て
、
世
の
あ
り
に
く

　
　
　

き
事
、
我
身
と
栖
と
の
あ
た
な
る
さ
ま
、
か
く
の
こ
と
し
。
い
は
ん
や
、
所
に
よ
り

　
　
　

身
の
程
に
し
た
か
ひ
て
、
心
を
な
や
ま
す
事
は
、
あ
け
て
か
そ
ふ
へ
か
ら
す
。

180　
　

も
し
、
を
の
れ
か
身
数
な
ら
す
し
て
、
権
門
の
か
た
は
ら
に
居
る
者
は
、

　
　
　

ふ
か
く
よ
ろ
こ
ふ
事
は
あ
れ
と
も
、
大
に
た
の
し
む
事
あ
た
は
す
。
歎
き

　
　
　

切
な
る
時
も
声
を
あ
け
て
な
く
事
を
は
ゝ
か
り
、
進
退
や
す
か

　
　
　

ら
す
、
立
居
に
つ
け
て
も
恐
れ
お
の
ゝ
く
さ
ま
、
た
と
へ
は
雀
の
鷹
の

　
　
　

巣
に
近
付
る
か
こ
と
し
。
も
し
、
貧
く
し
て
、
と
め
る
家
の
隣
に

185　
　

居
る
者
は
、
朝
夕
す
ほ
き
姿
を
恥
て
、
へ
つ
ら
ひ
て
出
入
。
妻
子

　
　
　

と
う
ほ
く
の
う
ら
や
め
る
さ
ま
を
見
る
に
も
、
富
る
人
の
な
い
か
し
ろ

　
　
　

な
る
け
し
き
を
み
る
に
も
、
心
念
〳
〵
に
う
こ
き
て
、
時
と
し
て
や
す 

」
9
オ

　
　
　

か
ら
す
。
も
し
せ
は
き
地
に
居
れ
は
、
近
く
炎
上
あ
る
時
、
其
わ
さ
は
ひ

　
　
　

を
の
か
る
ゝ
事
な
し
。
も
し
辺
地
に
居
れ
は
、
往
反
煩
お
ほ
く
、
盗

190　
　

賊
の
難
は
な
れ
か
た
し
。
又
、
い
き
ほ
ひ
あ
る
者
は
と
ん
よ
く
ふ
か
く
、

　
　
　

独
身
な
る
も
の
は
人
に
か
ろ
し
め
ら
る
。
財
あ
れ
は
恐
お
ほ
く
、
ま
つ
し

　
　
　

け
れ
は
な
け
き
切
な
り
。
人
を
頼
め
は
、
身
他
の
奴
と
な
り
、
人
を
は
こ

　
　
　

く
め
は
、
心
恩
愛
に
つ
か
は
る
。
世
に
し
た
か
へ
は
、
み
く
る
し
、
又
、
し
た
か
は
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さ
れ
は
、
く
る
へ
る
に
似
た
り
。
い
つ
れ
の
所
を
し
め
、
い
か
な
る
わ
さ
を
し

195　
　

て
か
、
し
は
ら
く
も
此
身
を
や
と
し
、
玉
ゆ
ら
も
心
を
な
く
さ
む
へ
き
。

　
　
　

我
身
、
ち
ゝ
か
た
の
う
は
の
家
を
つ
た
へ
て
、
久
し
く
彼
所
に
す
む
。

　
　
　

そ
の
ゝ
ち
、
縁
か
け
、
身
お
と
ろ
へ
て
、
し
の
ふ
か
た
〳
〵
し
け
か
り
し
か
は
、

　
　
　

つ
ゐ
に
跡
を
と
ゝ
む
る
事
を
得
す
し
て
、
三
十
余
に
し
て
、
さ
ら
に 

」
9
ウ

　
　
　

我
心
と
一
つ
の
庵
り
を
結
ふ
。
是
を
あ
り
し
住
家
に
な
そ
ら
ふ
る
に
、

200　
　

十
分
か
一
な
り
。
た
ゝ
居
屋
計
を
か
ま
へ
て
、
は
か
〳
〵
し
き

　
　
　

屋
を
作
る
に
及
は
す
。
わ
つ
か
に
築
地
を
つ
け
り
と
い
へ
と
も
、
門
を

　
　
　

た
つ
る
に
た
つ
き
な
し
。
竹
を
柱
と
し
て
、
車
や
と
り
と
せ
り
。

　
　
　

雪
ふ
り
風
ふ
く
こ
と
に
、
あ
や
う
か
ら
ぬ
に
し
も
あ
ら
す
。
所
は
河
原
近

　
　
　

け
れ
は
、
水
の
難
も
ふ
か
く
し
て
、
白
浪
の
恐
れ
も
さ
は
か
し
。
す
へ
て
、

205　
　

あ
ら
ぬ
世
を
念
し
す
く
し
つ
ゝ
心
を
な
や
ま
せ
る
事
、

　
　
　

三
十
余
年
也
。
其
間
、
折
〳
〵
の
た
か
ひ
め
に
、
を
の
つ
か
ら
み
し

　
　
　

か
き
運
を
さ
と
り
ぬ
。
則
、
五
十
の
春
を
む
か
へ
て
、
家
を
出
、
世
を
背

　
　
　

け
り
。
も
と
よ
り
妻
子
な
け
れ
は
、
捨
か
た
き
よ
す
か
も
な
し
。

　
　
　

身
に
官
禄
あ
ら
す
、
何
に
つ
け
て
か
執
を
と
ゝ
め
ん
。
空
し
く 

」
10
オ

210　
　

大
原
山
の
雲
に
ふ
し
、
又
、
五
か
へ
り
の
春
秋
を
な
ん
経
に
け
る
。

　
　
　

爰
に
、
六
十
の
露
消
か
た
に
及
ひ
て
、
さ
ら
に
末
葉
の
や
と
り



102

　
　
　

を
結
へ
る
事
あ
り
。
い
は
ゝ
、
狩
人
の
一
夜
の
や
と
り
を
作
り
、
老

　
　
　

た
る
か
い
こ
の
ま
ゆ
を
い
と
な
む
か
こ
と
し
。
是
を
中
比
の
住
家
に

　
　
　

な
そ
ら
ふ
れ
は
、
又
、
百
分
か
一
に
た
に
も
及
は
す
。
と
か
く
い
ふ
ほ
と
に
、

215　
　

よ
は
ひ
は
中
〳
〵
に
た
か
く
、
栖
は
折
〳
〵
に
せ
は
し
。
其
家
の
有

　
　
　

さ
ま
、
よ
の
つ
ね
に
似
す
。
ひ
ろ
さ
わ
つ
か
に
方
丈
、
高
さ
七
尺
か
中
也
。

　
　
　

所
を
思
ひ
定
め
さ
る
故
に
、
地
を
し
め
て
作
ら
す
。
土
居
を
く
み
、

　
　
　

打
お
ほ
ひ
ふ
き
て
、
つ
き
め
こ
と
に
か
け
か
ね
を
懸
た
り
。
も
し

　
　
　

心
に
叶
は
ぬ
事
あ
ら
は
、
や
す
く
外
に
う
つ
さ
ん
か
為
也
。
其
あ
ら
た

220　
　

め
作
る
時
、
い
く
は
く
の
わ
つ
ら
ひ
か
あ
る
。
つ
む
と
こ
ろ
、
わ
つ
か
に
二
両
也
。 

」
10
ウ

　
　
　

車
の
力
む
く
ふ
外
に
は
、
更
に
他
の
用
途
い
ら
す
。
今
は
日
野
山
の
奥
に

　
　
　

跡
を
か
く
し
て
、
南
に
仮
の
日
か
く
し
を
さ
し
出
し
て
、
竹
す
の
こ

　
　
　

を
し
き
、
其
西
に
あ
か
た
な
を
作
り
、
中
に
は
西
の
垣
に
そ
へ
て
、
爰
に

　
　
　

よ
せ
て
障
子
を
へ
た
て
、
阿
弥
陀
の
絵
像
を
安
置
し
奉
り
て
、

225　
　

落
日
を
請
て
眉
間
の
光
と
す
。
彼
帳
の
戸
ひ
ら
に
普
賢
并
に

　
　
　

不
動
の
像
を
か
け
、
前
に
法
華
経
を
置
り
。
北
の
障
子
の
上
に
ち
い
さ

　
　
　

き
棚
を
か
ま
へ
て
、
く
ろ
き
か
は
こ
三
四
合
を
お
く
。
則
、
和
歌
、

　
　
　

管
絃
、
往
生
要
集
こ
と
き
の
抄
物
を
い
れ
た
り
。
か
た
は
ら
に
、
琴
、
琵
琶

　
　
　

各
一
張
を
た
つ
。
い
は
ゆ
る
お
り
琴
、
つ
き
琵
琶
是
な
り
。
東
に
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230　
　

そ
へ
て
わ
ら
ひ
の
ほ
と
ろ
を
し
き
、
つ
か
な
み
を
敷
て
、
夜
の
床

　
　
　

と
す
。
東
の
垣
に
窓
を
あ
け
て
、
爰
に
ふ
つ
く
ゑ
を
作
り
出
せ
り
。 

」
11
オ

　
　
　

ま
く
ら
の
か
た
に
す
ひ
つ
あ
り
。
是
を
柴
折
く
ふ
る
よ
す
か

　
　
　

と
す
。
庵
り
の
北
に
少
地
を
し
め
、
あ
は
ら
な
る
ひ
め
か
き
を
か
こ

　
　
　

ひ
て
園
と
す
。
則
、
諸
の
薬
草
を
栽
た
り
。
か
の
庵
の
あ
り

235　
　

さ
ま
、
か
く
の
こ
と
し
。
も
し
其
所
の
さ
ま
を
い
は
ゝ
、
南
に
筧
あ
り
。

　
　
　

石
を
た
ゝ
み
て
水
を
た
め
た
り
。
は
や
し
軒
近
け
れ
は
、
爪
木
を

　
　
　

ひ
ろ
ふ
に
と
も
し
か
ら
す
。
名
を
外
山
と
い
ふ
。
ま
さ
き
の
か
つ
ら
、

　
　
　

跡
を
う
つ
め
り
。
谷
し
け
け
れ
と
も
、
西
は
晴
た
り
。
観
念
の

　
　
　

た
よ
り
、
な
き
に
し
も
あ
ら
す
。
春
は
藤
な
み
を
み
る
。
紫
雲

240　
　

の
こ
と
く
に
し
て
、
西
の
方
に
匂
ふ
。
夏
は
子
規
を
き
く
。
か
た
ろ
ふ 

240
か
た
ろ4

ふ
＝
「
ら
」
を
「
ろ
」

　
　
　

こ
と
に
、
し
て
の
山
路
を
契
る
。
秋
は
日
く
ら
し
の
声
耳
に
み
て
り
。 

　

と
誤
写
。

　
　
　

う
つ
せ
み
の
世
を
悲
し
む
か
と
聞
ゆ
。
冬
は
雪
を
あ
わ
れ
む
。
積
消 

」
11
ウ

　
　
　

る
さ
ま
、
罪
障
に
た
と
へ
つ
へ
し
。
も
し
、
念
仏
物
う
く
、
読
経
ま
め

　
　
　

な
ら
さ
る
時
は
、
み
つ
か
ら
や
す
み
、
み
つ
か
ら
お
こ
た
る
に
、
さ
ま
た

245　
　

く
る
人
も
な
く
、
又
、
恥
へ
き
友
も
な
し
。
殊
更
に
無
言
せ
さ
れ
と
も
、

　
　
　

独
居
れ
は
、
口
業
を
お
さ
め
つ
へ
し
。
か
な
ら
す
禁
戒
を
ま
も
る

　
　
　

と
し
も
な
け
れ
と
も
、
境
界
な
け
れ
は
、
何
に
つ
け
て
か
や
ふ
ら
ん
。



104

　
　
　

も
し
跡
の
白
浪
に
身
を
よ
す
る
あ
し
た
に
は
、
岡
の
や
に
行
か
ふ

　
　
　

舟
を
な
か
め
つ
ゝ
、
満
沙
弥
か
風
情
を
ぬ
す
み
、
も
し
か
つ
ら
の
風

250　
　

葉
を
な
ら
す
夕
に
は
、
し
ん
や
う
の
江
を
お
も
ひ
や
り
て
、

　
　
　

源
都
督
の
な
か
れ
を
な
ら
ふ
。
も
し
余
興
あ
れ
は
、
し
は
〳
〵
松
の

　
　
　

ひ
ゝ
き
に
秋
風
の
楽
を
た
く
へ
、
水
の
音
に
流
泉
の
曲
を
あ
や

　
　
　

つ
る
。
芸
は
こ
れ
つ
た
な
け
れ
は
、
人
の
耳
を
よ
ろ
こ
は
し
め
ん
と 

」
12
オ

　
　
　

に
も
あ
ら
す
。
独
し
ら
へ
、
ひ
と
り
詠
し
て
、
み
つ
か
ら
心
を
や
し

255　
　

な
ふ
計
也
。
又
、
ふ
も
と
に
一
つ
の
柴
の
庵
り
あ
り
。
則
、
こ
の
山
守
か

　
　
　

居
る
所
也
。
か
れ
に
十
歳
は
か
り
な
る
小
童
あ
り
。
時
〳
〵

　
　
　

来
て
あ
ひ
と
ふ
ら
ふ
。
も
し
つ
れ
〳
〵
な
る
時
は
、
是
を
友
と

　
　
　

し
て
あ
そ
ひ
あ
り
く
。
か
れ
は
十
歳
、
是
は
六
十
、
其
よ
は
ひ
こ

　
　
　

と
な
れ
と
も
、
心
を
な
く
さ
む
事
は
是
同
し
。
或
は
つ
は
な
を
ぬ
き
、

260　
　

岩
な
し
を
と
り
、
又
、
ぬ
か
こ
を
も
り
、
芹
を
つ
む
。
或
は
す
そ
わ

　
　
　

の
田
井
に
い
た
り
て
、
お
ち
ほ
を
ひ
ろ
ひ
て
、
ほ
く
み
を
つ
く
る
。
も
し

　
　
　

日
う
ら
ゝ
か
な
れ
は
、
嶺
に
よ
ち
の
ほ
り
て
、
は
る
か
に
故
郷
の
空
を

　
　
　

の
そ
み
、
木
幡
山
、
伏
見
の
里
、
鳥
羽
、
羽
〇羽

束
師
を
み
る
。
勝
地
は
あ
る
し 

263
○羽

＝
本
文
と
別
筆
か
。

　
　
　

な
け
れ
は
、
心
を
な
く
さ
む
に
さ
は
り
な
し
。
あ
ゆ
み
わ
つ
ら
ひ 

」
12
ウ

265　
　

な
く
、
こ
ゝ
ろ
さ
し
と
を
く
い
た
る
時
は
、
是
よ
り
嶺
つ
ゝ
き
、
炭
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山
を
こ
へ
、
か
さ
と
り
を
す
き
て
、
岩
間
に
ま
う
て
、
石
山
を
拝
す
。

　
　
　

も
し
は
又
、
粟
津
の
は
ら
を
分
つ
ゝ
、
蝉
丸
の
翁
か
跡
を
と
ふ
ら
ひ
、
田
上

　
　
　

河
を
わ
た
り
て
、
猿
丸
大
夫
か
墓
を
尋
ぬ
。
帰
る
さ
に
は
、
折
に

　
　
　

つ
け
つ
ゝ
、
さ
く
ら
を
か
り
、
も
み
ち
を
も
と
め
、
わ
ら
ひ
を
折
、
こ
の
み

270　
　

を
ひ
ろ
ひ
て
、
か
つ
は
仏
に
た
て
ま
つ
り
、
か
つ
は
家
つ
と
ゝ
す
。
も
し

　
　
　

夜
し
つ
か
な
る
時
は
、
窓
の
月
に
故
人
を
忍
ひ
、
猿
の
声
に

　
　
　

袖
を
う
る
ほ
す
。
草
村
の
蛍
は
、
遠
く
真
木
の
嶋
の
か
ゝ
り
火

　
　
　

に
ま
か
ひ
、
暁
の
雨
は
、
を
の
つ
か
ら
木
の
葉
吹
あ
ら
し
に
似

　
　
　

た
り
。
山
鳥
の
ほ
ろ
〳
〵
と
啼
を
聞
て
も
、
父
か
母
か
と
う
た
か
ひ
、

275　
　

峯
の
か
せ
き
の
近
付
な
れ
た
る
に
つ
け
て
も
、
世
に
遠
さ
か
る 

」
13
オ

　
　
　

ほ
と
を
し
る
。
或
時
は
、
う
つ
み
火
を
か
き
お
こ
し
て
、
老
の
寝
覚
の

　
　
　

友
と
す
。
お
そ
ろ
し
き
山
な
ら
ね
は
、
ふ
く
ろ
ふ
の
声
を
あ
は
れ
む

　
　
　

に
つ
け
て
も
、
山
中
の
景
気
は
折
に
つ
け
つ
ゝ
つ
く
る
事
な
し
。

　
　
　

い
は
ん
や
、
深
く
思
ひ
深
く
し
れ
ら
ん
人
の
た
め
に
は
、
是
ら
に
し

280　
　

も
か
き
る
へ
か
ら
す
。
大
方
、
此
所
に
住
そ
め
し
時
は
あ
か
ら
さ
ま
と

　
　
　

思
ひ
し
か
と
、
今
す
て
に
五
と
せ
を
経
た
り
。
か
り
の
庵
り

　
　
　

も
漸
古
屋
と
な
り
て
、
軒
に
は
朽
葉
深
く
、
土
居
に
苔
む
せ
り
。

　
　
　

を
の
つ
か
ら
こ
と
の
た
よ
り
に
都
を
き
け
は
、
此
山
に
籠
り
ゐ
て
後
、



106

　
　
　

や
ん
こ
と
な
き
人
の
か
く
れ
給
へ
る
も
あ
ま
た
聞
ゆ
。
ま
し
て
、
其

285　
　

数
な
ら
ぬ
た
く
ひ
、
つ
く
し
て
是
を
知
へ
か
ら
す
。
度
〳
〵
の
炎
上

　
　
　

に
ほ
ろ
ひ
た
る
家
、
又
、
い
か
は
か
り
そ
。
た
ゝ
か
り
の
庵
り
の
み 

」
13
ウ

　
　
　

の
と
け
く
し
て
、
お
そ
れ
な
し
。
ほ
と
せ
は
し
と
い
へ
と
も
、
夜
る
ふ
す

　
　
　

床
あ
り
、
ひ
る
居
る
坐
あ
り
。
一
身
を
や
と
す
に
た
ら
す
と

　
　
　

い
ふ
事
な
し
。
か
う
な
は
ち
い
さ
き
か
い
を
こ
の
む
。
是
、
よ
く
身

290　
　

を
し
る
に
よ
り
て
な
り
。
み
さ
こ
は
あ
ら
い
そ
に
ゐ
る
。
是
、
人
を

　
　
　

お
そ
る
ゝ
故
也
。
我
も
又
、
か
く
の
こ
と
し
。
身
を
し
り
、
世
を
し
れ
は
、

　
　
　

ね
か
は
す
、
ま
し
ら
は
す
。
た
ゝ
、
静
な
る
を
の
そ
み
と
し
、
う
れ
へ

　
　
　

な
き
を
楽
み
と
す
。
す
へ
て
、
世
の
人
の
す
み
か
を
作
る
な
ら
ひ
、

　
　
　

か
な
ら
す
し
も
身
の
た
め
の
み
に
せ
す
。
或
は
妻
子
眷
属
の
為
に

295　
　

作
り
、
或
は
親
昵
朋
友
の
た
め
に
作
る
。
或
は
主
君
師
匠
及
ひ

　
　
　

財
宝
牛
馬
の
為
に
さ
へ
、
是
を
作
る
。
わ
れ
い
ま
、
身
の
た
め
に

　
　
　

結
へ
り
。
人
の
た
め
に
作
ら
す
。
故
い
か
ん
と
な
れ
は
、
今
の 

」
14
オ

　
　
　

世
の
な
ら
ひ
、
此
身
の
有
様
、
友
な
ふ
へ
き
人
も
な
く
、
頼
へ
き
奴

　
　
　

も
な
し
。
た
と
ひ
ひ
ろ
く
作
〇れ

り
と
も
、
誰
を
か
や
と
し
、
誰
を
か
す 

299
○れ

＝
本
文
と
別
筆
か
。

300　
　

へ
む
。
そ
れ
、
人
の
友
た
る
者
は
、
と
め
る
を
た
ふ
と
み
、
ね
ん
こ
ろ

　
　
　

な
る
を
先
と
す
。
か
な
ら
す
し
も
、
な
さ
け
あ
る
と
、
す
な
を
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な
る
と
を
は
愛
せ
す
。
只
、
糸
竹
、
花
月
を
友
と
せ
ん
に
は

　
　
　

し
か
す
。
人
の
や
つ
こ
た
る
も
の
は
、
賞
罸
は
な
は
た
し
く
、
恩
顧
あ

　
　
　

つ
き
を
お
も
く
、
更
に
、
は
こ
く
み
あ
は
れ
む
と
、
や
す
く
静
な
る

305　
　

を
は
ね
か
は
す
。
た
ゝ
、
我
身
を
奴
婢
と
せ
ん
に
は
し
か
す
。
い
か
ゝ

　
　
　

我
身
を
奴
婢
と
せ
ん
と
な
ら
は
、
も
し
な
す
へ
き
事
あ
れ
は
、

　
　
　

則
、
を
の
れ
か
身
を
つ
か
ふ
。
是
、
た
ゆ
か
ら
す
し
も
あ
ら
ね
と
、
人

　
　
　

を
し
た
か
へ
、
人
を
か
へ
り
み
る
よ
り
は
や
す
し
。
若
行
へ
き
事 

」
14
ウ

　
　
　

あ
れ
は
、
み
つ
か
ら
あ
ゆ
む
。
く
る
し
と
い
へ
と
も
、
馬
鞍
牛
車
と
心
を
な
や

310　
　

ま
す
に
は
似
す
。
今
、
一
身
を
わ
か
ち
て
二
つ
の
用
を
な
す
。
手
の

　
　
　

や
つ
こ
、
足
の
の
り
も
の
、
よ
く
我
心
に
か
な
へ
り
。
心
、
又
、
身
の
く
る
し

　
　
　

み
を
し
れ
は
、
く
る
し
む
時
は
や
す
め
、
ま
め
な
る
時
は
つ
か
ふ
。
つ
か
ふ

　
　
　

と
い
へ
と
も
、
度
〳
〵
す
く
さ
す
。
も
の
う
し
と
て
も
、
心
を
う
こ
か
す
事

　
　
　

な
し
。
い
か
に
い
は
ん
や
、
常
に
あ
り
き
、
常
に
は
た
ら
く
は
、
是
、
養
性

315　
　

な
り
。
な
ん
そ
い
た
つ
ら
に
や
す
み
を
ら
ん
。
人
を
く
る
し
め
、
人
を
な
や

　
　
　

ま
す
は
、
又
、
罪
業
也
。
い
か
ゝ
他
の
ち
か
ら
を
か
る
へ
き
。
衣
食
の
た
く
ひ
、
又

　
　
　

同
し
。
藤
の
衣
、
あ
さ
の
ふ
す
ま
、
う
る
に
し
た
か
ひ
て
は
た
へ
を
か
く
し
、

　
　
　

野
辺
の
つ
は
な
、
嶺
の
こ
の
み
、
わ
つ
か
に
命
を
つ
く
は
か
り
な
り
。

　
　
　

人
に
ま
し
は
ら
さ
れ
は
、
姿
を
恥
る
悔
も
な
し
。
か
く
と
も
し
け
れ
は
、 

」
15
オ
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320　
　

を
ろ
そ
か
な
れ
と
も
、
猶
味
を
あ
ま
く
す
。
す
へ
て
、
か
や
う
の
事
、

　
　
　

た
の
し
み
、
と
め
る
人
に
た
い
し
て
い
ふ
に
は
あ
ら
す
。
只
、
我
身
一
つ

　
　
　

に
と
り
て
、
昔
と
今
と
な
そ
ら
ふ
る
は
か
り
也
。
大
か
た
、
世
を
の
か
れ
、

　
　
　

身
を
捨
し
よ
り
、
う
ら
み
も
な
く
、
お
そ
れ
も
な
し
。
命
は
天
運
に

　
　
　

任
せ
て
、
お
し
ま
す
、
い
と
は
す
。
身
を
は
浮
雲
に
な
そ
ら
へ
て
、
頼

325　
　

ま
す
、
ま
た
し
と
せ
す
。
一
期
の
た
の
し
み
は
、
う
た
ゝ
寝
の
枕

　
　
　

の
上
に
き
は
ま
り
、
生
涯
の
望
み
は
、
折
〳
〵
の
美
景
に
の
こ
れ
り
。

　
　
　

夫
、
三
界
は
唯
心
の
一
な
り
。
心
も
し
や
す
か
ら
す
は
、
象
馬
七
珍
も
よ

　
　
　

し
な
く
、
宮
殿
楼
閣
も
望
み
な
し
。
今
、
さ
ひ
し
き
住
家
、
一
間
の

　
　
　

庵
り
、
み
つ
か
ら
是
を
愛
す
。
を
の
つ
か
ら
都
に
出
て
は
、
身
の
骨

330　
　

骸
と
な
れ
る
事
を
恥
と
い
へ
と
も
、
か
へ
り
て
爰
に
お
る
時
は
、
他
の 

」
15
ウ

　
　
　

俗
塵
に
着
す
る
事
を
あ
は
れ
む
。
も
し
人
、
此
い
へ
る
事
を
疑
は
ゝ
、

　
　
　

魚
と
鳥
と
の
有
様
を
見
よ
。
魚
は
水
に
あ
か
す
。
魚
に
あ
ら

　
　
　

さ
れ
は
、
其
心
を
し
ら
す
。
鳥
は
林
を
ね
か
ふ
。
鳥
に
あ
ら
さ
れ
は
、

　
　
　

其
心
を
し
ら
す
。
閑
居
の
気
味
も
又
、
是
に
同
し
。
す
ま
す
し
て
は

335　
　

誰
か
さ
と
ら
ん
。
抑
、
一
期
の
月
影
か
た
ふ
き
て
、
余
算
山
の
端
に

　
　
　

近
し
。
た
ち
ま
ち
に
三
途
の
や
み
に
む
か
は
ん
時
、
何
の
わ
さ
を
か

　
　
　

か
こ
た
ん
と
す
る
。
仏
の
人
を
お
し
へ
給
ふ
趣
は
、
事
に
ふ
れ
て
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執
心
な
か
れ
と
也
。
今
、
草
の
庵
り
を
愛
す
る
も
と
か
と
す
。
寂
静
に

　
　
　

著
す
る
も
さ
は
り
な
る
へ
し
。
い
か
ゝ
、
用
な
き
楽
し
み
を
の
へ
て
、

340　
　

む
な
し
く
お
し
む
へ
き
時
を
す
こ
さ
ん
。
し
つ
か
な
る
暁
、
此
理
り

　
　
　

を
思
ひ
つ
ゝ
け
て
、
み
つ
か
ら
心
に
問
て
い
は
く
、
世
を
の
か
れ
、
山
林
に 

」
16
オ

　
　
　

ま
し
は
る
は
、
心
を
お
さ
め
つ
ゝ
道
を
お
こ
な
わ
ん
た
め
也
。
し
か
る
を
、

　
　
　

な
ん
ち
か
姿
は
ひ
し
り
に
似
て
、
心
は
に
こ
り
に
染
り
。
栖
は

　
　
　

な
ま
し
ゐ
に
浄
名
居
士
の
跡
を
け
か
せ
り
と
い
へ
と
も
、
た
も
つ

345　
　

所
は
、
わ
つ
か
に
周
利
盤
特
か
行
に
た
に
も
及
は
す
。
も
し
こ
れ
、

　
　
　

貧
賤
の
む
く
ひ
の
み
つ
か
ら
な
や
ま
す
か
、
将
又
、
妄
心
の
い
た
り
て
く
る

　
　
　

わ
せ
る
か
、
と
。
其
時
、
心
さ
ら
に
こ
た
ふ
る
事
な
く
、
た
ゝ
、
か
た

　
　
　

は
ら
に
舌ゼ

ツ

根
を
や
と
ひ
て
、
不
請
の
念
仏
二
三
返
申
て
、
や
み
ぬ
。 

348
ゼ
ツ
＝
本
文
と
別
筆
。

　
　
　

于
時
建
暦
の
二
と
せ
壬

申
弥
生
の
晦
日
の
比
、
桑
門
蓮
胤
、

350　
　

外
山
の
庵
に
し
て
、
是
を
し
る
す
。

　
　
　
　
　

月
影
は
い
る
山
の
端
も
つ
ら
か
り
き

　
　
　
　
　

た
え
ぬ
光
を
み
る
よ
し
も
か
な 

」
16
ウ

　
　
　

こ
の
方
丈
の
記
は
、
摂
州
富
田
の
里

355　
　

藤
田
彩
雲
翁
友
閑
筆
跡
な
り
。
抑
、
翁
は
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年
老
る
ま
て
筆
の
道
を
学
は
す
。
あ
る
時
、

　
　
　

其
令
正
諫
て
曰
、
旅
行
又
他
行
な
と
の
お
り

　
　
　

か
ら
事
を
欠
ら
め
。
く
ゆ
る
と
も
及
は
し
、
と
の

　
　
　

一
言
に
迫
り
て
、
今
よ
り
学
ひ
て
も
事 

」
17
オ

360　
　

業
な
る
へ
き
や
と
い
へ
は
、
な
る
も
な
ら
ぬ
も

　
　
　

汝
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。
問
て
い
ふ
、
今
、
天
下
の
能
書

　
　
　

は
誰
な
ら
ん
や
、
と
。
そ
の
こ
ろ
、
南
山
松
花
堂

　
　
　

い
ま
し
ぬ
。
三
里
の
遠
を
日
々
往
来
し
、
三
年

　
　
　

の
間
ま
な
ひ
し
。
か
く
て
、
初
終
二
十
年
の
修
行

365　
　

怠
ら
す
。
後
、
絵
か
く
事
ま
て
も
学
ひ
、
又
、
哥
を

　
　
　

詠
し
、
後
の
世
の
手
本
と
な
り
ぬ
。
こ
れ
を

　
　
　

ま
す
女
、
予
に
鑑
定
を
こ
ふ
。
傍
に
、

　
　
　

需
に
ま
か
せ
て
百
か
一
を
し
る
す
な
り
。

　
　
　
　

寛
政
六
年
丙
寅
南
呂
吉　

八
十
翁
白
亭
記
之
矣
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【
校
異
】
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
と
正
保
版
本
・
学
習
院
大
学
本

・
行
番
号
と
と
も
に
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
を
掲
げ
、
そ
れ
と
異
な
る
本
文
が
正
保
版
本
・
学
習
院
大
学
本
に
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
棒
線
の
下
に
掲
げ
た
。

・
振
り
仮
名
や
濁
点
の
有
無
、
仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名
の
あ
り
方
、
漢
字
・
仮
名
の
宛
て
方
に
つ
い
て
の
相
違
は
、
基
本
的
に
校
異
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

・
「
正
」
は
正
保
版
本
の
、
「
習
」
は
学
習
院
大
学
本
の
、
各
々
略
称
で
あ
る
。
「
ナ
シ
」
は
、
対
応
す
る
本
文
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
学
習
院
大
学
本
の
ま
と

ま
っ
た
脱
文
と
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
「
ナ
シ
」
を
□
で
囲
ん
だ
。

・『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
載
る
、
正
保
版
本
・
学
習
院
大
学
本
を
含
む
計
十
七
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
に
は
、
波
線
を
施
し
た
。

・
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
載
る
計
十
七
本
の
中
で
の
学
習
院
大
学
本
の
独
自
異
文
と
一
致
す
る
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
に
は
、
二
重
傍
線
を
施
し
た
。
そ

れ
ら
は
す
な
わ
ち
、
伝
友
閑
筆
本
を
加
え
た
計
十
八
本
の
う
ち
、
同
本
と
学
習
院
大
学
本
と
の
み
が
共
有
す
る
本
文
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
以
下
に
掲
げ
る
学
習
院
大
学
本
の
本
文
の
う
ち
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
載
る
計
十
七
本
の
中
で
の
同
本
の
独
自
異
文
に
は
、
実
線
を
施
し
た
。
そ

れ
ら
は
、
学
習
院
大
学
本
の
計
十
七
本
内
に
お
け
る
独
自
異
文
の
う
ち
、
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
と
は
一
致
し
な
い
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3
水
に
は
―
水
に
（
正
）　

5
と
ゝ
ま
る
―
と
ま
る
（
正
）　

5
又
―
ナ
シ
（
習
）　

7
い
や
し
き
―
ナ
シ
（
習
）　

7
栖
―
す
ま
ゐ
（
正
）

す
ま
ひ
（
習
）　

9
或
は
こ
そ
や
け
て
こ
と
し
作
り
―
ナ
シ
（
正
）　

9
ほ
ろ
ひ
て
―
ほ
ろ
ひ
（
習
）　

10
か
は
ら
す
―
か
へ
す
（
習
）　

13

泡
に
そ
―
泡
に
（
正
）　

13
生
れ
―
生
し
（
習
）　

13
死
す
る
―
し
ぬ
る
（
正
）　

14
来
り
て
―
来
て
（
習
）　

15
誰
か
た
め
に
―
た
れ
か
た

め
に
か
（
習
）　

15
よ
り
て
か
―
よ
つ
て
か
（
習
）　

16
あ
ら
そ
へ
る
―
あ
ら
そ
ひ
去
（
正
）　

18
残
れ
り
―
ナ
シ
（
習
）　

18
朝
の
日
―
朝

日
（
習
・
正
）　

18
花
は
―
花
（
習
）　

19
猶
―
ナ
シ
（
習
）　

19
き
え
す
と
い
へ
と
も
―
と
い
へ
と
も
（
習
）　

19
夕
―
暮
（
習
）　

20
凡
―

予
（
習
）　

20
し
れ
り
し
―
し
り
し
（
習
）　

20
送
れ
る
―
送
る
（
正
）　

22
去
―

去
さ
り
ぬ
る

（
正
）
さ
ん
ぬ
る
（
習
）　

22
は
け
し
う
―
は
け
し
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く
（
正
）　

23
時
―
刻
（
習
）　

23
は
か
り
に
―
は
か
り
（
正
）　

23
巽
―
東
南
（
習
）　

23
出
来
り
て
―
出
来
て
（
習
）　

24
乾
―
西
北
（
習
）    

24
は
て
に
は
―
つ
ゐ
に
は
（
習
）　

25
一
夜
の
ほ
と
―
一
夜
が
程
（
正
）
一
夜
の
中
（
習
）　

25
塵
灰
―
灰
（
正
）　

26
出
来
り
け
る
―
出
来

け
る
（
正
・
習
）　

27
吹
ま
よ
ふ
―
吹
ま
き
れ
る
（
習
）　

27
と
か
く
―
と
か
う
（
習
）　

28
こ
と
く
に
―
こ
と
く
（
正
・
習
）　

28
末
ひ
ろ

こ
り
―
す
ゑ
び
ろ
（
正
）　

29
ひ
た
す
ら
―
ひ
た
空
（
習
）　

29
ほ
の
ほ
―
ほ
の
ほ
を
（
正
）
ナ
シ
（
習
）　

29
地
―
軒
（
習
）　

30
吹
た
て

た
れ
は
―
ふ
き
た
つ
れ
は
（
習
）　

31
く
れ
な
ゐ
な
る
中
に
―
紅
な
り
（
習
）　

31
た
え
す
―
堪
す
（
正
）　

32
こ
と
く
に
し
て
―
こ
と
く
し

て
（
習
）　

32
一
二
町
―
二
三
町
（
習
）　

33
う
つ
し
心
―
う
つ
ゝ
こ
ゝ
ろ
（
正
）　

33
煙
―
ほ
の
ほ
（
習
）　

34
ふ
し
―
ふ
す
（
習
）　

34
死

す
―
死
ぬ
（
正
）　

35
又
―
ナ
シ
（
習
）　

35
か
ら
う
し
て
―
か
ら
く
し
て
（
正
）　

35
の
か
る
ゝ
と
い
へ
と
も
―
の
か
れ
た
れ
と
も
（
正
）    

36
取
出
る
―
と
り
い
た
す
（
習
）　

36
さ
な
か
ら
―
し
か
し
な
か
ら
（
習
）　

37
い
く
そ
は
く
そ
―
い
く
は
く
そ
（
習
）　

37
此
度
―
今
度

（
習
）　

37
公
家
―
公
卿
（
正
・
習
）　

38
か
そ
ふ
る
に
及
は
す
―
か
ず
し
ら
す
（
正
）
か
そ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
（
習
）　

38
都
の
中
す

へ
て
―
す
べ
て
都
の
中
（
正
）　

39
及
へ
り
と
そ
―
を
よ
へ
り
（
習
）　

39
死
す
る
―
死
ぬ
る
（
正
）　

39
数
千
人
―
数
十
人
（
習
）　

39
牛

馬
―
馬
牛
（
正
）　

40
皆
―
ナ
シ
（
習
）　

41
中
に
も
―
中
に
（
正
・
習
）　

41
財
―
宝
（
正
）　

42
あ
ち
き
な
く
―
あ
ち
き
な
く
そ
（
正
）　

42
侍
し
―
侍
る
べ
き
（
正
）　

43
廿
九
日
―
廿
九
日
の
比
（
正
）
廿
九
日
に
（
習
）　

44
お
こ
り
て
―
お
こ
つ
て
（
習
）　

44
あ
た
り
―
わ
た

り
（
正
・
習
）　

44
い
か
め
し
う
―
い
か
め
し
く
（
正
）　

44
ふ
け
る
―
吹
き
け
る
（
正
）　

46
す
こ
し
き
―
ち
い
さ
き
（
正
・
習
）　

47
た

い
ら
に
―
ひ
ら
に
（
正
）　

48
上
―
と
ひ
ら
（
習
）　

50
資
財
は
―
た
か
ら
（
正
）　

50
あ
か
り
―
あ
り
（
習
）　

50
た
く
ひ
は
―
た
く
ひ

（
正
・
習
）　

51
冬
の
―
を
の
〳
〵
（
習
）　

51
こ
と
し
―
こ
と
く
（
習
）　

52
吹
た
て
け
れ
は
―
吹
た
て
た
れ
は
（
正
・
習
）　

53
を
と
―
程

（
習
）　

53
か
の
―
ナ
シ
（
正
）　

54
か
計
に
こ
そ
―
か
く
こ
そ
は
（
正
）　

54
家
の
―
家
を
（
習
）　

54
損
亡
す
る
―
損
亡
せ
る
（
習
）　

54

の
み
に
あ
ら
す
―
の
み
な
ら
す
（
正
）　

55
か
た
わ
を
つ
く
―
か
た
は
つ
け
る
（
正
）　

56
人
は
―
も
の
（
正
）　

56
数
を
―
数
も
（
習
）　

56
此
風
の
―
此
風
（
正
・
習
）　

57
歎
と
な
れ
り
―
歎
を
な
せ
り
（
正
）　

な
け
き
と
な
な

（
衍
）

れ
り
（
習
）　

57
な
れ
と
―
な
れ
と
も
（
習
）　
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58
あ
ら
す
、
さ
る
へ
き
―
あ
ら
さ
る
へ
き
（
習
）　

59
に
や
―
か
な
（
正
・
習
）　

60
同
年
の
―
お
な
し
年
の
（
正
）
同
年
（
習
）　

60
都
移

り
と
―
都
遷
（
正
）　

61
桓
武
天
皇
―
嵯
峨
天
皇
（
正
）
桓
武
帝
（
習
）　

62
さ
た
ま
り
し
―
さ
た
ま
り
に
け
る
（
正
）
さ
た
め
に
け
る

（
習
）　

62
こ
と
な
る
故
―
こ
と
（
正
）　

63
な
く
し
て
―
な
く
て
（
正
・
習
）　

63
へ
く
も
あ
ら
ね
は
―
へ
か
ら
ね
は
（
習
）　

64
た
や
す
か

ら
す
―
や
す
か
ら
す
（
習
）　

64
う
れ
う
る
―
愁
あ
へ
る
（
正
）　

65
さ
れ
と
も
―
さ
れ
と
（
正
）　

65
と
か
く
―
と
か
う
（
習
）
65
い
ふ

か
ひ
―
い
ひ
か
ひ
（
習
）　

65
初
め
―
始
ま
い
ら
せ
（
習
）　

66
皆
―
ナ
シ
（
正
）　

66
程
の
―
ナ
シ
（
習
）　

66
人
―
人
の
（
習
）　

66
誰
か

は
―
誰
か
（
正
）　

67
残
り
お
ら
ん
―
残
ら
む
（
正
）　

67
官
位
に
も
―
官
位
に
（
正
）　

68
か
け
を
も
―
影
を
（
正
）　

68
は
け
ま
し
―
は

け
み
（
正
）　

70
な
か
ら
も
―
な
か
ら
（
正
・
習
）　

70
と
ゝ
ま
り
居
―
と
ま
り
を
り
（
正
）
と
ゝ
ま
り
を
る
（
習
）　

71
栖
か
―
す
ま
ゐ

（
正
）　

71
あ
れ
ゆ
き
―
荒
行
（
正
）
あ
れ
ゆ
く
（
習
）　

71
こ
ほ
た
れ
―
や
ふ
れ
（
習
）　

72
な
る
―
な
り
（
習
）　

72
あ
ら
た
ま
り
て
―
あ

ら
た
ま
つ
て
（
習
）　

72
只
―
ナ
シ
（
習
）　

72
馬
鞍
を
の
み
―
馬
く
ら
の
み
を
（
習
）　

73
お
も
く
し
て
―
を
も
く
す
（
正
）　

73
用
る
人

―
用
と
す
る
人
（
正
）
用
人
（
習
）　

73
願
ひ
―
願
ひ
て
（
習
）　

74
み
つ
か
ら
―
を
の
つ
か
ら
（
正
）　

75
摂
津
国
―
つ
の
く
に
（
習
）　

76
せ
は
く
し
て
―
せ
は
く
て
（
正
）　

76
わ
る
―
わ
く
る
（
習
）　

76
山
に
傍
て
―
山
そ
ひ
へ
（
習
）　

77
海
に
―
海
（
習
）　

77
近
く
し
て

―
近
く
て
（
正
）
ち
か
う
し
て
（
習
）　

77
か
し
か
ま
し
く
し
て
―
か
ま
ひ
す
し
く
て
（
正
）
か
ま
ひ
す
し
く
し
て
（
習
）　

78
殊
に
―
ナ

シ
（
習
）　

78
は
け
し
―
は
け
し
く
（
正
）　

79
侍
り
き
―
侍
り
（
習
）　

79
日
毎
―
日
々
（
正
・
習
）　

80
せ
き
あ
へ
す
―
せ
に
（
習
）　

80

く
た
す
―
い
た
す
（
習
）　

80
い
つ
こ
―
い
つ
く
（
正
）　

81
作
る
―
造
れ
る
（
正
・
習
）　

82
故
郷
―
古
郷
（
正
・
習
）　

82
な
ら
す
―
な

ら
す
し
て
（
習
）　

83
も
の
―
人
（
正
）　

85
道
の
ほ
と
り
―
道
の
辺
（
正
）　

86
人
―
ナ
シ
（
正
）　

86
お
ほ
く
―
ナ
シ
（
正
）　

86
ひ
た
た

れ
―
な
を
し
（
習
）　

87
て
ふ
り
―
条
里
（
正
）　

88
み
た
る
ゝ
―
乱
る
（
正
）　

89
と
か
―
と
（
習
）　

89
世
中
の
―
世
中
（
正
）　

89
う
き

た
ち
て
―
う
き
た
つ
て
（
習
）　

90
う
れ
へ
―
う
れ
い
（
習
）　

90
空
し
か
ら
さ
れ
は
―
む
な
し
か
ら
さ
り
け
れ
は
（
正
・
習
）　

90
同
き
年

―
同
年
（
正
・
習
）　

91
十
一
月
廿
六
日
に
―
ナ
シ
（
正
）
十
一
月
廿
六
日
（
習
）　

91
帰
り
―
な
を
此
京
に
帰
り
（
正
・
習
）　

91
さ
れ
と
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も
―
さ
れ
と
（
正
）　

92
家
と
も
は
―
家
共
（
正
）　

92
成
に
け
る
―
成
け
る
（
習
）　

93
つ
た
へ
き
く
に
―
ほ
の
か
に
伝
へ
聞
に
（
正
）
伝

聞
（
習
）　

94
も
て
―
も
つ
て
（
習
）　

94
給
ふ
―
ナ
シ
（
正
）　

94
ふ
き
て
―
ふ
か
れ
（
習
）　

94
の
き
を
た
も
―
軒
を
（
習
）　

95
煙
の
―

け
ふ
り
（
習
）　

95
と
も
し
き
―
と
ほ
し
き
（
習
）　

95
時
は
―
時
に
は
（
習
）　

96
ゆ
る
さ
れ
き
―
ま
ぬ
か
れ
て
し
（
習
）　

96
よ
り
て
―

よ
つ
て
（
習
）　

97
世
―
世
中
（
正
）　

97
昔
―
か
や
（
習
）　

97
な
そ
ら
へ
て
―
な
ず
ら
へ
て
（
正
）　

98
二
と
せ
の
―
二
年
か
（
正
）　

99

飢
餲
―
世
の
中
の
飢
渇
（
習
）　

99
春
夏
の
―
春
夏
（
正
）　

99
或
は
秋
冬
の
―
或
は
秋
冬
（
正
）
秋
冬
の
（
習
）　

100
打
つ
ゝ
き
て
―
打

つ
ゝ
き
（
正
）　

101
み
の
ら
す
―
な
ら
す
（
習
）　

101
う
ふ
る
―
う
ゆ
る
（
習
）　

101
の
み
―
ナ
シ
（
習
）　

102
あ
り
て
―
あ
り
（
習
）　

102
そ

め
き
は
な
し
―
義
な
し
（
習
）　

102
よ
り
て
―
よ
つ
て
（
正
・
習
）　

103
捨
て
―
す
て
ゝ
（
正
）
捨
（
習
）　

103
出
―
い
て
ゝ
（
習
）　

103
或

は
家
を
―
或
家
を
（
習
）　

103
忘
れ
て
―
忘
（
習
）　

103
様
〳
〵
の
―
様
々
（
正
）　

105
な
に
は
に
―
な
に
わ
さ
に
（
習
）　

106
田
舎
を
―
田

舎
（
習
）　

106
な
へ
て
―
絶
て
（
正
）　

107
わ
ひ
つ
ゝ
―
わ
ひ
つ
る
（
習
）　

108
さ
ま
〳
〵
の
―
ナ
シ
（
正
）　

108
財
物
―
宝
物
（
正
）　

108
す

つ
る
か
こ
と
く
―
捨
る
ご
と
く
（
正
）
す
つ
る
か
こ
と
く
に
（
習
）　

109
人
も
―
人
（
正
）

109
か
は
る
―
か
ふ
る
（
正
）　

110
道
の
ほ
と
り

―
道
の
べ
（
正
）　

111
か
な
し
む
―
悲
し
ふ
（
正
）　

111
先
―
ま
へ
（
習
）　

111
か
く
の
こ
と
し
―
か
く
の
こ
と
く
（
正
）　

111
か
ら
う
し
て

―
か
ら
く
し
て
（
正
）　

111
暮
ぬ
―
暮
（
習
）　

112
年
―
年
寿
永
元
壬寅
年
（
習
）　

112
た
ち
な
を
る
―
た
て
な
を
る
（
習
）　

112
へ
き
―
ナ
シ

（
習
）　

112
お
も
ふ
に
―
思
ふ
ほ
と
に
（
習
）　

112
あ
ま
つ
さ
へ
―
あ
ま
さ
へ
（
正
）　

112
疫
癘
―
ゑ
や
み
（
正
）　

112
う
ち
そ
ひ
て
―
う
ち
そ

ひ
（
習
）　

113
ま
さ
る
さ
ま
―
す
く
れ
さ
ま
（
習
）　

113
や
み
死
に
け
れ
は
―
飢
死
け
れ
は
（
正
）　

114
き
は
ま
り
ゆ
く
さ
ま
～

115
笠
う
ち
き
―

ナ
シ
（
習
）　

114
小
水
―
少
水
（
正
）　

115
ひ
き
つ
ゝ
み
て
―
ひ
き
つ
ゝ
み
（
正
）　

116
ひ
た
す
ら
―
ひ
た
そ
ら
に
（
習
）　

116
家
こ
と
に
―

ナ
シ
（
習
）　

116
あ
り
く
―
ゆ
く
（
習
）　

116
か
く
～

117
あ
り
く
か
―
ナ
シ
（
習
）　

118
死
す
―
死
ぬ
（
正
）
ふ
す
（
習
）　

118
道
の
ほ
と
り

―
路
頭
（
正
）　

118
死
す
る
―
死
ぬ
る
（
正
）
死
た
る
（
習
）　

118
た
く
ひ
は
―
た
く
ひ
（
習
）　

119
数
も
―
数
（
正
）　

119
な
け
れ
は
―
し

ら
ね
は
（
習
）　

120
み
ち
〳
〵
て
―
み
ち
〳
〵
た
り
（
習
）　

120
あ
て
ら
れ
す
―
あ
て
ら
れ
ぬ
事
お
ほ
か
り
（
正
）　

120
河
原
―
い
は
む
や
川
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原
（
正
）
溝
や
河
原
（
習
）　

121
往
か
ふ
―
行
ち
か
ふ
（
正
）　

122
薪
に
さ
へ
―
薪
さ
へ
（
習
）　

123
な
き
人
は
―
な
く
な
り
（
習
）　

123
こ

ほ
ち
て
―
こ
ほ
つ
て
（
習
）　

124
持
た
る
―
持
出
ぬ
る
（
正
）
も
た
る
（
習
）　

124
一
日
の
―
一
日
か
（
正
・
習
）　

124
命
を
さ
さ
ふ
る
た
に

も
―
命
を
さ
ゝ
ふ
る
に
た
に
（
正
）
命
に
た
に
も
（
習
）　

124
及
は
す
と
そ
―
及
は
す
（
習
）　

125
爰
に
―
ナ
シ
（
正
）　

125
丹
つ
き
、
白
銀
、

金
の
は
く
―
丹
（
習
）　

126
木
の
わ
れ
―
木
あ
ま
た
有
て
（
習
）　

127
せ
ん
か
た
―
す
へ
き
方
（
正
）　

127
も
の
―
も
の
ゝ
（
正
）　

127
古
寺

―
古
き
寺
（
正
）
ふ
る
き
寺
（
習
）　

128
破
り
取
て
―
わ
り
と
つ
て
（
習
）　

128
わ
り
く
た
け
る
な
り
け
り
―
わ
り
く
せ
る
也
（
習
）　

129
し

も
―
ナ
シ
（
習
）　

130
侍
し
―
侍
り
き
（
正
）　

130
い
と
―
ナ
シ
（
正
）　

130
事
―
事
も
（
習
）　

130
去
か
た
き
―
さ
り
か
た
く
（
習
）　

131
妻

夫
―
女
男
（
正
）　

131
持
た
る
―
も
ち
た
る
（
習
）　

131
も
の
は
―
者
（
習
）　

131
こ
ゝ
ろ
さ
し
―
思
（
習
）　

131
ふ
か
き
は
―
ふ
か
き
も
の

は
（
習
）　

132
先
立
て
―
ナ
シ
（
正
）　

132
死
す
―
死
し
ぬ
（
習
）　

132
我
身
を
―
我
身
を
は
（
正
・
習
）　

132
し
て
―
な
し
て
（
正
）　

132
男

に
も
あ
れ
女
に
も
あ
れ
―
人
を
（
習
）　

133
か
た
―
ゆ
へ
（
習
）　

133
た
ま
〳
〵
―
ま
れ
に
（
習
）　

133
乞
―
ナ
シ
（
習
）　

133
物
―
食
物

（
習
）　

134
を
も
―
を
（
正
）　

134
か
れ
に
―
ナ
シ
（
正
）　

134
よ
り
て
―
よ
つ
て
（
習
）　

134
親
子
―
父
子
（
正
）　

135
親
そ
―
親
を
（
習
）　

135
さ
き
た
ち
て
死
に
け
る
―
さ
き
に
は
立
け
る
（
習
）　

135
尽
て
ふ
せ
る
を
も
―
つ
き
て
ふ
せ
る
を
（
正
）
つ
き
た
る
を
（
習
）　

136
し
ら

す
し
て
―
し
ら
す
（
習
）　

136
子
か
―
子
の
（
正
）　

136
猶
其
―
そ
の
（
正
）
な
を
（
習
）　

136
ち
ふ
さ
を
―
乳
房
に
（
正
）　

136
す
い
―
す

ひ
つ
き
（
正
）　

137
仁
和
寺
に
―
仁
和
寺
（
習
）　

138
数
も
―
数
（
正
）　

138
死
す
る
―
死
ぬ
る
（
正
）　

139
か
た
ら
ひ
つ
ゝ
―
か
た
ら
ひ
て

（
習
）　

139
か
う
へ
―
死
首
（
正
）　

139
見
ゆ
る
―
み
る
（
習
）　

140
せ
ら
れ
け
る
に
―
せ
ら
れ
け
る
（
正
）　

140
其
人
数
―
其
数
（
正
）
人
数

（
習
）　

141
京
の
中
―
京
中
（
習
）　

142
東
ま
て
―
東
（
正
）　

142
道
の
ほ
と
り
―
道
の
辺
（
正
）
道
の
か
た
は
ら
（
習
）　

143
な
る
―
に
あ
る

（
正
）　

143
か
う
へ
―
頭
（
正
）　

144
死
す
る
―
死
ぬ
る
（
正
）　

144
者
―
も
の
も
（
正
）
事
（
習
）　

144
河
原
―
又
川
原
（
習
）　

144
西
の
京

―
西
京
（
習
）　

145
加
て
い
は
ゝ
―
加
へ
て
は
（
習
）　

145
際
限
も
―
際
限
（
習
）　

145
い
か
に
―
ナ
シ
（
習
）　

145
七
道
諸
国
―
諸
国
七
道

（
正
）　

146
崇
徳
院
御
位
―
崇
徳
院
の
御
位
（
正
）　

146
か
と
よ
―
と
か
や
（
習
）　

147
た
め
し
は
―
た
め
し
（
習
）　

147
き
け
と
も
―
聞
と
（
正
）    
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148
め
つ
ら
か
に
か
な
し
か
り
し
―
め
つ
ら
か
な
り
し
（
習
）　

149
又
―
又
同
比
（
習
）　

149
元
暦
二
年
七
月
九
日
―
元
暦
二
年
の
此
（
正
）

建
久
元
年
七
月
九
日
（
習
）　

149
お
ひ
た
ゝ
し
く
―
ナ
シ
（
正
）
い
と
お
ひ
た
ゝ
し
く
（
習
）　

149
大
地
ふ
る
ひ
う
こ
く
―
大
な
ゐ
ふ
る

（
正
）　

150
よ
の
つ
ね
―
つ
ね
（
正
）　

150
山
は
―
山
（
正
）　

150
う
つ
み
―
う
つ
め
（
習
）　

151
海
は
―
海
（
正
）　

151
か
た
ふ
き
て
―
か
た

ふ
い
て
（
習
）　

151
陸
―
陸
地
（
習
）　

151
わ
き
あ
か
り
―
わ
き
い
て
（
習
）　

152
わ
れ
て
―
や
ふ
れ
て
（
習
）　

153
た
て
と
―
立
と
（
正
）

た
て
と
こ
ろ
（
習
）　

153
あ
た
り
―
ほ
と
り
（
正
）　

154
在
々
所
々
に
―
在
々
所
々
（
正
）　

155
た
ふ
れ
た
る
間
―
た
ふ
れ
又
（
習
）　

155
塵

灰
―
塵
灰
と
（
習
）　

155
立
の
ほ
り
て
―
立
上
り
て
（
正
）
の
ほ
つ
て
（
習
）　

155
さ
か
り
な
る
―
さ
か
ん
な
る
（
習
）　

156
地
の
―
地
（
習
）    

156
ふ
る
ひ
―
う
こ
き
（
習
）　

156
家
の
破
る
ゝ
―
家
や
ふ
る
ゝ
（
習
）　

156
家
の
内
―
家
の
中
（
正
）
屋
の
う
ち
（
習
）　

156
居
れ
は
―
を
れ

は
（
正
）
ゐ
れ
は
（
習
）　

157
打
ひ
し
け
な
ん
―
ひ
し
け
な
ん
（
習
）　

157
裂
破
る
―
わ
れ
さ
く
（
正
）　

158
空
へ
も
―
空
を
も
（
習
）　

158

あ
か
る
―
と
ふ
（
習
）　

158
な
ら
ね
は
―
な
ら
は
や
（
習
）　

158
事
か
た
し
―
ナ
シ
（
習
）　

159
た
ゝ
―
ナ
シ
（
習
）　

160
其
中
に
～

166
見
侍

し
―
ナ
シ
（
習
）　

160
あ
る
―
有
（
正
）　

160
武
士
―
武
者
（
正
）　

165
か
な
し
ひ
―
か
な
し
み
（
正
）　

167
お
ひ
た
ゝ
し
く
―
お
そ
ろ
し
く

（
習
）　

167
ふ
る
う
―
ふ
る
（
正
）　

167
や
み
に
し
か
と
も
―
や
み
に
し
が
（
正
）　

168
余
波
―
名
残
（
習
）　

168
地
震
―
事
（
習
）　

169
ふ
る

は
ぬ
―
ふ
ら
ぬ
（
正
）　

169
な
か
り
し
―
な
し
（
正
）　

169
十
日
―
十
月
（
習
）　

170
二
三
度
―
ナ
シ
（
習
）　

170
日
こ
と
―
ナ
シ
（
正
）　

170

日
ま
せ
―
一
日
ま
せ
（
正
）　

171
な
と
―
ナ
シ
（
習
）　

171
余
波
―
名
残
（
正
・
習
）　

171
計
や
―
は
か
り
（
習
）　

172
な
せ
と
も
―
な
せ
と

（
正
）　

172
至
り
て
は
―
い
た
つ
て
は
（
習
）　

173
か
と
よ
―
と
か
や
（
習
）　

173
大
地
ふ
る
ひ
さ
け
て
―
大
地
震
ふ
り
て
（
正
）　

174
お
ち
な

と
し
て
―
お
ち
な
ん
ど
す
（
習
）　

174
侍
り
け
れ
と
も
―
侍
り
け
れ
と
（
正
）
侍
り
な
ん
も
（
習
）　

174
な
を
―
ナ
シ
（
習
）　

175
此
度
―
い

ま
の
た
ひ
（
習
）　

175
し
か
す
―
し
か
し
（
習
）　

175
則
―
ナ
シ
（
習
）　

176
に
こ
り
も
―
に
こ
り
（
習
）　

176
う
す
ら
け
る
―
う
す
ら
く

（
正
）　

176
見
え
し
か
と
も
―
み
し
程
に
（
正
）　

176
重
り
て
―
か
さ
な
り
（
正
）
か
さ
な
つ
て
（
習
）　

176
越
―
越
し
か
ば
（
正
）
こ
え
に

し
（
習
）　

177
こ
と
の
は
―
こ
と
葉
（
習
）　

177
か
け
て
―
か
け
て
も
（
習
）　

177
人
も
―
人
た
に
（
正
）　

177
あ
り
に
く
き
事
―
あ
り
に
く
ゝ
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（
習
）　

178
栖
と
の
―
栖
と
（
習
）　

178
あ
た
な
る
―
は
か
な
く
あ
た
な
る
（
正
・
習
）　

179
し
た
か
ひ
て
―
し
た
か
つ
て
（
習
）　

179
事
は
―

事
（
正
）　

180
を
の
れ
か
―
を
の
づ
か
ら
（
正
）　

180
数
な
ら
す
―
叶
は
す
（
正
）　

181
よ
ろ
こ
ふ
事
は
―
悦
事
（
習
）　

181
た
の
し
む
事
―

楽
し
ふ
に
（
正
）　

182
切
な
る
―
あ
る
（
正
）　

182
事
を
は
ゝ
か
り
―
事
な
し
（
正
）　

183
つ
け
て
も
―
つ
け
て
（
正
）　

183
さ
ま
―
ナ
シ

（
正
）　

184
近
付
る
―
近
つ
け
る
（
正
）
近
付
（
習
）　

184
貧
く
し
て
―
貧
に
し
て
（
習
）　

184
家
―
者
（
習
）　

185
居
る
者
は
―
を
る
も
の
は

（
正
）
ゐ
れ
は
（
習
）　

185
へ
つ
ら
ひ
て
―
へ
つ
ら
ひ
つ
ゝ
（
正
・
習
）　

186
と
う
ほ
く
の
―
僮
僕
（
習
）　

186
人
―
家
の
人
（
正
）　

187
み
る

―
聞
（
正
）　

187
念
〳
〵
に
―
念
に
（
習
）　

188
居
れ
は
―
ゐ
れ
は
（
習
）　

188
近
く
～

189
居
れ
は
―
ナ
シ
（
習
）　

188
あ
る
―
す
る
（
正
）    

188
わ
さ
は
ひ
―
害
（
正
）　

189
居
れ
は
―
あ
れ
は
（
正
）　

190
又
―
ナ
シ
（
正
）　

191
独
身
―
ひ
と
り
身
（
正
）　

191
か
ろ
し
め
―
か
る
し
め

（
正
）　

191
財
―
宝
（
正
）　

192
な
け
き
―
う
ら
み
（
習
）　

193
又
―
ナ
シ
（
習
）　

193
し
た
か
は
さ
れ
は
―
し
た
か
は
ね
は
（
正
）　

194
く
る

へ
る
―
狂
せ
る
（
習
）　

194
い
つ
れ
の
―
い
か
な
る
（
習
）　

194
い
か
な
る
わ
さ
―
な
に
わ
さ
（
習
）　

195
し
は
ら
く
も
―
し
は
し
も
（
正
）    

195
心
を
―
心
の
（
習
）　

195
な
く
さ
む
―
や
す
む
（
習
）　

196
う
は
―
祖
母
（
正
）　

197
か
た
〳
〵
し
け
か
り
―
か
た
く
侍
り
（
習
）　

198
跡

を
―
跡
（
正
）　

198
と
ゝ
む
る
―
と
む
る
（
正
）　

198
得
す
し
て
―
え
す
（
習
）　

199
住
家
―
住
居
（
正
）　

199
な
そ
ら
ふ
る
―
な
ず
ら
ふ
る

（
正
）　

200
は
か
〳
〵
し
き
―
は
か
〳
〵
し
く
は
（
正
）
は
か
〳
〵
し
く
（
習
）　

201
門
を
―
門
（
正
）　

202
た
つ
る
に
―
た
つ
る
（
習
）　

202

た
つ
き
な
し
―
義
な
し
（
習
）　

202
車
や
と
り
と
せ
り
―
車
を
や
と
せ
り
（
習
）　

203
あ
や
う
か
ら
ぬ
に
し
も
―
あ
や
う
か
ら
す
し
も
（
正
）

あ
や
う
か
ら
ぬ
に
も
（
習
）　

204
難
も
―
難
（
正
）　

204
ふ
か
く
し
て
―
ふ
か
く
（
正
）　

205
事
―
事
は
（
正
）　

207
五
十
―
六
十
（
習
）　

207

む
か
へ
て
―
む
か
へ
（
習
）　

207
出
―
出
て
（
習
）　

209
身
に
―
身
（
習
）　

209
つ
け
て
か
―
付
て
も
（
習
）　

209
と
ゝ
め
ん
―
と
ゝ
め
ん
や

（
習
）　

210
ふ
し
―
ナ
シ
（
正
）　

210
又
、
五
か
へ
り
―
い
く
そ
ば
く
（
正
）　

210
春
秋
を
な
ん
―
春
秋
を
か
（
正
）　

210
経
に
け
る
―
へ
ぬ
る

（
正
）　

211
消
か
た
―
消
か
た
き
（
習
）　

211
や
と
り
―
宿
（
習
）　

212
狩
人
―
旅
人
（
習
）　

212
や
と
り
―
宿
（
正
）　

212
老
た
る
―
を
き
た

る
か
こ
と
し
（
習
）　

213
ま
ゆ
―
眉
（
正
）　

214
な
そ
ら
ふ
れ
は
―
な
す
ら
ふ
れ
は
（
正
・
習
）　

214
に
た
に
も
―
に
も
（
習
）　

215
よ
は
ひ
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は
―
よ
は
ひ
（
習
）　

215
中
〳
〵
に
―
と
し
〳
〵
に
（
正
）　

215
た
か
く
―
か
た
ふ
き
（
正
）　

216
つ
ね
に
似
す
―
つ
ね
な
ら
す
（
正
）　

216

ひ
ろ
さ
―
ひ
ろ
さ
は
（
正
）　

216
高
さ
―
た
か
さ
は
（
正
）　

216
中
―
う
ち
（
正
）　

217
定
め
さ
る
―
定
め
さ
る
か
（
正
）　

218
打
お
ほ
ひ
―

打
お
ほ
ひ
を
（
正
・
習
）　

218
ふ
き
て
―
ふ
い
て
（
習
）　

220
二
両
―
一
両
（
習
）　

221
力
―
力
を
（
正
）　

221
む
く
ふ
―
む
く
ふ
る
（
正
）    

221
外
に
は
―
外
は
（
正
）
ほ
と
に
は
（
習
）　

221
更
に
―
更
（
習
）　

221
他
の
―
ナ
シ
（
正
）　

221
今
は
―
今
（
正
）　

222
南
―
東
（
習
）　

222

仮
の
―
三
尺
余
の
（
習
）　

222
日
か
く
し
―
ひ
さ
し
（
習
）　

222
さ
し
出
し
て
―
さ
し
て
柴
お
り
く
ふ
る
よ
す
か
と
す
南
に
（
習
）　

222
竹
す

の
こ
―
竹
の
す
の
こ
（
正
・
習
）　

223
作
り
―
作
れ
り
（
習
）　

223
中
に
は
西
の
垣
に
そ
へ
て
―
ナ
シ
（
習
）　

223
爰
に
～

224
へ
た
て
―
ナ
シ

（
正
）　

223
爰
に
―
北
に
（
習
）　

224
よ
せ
て
―
よ
り
て
（
習
）　

224
へ
た
て
―
へ
た
て
て
（
習
）　

224
絵
像
―
画
像
（
正
）　

224
奉
り
て
～

225

彼
帳
の
―
ナ
シ
（
習
）　

225
戸
ひ
ら
―
そ
は
（
習
）　

225
并
に
不
動
の
像
―
ナ
シ
（
習
）　

226
か
け
―
か
け
た
り
（
正
）　

226
前
に
法
華
経
を
置

り
―
ナ
シ
（
正
）
ま
へ
に
法
花
経
を
を
け
り
東
の
き
は
に
蕨
ほ
と
ろ
を
し
き
つ
ゝ
よ
る
の
床
と
す
（
習
）　

226
北
の
障
子
の
上
―
西
南
（
習
）    

226
ち
い
さ
き
棚
―
竹
の
つ
り
た
な
（
習
）　

227
か
は
こ
―
か
は
こ
を
（
習
）　

227
三
四
合
を
―
三
合
（
習
）　

227
お
く
―
置
（
正
）
を
け
り

（
習
）　

227
則
、
和
歌
～

228
い
れ
た
り
―
ナ
シ
（
習
）　

228
か
た
は
ら
に
―
そ
は
に
は
（
習
）　

229
各
―
を
の
〳
〵
（
正
・
習
）　

229
を
た
つ

―
ナ
シ
（
習
）　

229
東
に
～

234
栽
た
り
―
ナ
シ
（
習
）　

234
か
の
―
仮
の
（
正
）　

234
あ
り
さ
ま
―
さ
ま
（
習
）　

235
も
し
―
ナ
シ
（
正
）　

235

其
所
の
―
そ
の
（
習
）　

235
さ
ま
―
や
う
（
習
）　

236
石
―
岩
（
正
）　

236
た
め
た
り
―
た
め
り
（
習
）　

237
ま
さ
き
の
か
つ
ら
―
み
ち
ま
さ

き
の
か
つ
ら
（
習
）　

238
跡
を
―
跡
（
習
）　

238
う
つ
め
り
―
埋
め
り
（
正
）　

238
し
け
け
れ
と
も
―
し
け
ゝ
れ
と
（
正
）
し
け
れ
と
も
（
習
）    

240
こ
と
く
に
―
こ
と
く
（
正
・
習
）　

240
西
の
方
―
西
方
（
習
）　

240
匂
ふ
―
匂
ひ
（
習
）　

240
き
く
―
き
ゝ
（
習
）　

240
か
た
ろ
ふ
―
か
た

ら
ふ
（
正
・
習
）　

241
こ
と
に
―
こ
と
（
習
）　

241
み
て
り
―
み
ち
（
習
）　

242
悲
し
む
か
と
―
か
な
し
む
と
（
正
）　

242
聞
ゆ
―
き
こ
え

（
習
）　

243
た
と
へ
つ
―
た
と
ふ
（
習
）　

243
物
う
く
―
う
み
（
習
）　

243
読
経
―
転
経
（
習
）　

243
ま
め
な
ら
さ
る
―
ま
め
な
ら
ぬ
（
習
）　

244
お
こ
た
る
に
―
お
こ
た
る
（
習
）　

245
友
―
人
（
習
）　

245
無
言
―
無
言
を
（
正
）　

246
居
れ
は
―
を
れ
は
（
正
）
ゐ
れ
は
（
習
）　

248
白
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浪
に
―
白
波
（
習
）　

248
身
―
ナ
シ
（
習
）　

248
あ
し
た
に
は
―
あ
し
た
に
（
習
）　

249
な
か
め
つ
ゝ
―
な
か
め
て
（
正
）　

249
風
情
―
連
情

（
習
）　

249
も
し
―
ナ
シ
（
習
）　

250
葉
―
ば
ち
（
正
）　

250
お
も
ひ
や
り
て
―
想
像
て
（
正
）
思
や
り
（
習
）　

251
な
か
れ
―
行
（
習
）　

251

余
興
―
あ
ま
り
興
（
正
）　

252
ひ
ゝ
き
に
―
ひ
ゝ
き
（
正
）　

252
秋
風
の
―
秋
風
（
習
）　

253
つ
た
な
け
れ
は
―
つ
た
な
け
れ
と
も
（
習
）　

254
ひ
と
り
―
ナ
シ
（
習
）　

256
居
る
―
ゐ
る
（
習
）　

256
か
れ
―
か
し
こ
（
正
）　

256
十
歳
は
か
り
な
る
―
ナ
シ
（
正
）　

258
あ
そ
ひ
あ
り
く

―
遊
行
す
（
習
）　

258
十
歳
―
十
六
歳
（
正
）　

258
是
―
わ
れ
（
正
）　

258
六
十
―
む
そ
ぢ
（
正
）　

258
こ
と
な
れ
と
も
―
こ
と
の
外
な
れ
と

（
正
・
習
）　

259
心
を
―
心
の
（
習
）　

259
な
く
さ
む
―
慰
る
（
正
）　

259
事
は
―
事
（
習
）　

260
と
り
―
と
る
（
正
）　

260
つ
む
―
つ
み
（
習
）    

260
す
そ
わ
―
薗
林
（
習
）　

261
い
た
り
て
―
い
た
つ
て
（
習
）　

262
う
ら
ゝ
か
な
れ
は
―
う
ら
ゝ
な
れ
は
（
習
）　

262
嶺
に
―
ナ
シ
（
習
）　

262
よ
ち
の
ほ
り
て
―
よ
ち
の
ほ
つ
て
（
習
）　

262
故
郷
―
古
郷
（
習
）　

263
鳥
羽
―
ナ
シ
（
習
）　

263
あ
る
し
―
主
（
正
）　

264
な
く
さ
む
―

な
く
さ
む
る
（
正
）　

265
嶺
―
峯
（
正
・
習
）　

266
か
さ
と
り
を
―
笠
と
り
（
習
）　

266
岩
間
―
あ
る
ひ
は
岩
間
（
習
）　

266
石
山
―
あ
る
ひ

は
石
山
（
習
）　

266
拝
す
―
お
か
む
（
正
）　

267
も
し
は
―
も
し
（
習
）　

267
分
つ
ゝ
―
分
て
（
正
）　

267
蝉
丸
の
翁
か
跡
―
蝉
丸
か
翁
の
あ

と
（
習
）　

268
猿
丸
大
夫
か
墓
―
猿
麿
大
夫
の
は
か
（
習
）　

268
尋
ぬ
―
た
つ
ね
（
習
）　

268
帰
る
さ
―
か
へ
り
さ
ま
（
習
）　

269
か
り
―
お

り
（
習
）　

270
家
つ
と
ゝ
す
―
家
つ
と
に
す
（
正
）　

271
し
つ
か
な
る
時
は
―
し
つ
か
な
れ
は
（
正
）　

271
故
人
―
古
人
（
正
）　

271
猿
の
声

―
猿
声
（
習
）　

272
う
る
ほ
す
―
う
る
ほ
し
（
習
）　

273
木
の
葉
―
木
葉
を
（
習
）　

274
聞
て
も
―
聞
て
（
正
）　

274
父
か
母
か
―
父
母
か

（
習
）　

275
近
付
―
近
く
（
正
）　

275
つ
け
て
も
―
つ
け
て
は
（
習
）　

275
遠
さ
か
る
―
さ
か
れ
る
（
習
）　

276
或
時
は
―
或
は
（
正
）
あ
る
時

は
又
（
習
）　

277
な
ら
ね
は
―
な
ら
ね
と
（
正
）　

277
声
を
―
ナ
シ
（
習
）　

277
あ
は
れ
む
―
か
な
し
む
（
習
）　

278
景
気
は
―
景
気
（
正
）　

278
つ
け
つ
ゝ
―
つ
け
て
も
（
正
）　

279
是
ら
―
是
（
正
）　

281
今
す
て
に
―
今
迄
に
（
正
）　

281
経
た
り
―
経
（
習
）　

282
漸
│
や
ゝ
（
正
）　

282
軒
に
は
―
軒
に
（
習
）　

282
土
居
に
―
土
居
（
正
）　

284
聞
ゆ
―
聞
え
（
習
）　

285
度
〳
〵
の
―
度
々
（
習
）　

286
い
か
は
か
り
そ
―
い
く

そ
は
く
そ
（
正
）　

286
庵
り
の
み
―
身
（
習
）　

288
た
ら
す
と
い
ふ
事
―
不
足
（
正
）　

289
か
い
―
ナ
シ
（
習
）　

289
よ
く
―
ナ
シ
（
習
）　

290
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よ
り
て
―
よ
つ
て
（
習
）　

290
是
―
則
（
正
・
習
）　

291
故
―
に
よ
り
て
（
正
）　

291
我
も
―
我
（
正
）　

291
し
れ
は
―
し
れ
ら
は
（
正
）　

292

ま
し
ら
は
す
―
は
し
ら
す
（
習
）　

293
楽
み
―
楽
ひ
（
正
・
習
）　

294
た
め
の
み
に
―
た
め
に
は
（
正
）
た
め
に
の
み
（
習
）　

296
牛
馬
―
馬

牛
（
正
）
車
馬
（
習
）　

296
わ
れ
―
ナ
シ
（
習
）　

296
い
ま
―
今
は
（
習
）　

297
た
め
に
―
た
め
（
習
）　

297
な
れ
は
―
な
ら
は
（
習
）　

297
今

の
世
―
今
此
世
（
習
）　

298
へ
き
―
ナ
シ
（
習
）　

299
や
と
し
―
や
と
す
へ
き
（
習
）　

299
誰
を
か
す
へ
む
―
ナ
シ
（
習
）　

300
た
ふ
と
み
―

た
う
と
ひ
（
習
）　

303
賞
罸
―
賞
罸
の
（
正
）　

303
は
な
は
た
し
く
―
は
な
は
た
し
き
を
か
へ
り
み
（
正
）　

303
恩
顧
―
恩
の
（
正
）　

304
お

も
く
―
お
も
く
す
（
正
・
習
）　

304
あ
は
れ
む
と
―
あ
は
れ
ふ
と
い
へ
ど
も
（
正
）　

304
静
な
る
―
閑
な
る
事
（
習
）　

305
せ
ん
―
す
る
（
正
）    

305
し
か
す
―
し
か
し
（
習
）　

305
い
か
ゝ
我
身
を
奴
婢
と
せ
ん
と
な
ら
は
―
ナ
シ
（
正
）　

306
な
す
―
す
（
正
）　

307
則
―
ナ
シ
（
習
）　

307

を
の
れ
か
―
を
の
つ
か
ら
（
正
）
を
の
か
（
習
）　

307
是
―
ナ
シ
（
正
）　

308
人
を
―
ナ
シ
（
習
）　

308
行
―
あ
り
く
（
正
）　

309
い
へ
と
も

―
い
へ
と
（
習
）　

309
馬
鞍
牛
車
―
馬
車
（
習
）　

310
わ
か
ち
て
―
わ
か
つ
て
（
習
）　

311
の
り
も
の
―
か
（
習
）　

312
し
れ
は
―
し
れ
ら
は

（
正
）　

312
や
す
め
―
や
す
め
つ
（
正
）　

312
ま
め
な
る
時
は
―
ま
め
な
れ
は
（
習
）　

313
と
い
へ
と
も
―
と
て
も
（
正
）　

313
度
〳
〵
―
度
々

に
（
習
）　

313
も
の
う
し
～

314
い
か
に
―
ナ
シ
（
習
）　

314
あ
り
き
―
ゆ
き
（
習
）　

314
は
た
ら
く
―
動
く
（
正
）　

314
是
―
ナ
シ
（
習
）　

315
な
り
―
成
へ
し
（
正
）　

315
を
ら
ん
―
ゐ
ん
（
習
）　

316
い
か
ゝ
―
い
か
ん
か
（
習
）　

317
し
た
か
ひ
て
―
し
た
か
ひ
（
習
）　

317
か
く
し

―
か
く
す
（
習
）　

318
つ
は
な
―
小
萩
（
習
）　

318
嶺
―
峯
（
正
・
習
）　

318
わ
つ
か
に
―
ナ
シ
（
正
）　

319
悔
も
―
く
い
（
習
）　

319
か
く
―

か
て
（
正
・
習
）　

319
と
も
し
け
れ
は
―
と
ほ
し
く
（
習
）　

320
を
ろ
そ
か
な
れ
と
も
―
を
ろ
そ
か
な
れ
は
（
習
）　

320
猶
―
法
（
習
）　

321

た
の
し
み
―
た
の
し
く
（
正
）　

322
今
と
―
今
と
を
（
正
）　

322
な
そ
ら
ふ
る
は
か
り
―
た
く
ら
ぶ
る
（
正
）　

322
大
か
た
～

326
の
こ
れ
り
―

ナ
シ
（
習
）　

324
な
そ
ら
へ
て
―
な
ず
ら
へ
て
（
正
）　

325
た
の
し
み
―
た
の
し
ひ
（
正
）　

327
唯
心
の
一
―
た
ゝ
心
一
つ
（
正
）　

327
象
馬

―
牛
馬
（
正
）　

327
よ
し
な
く
―
よ
し
な
し
（
正
）　

328
楼
閣
も
―
ナ
シ
（
正
）　

328
住
家
ー
住
ゐ
（
正
）
す
ま
ゐ
（
習
）　

329
出
て
は
―
出

て
（
習
）　

329
身
の
―
ナ
シ
（
正
）　

329
骨
骸
―
乞
食
（
正
）　

330
な
れ
る
―
な
る
（
習
）　

330
か
へ
り
て
―
か
へ
つ
て
（
習
）　

330
お
る
―
居
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る
（
正
）　

331
着
す
る
―
は
し
る
（
習
）　

331
あ
は
れ
む
―
あ
は
れ
ふ
（
正
）　

331
人
―
ナ
シ
（
習
）　

332
魚
と
鳥
と
―
魚
鳥
（
正
）　

332
有
様

―
分
野
（
正
）　

332
あ
ら
さ
れ
は
―
あ
ら
す
ん
は
（
習
）　

333
あ
ら
さ
れ
は
―
あ
ら
す
ん
は
（
習
）　

334
是
に
同
し
―
か
く
の
ご
と
し
（
正
）    

334
す
ま
す
し
て
は
―
す
ま
す
し
て
（
正
）
す
ま
す
は
（
習
）　

335
さ
と
ら
ん
―
さ
と
さ
む
（
正
）　

336
何
の
―
な
に
（
習
）　

337
趣
―
お
こ
り

（
正
）　

338
草
の
―
ナ
シ
（
習
）　

338
寂
静
に
―
閑
寂
に
（
正
）
寂
静
（
習
）　

339
著
す
る
―
着
す
る
（
正
）　

340
お
し
む
へ
き
―
あ
た
ら
（
正
）    

340
す
こ
さ
ん
―
過
さ
む
（
正
）　

341
問
て
―
も
ん
し
て
（
習
）　

341
の
か
れ
―
の
か
れ
て
（
正
）　

342
ま
し
は
る
―
ま
し
は
れ
る
（
習
）　

342

お
さ
め
つ
ゝ
―
お
さ
め
て
（
正
）　

342
お
こ
な
わ
ん
た
め
―
お
こ
な
は
ん
か
た
め
（
習
）　

343
な
ん
ち
か
―
汝
（
習
）　

343
姿
は
―
ナ
シ
（
習
）    

343
染
り
―
し
め
り
（
正
）
そ
め
り
（
習
）　

344
な
ま
し
ゐ
に
―
則
（
正
）　

345
わ
つ
か
に
―
猶
（
習
）　

345
周
利
盤
特
―
周
梨
槃
特
（
正
）　

345
た
に
―
ナ
シ
（
習
）　

346
む
く
ひ
の
―
む
く
ひ
（
習
）　

346
妄
心
―
忘
心
（
習
）　

346
い
た
り
て
―
い
た
つ
て
（
習
）　

346
く
る
わ
せ
る
か
、

と
―
く
る
は
せ
る
か
（
正
）
狂
せ
る
か
と
（
習
）　

347
心
―
ナ
シ
（
習
）　

347
な
く
―
な
し
（
正
）　

348
や
と
ひ
て
―
や
と
し
て
（
習
）　

348

不
請
―
不
祥
（
習
）　

348
念
仏
―
阿
弥
陀
仏
（
習
）　

348
二
三
返
―
両
三
反
を
（
正
）　

349
于
時
―
時
に
（
正
）　

349
建
暦
の
―
建
暦
（
習
）　

349
壬

申
―
ナ
シ
（
正
）　

349
弥
生
―
三
月
（
習
）　

349
晦
日
の
―
晦
日
（
正
・
習
）　

350
に
し
て
―
ナ
シ
（
習
）　

350
是
を
し
る
す
―
誌
之
（
習
）    

351
月
影
は
～

352
よ
し
も
か
な
―
ナ
シ
（
習
）

※ 

右
の
校
異
は
、『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
同
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
伝
本
を
視
野
に
入
れ
る
と
当
然
、

独
自
異
文
と
し
て
傍
線
を
施
し
て
い
る
本
文
も
、
独
自
の
も
の
で
な
く
な
る
場
合
が
あ
っ
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
「

319
か
く
」
の
場
合
、
伝
友
閑
筆
本
の
「
か

く
」
は
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
範
囲
内
で
は
独
自
異
文
で
あ
る
が
、
同
書
の
対
象
外
で
あ
る
冷
泉
家
本
で
も
同
じ
く
「
か
く
」
に
な
っ
て
い
る
。
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【
対
照
一
覧
】
古
本
系
統
内
学
習
院
大
学
本
独
自
異
文
と
流
布
本
系
統
本
文
お
よ
び
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本
本
文

・
古
本
系
統
内
で
の
学
習
院
大
学
本
の
独
自
異
文
（
ま
と
ま
っ
た
脱
文
除
く
）
を
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
の
行
番
号
と
と
も
に
最
上
段
に
掲
げ
た
。

・
古
本
系
統
の
一
例
あ
る
い
は
代
表
例
と
し
て
、
大
福
光
寺
本
の
対
応
本
文
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
以
外
の
伝
本
の
本
文
を
、
二
段
目
に
掲
げ
た
。

・
三
段
目
に
は
、
最
上
段
の
独
自
異
文
と
同
じ
本
文
が
流
布
本
系
統
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
場
合
は
「
○
」
、
見
ら
れ
な
い
場
合
は
「
×
」
と
記
し
た
。
流
布

本
系
統
本
の
一
部
に
の
み
見
ら
れ
る
場
合
は
「
△
」
と
し
て
、
見
ら
れ
る
伝
本
の
略
称
を
〈　

〉
内
に
示
し
た
。

・
対
比
対
象
と
す
る
古
本
系
統
本
も
流
布
本
系
統
本
も
、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
ひ
と
ま
ず
限
定
し
て
お
く
。

・
四
段
目
に
は
、
最
上
段
の
独
自
異
文
と
同
じ
本
文
が
伝
友
閑
筆
本
に
見
ら
れ
る
場
合
は
「
○
」
、
見
ら
れ
な
い
場
合
は
「
×
」
と
記
し
た
。
完
全
に
同
じ
で
な

い
場
合
な
ど
は
「
△
」
と
し
た
。
ま
た
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
（　

）
内
に
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
伝
友
閑
筆
本
の
本
文
な
ど
も
載
せ
た
。

総
索
引
行
番
号　

学
習
院
大
学
本 

大
福
光
寺
本
等 

流
布
本 

伝
友
閑
筆
本
（
行
数
）

　
　

一　

も
と
の
水
に
は
あ
ら
す 

モ
ト
ノ
水
ニ
ア
ラ
ス 

× 

○
（
１
）

　
　

五　

た
か
き
人 

タ
カ
キ
イ
ヤ
シ
キ
人 

× 

×
（
7
）

　
　

八　

と
こ
ろ
も
か
へ
す 

ト
コ
ロ
モ
カ
ハ
ラ
ス 

× 

×
（
10
）

　

一
一　

生
し
死
す
る
人 

ウ
マ
レ
死
ル
／
生
れ
し
ぬ
る
人 

× 

×
（
13
）

　

一
三　

な
に
ゝ
よ
つ
て
か 

ナ
ニ
ヽ
ヨ
リ
テ
カ 
× 

×
（
15
）

　

一
五　

は
な
残
る
と
い
へ
と
も 

ハ
ナ
ノ
コ
レ
リ
ノ
コ
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ 
× 

×
（
17
）



京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

123

　

一
六　

露
き
え
す 

露
ナ
ヲ
キ
エ
ス 

× 

×
（
19
）

　

一
八　

し
り
し
よ
り 

シ
レ
リ
シ
ヨ
リ 

× 

×
（
20
）

　

二
〇　

は
け
し
う 

ハ
ケ
シ
ク 

× 

○
（
22
）

　

二
二　

つ
ゐ
に
は 

ハ
テ
ニ
ハ 

× 

×
（
24
）

　

二
六　

吹
ま
き
れ
る 

フ
キ
マ
ヨ
フ 

× 

×
（
27
）

　

二
六　

と
か
う 

ト
カ
ク 

× 

×
（
27
）

　

二
八　

ひ
た
空 

ヒ
タ
ス
ラ 

× 

×
（
29
）

　

二
八　

軒 
地 

× 

×
（
29
）

　

二
九　

ふ
き
た
つ
れ
は 
フ
キ
タ
テ
タ
レ
ハ 

× 

×
（
30
）

　

三
〇　

紅
な
り 

ク
レ
ナ
ヰ
ナ
ル
中
ニ 

× 

×
（
31
）

　

三
二　

う
つ
し
心
な
ら
ん
や 

ウ
ツ
シ
心
ア
ラ
ム
ヤ 

○ 

○
（
33
）

　

三
二　

ほ
の
ほ 

煙 

× 

×
（
33
）

　

三
二　

た
う
れ
ふ
す 

タ
ウ
レ
フ
シ 

× 

×
（
33
）

　

三
三　

忽
に
死
す 

タ
チ
マ
チ
ニ
死
ヌ 

× 

○
（
34
）

　

三
三　

わ
つ
か
に
身
ひ
と
つ 

身
ヒ
ト
ツ 

○ 

○
（
35
）

　

三
五　

し
か
し
な
が
ら 

サ
ナ
カ
ラ 

× 

×
（
36
）

　

三
六　

今
度 

其
ノ
タ
ヒ
／
此
度
／
こ
の
度 
× 

×
（
37
）

　

三
七　

か
そ
ふ
る 

カ
ソ
ヘ
シ
ル
／
か
す
へ
し
る
す 
× 

○
（
38
）
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三
七　

い
と
ま
あ
ら
す 

ヲ
ヨ
ハ
ス 

× 

×
（
38
）

　

三
七　

都
の
う
ち
す
へ
て 

惣
テ
ミ
ヤ
コ
ノ
ウ
チ 

× 

○
（
38
）

　

四
一　

あ
ち
き
な
く
侍
り
し 

ア
チ
キ
ナ
ク
ソ
侍
ル 

× 

○
（
42
）
「
～
侍
し
」

　

四
二　

四
月
廿
九
日 

卯
月
／
卯
月
十
二
日 

○ 

△
（
43
）
「
卯
月
廿
九
日
」

　

四
二　
（
四
月
廿
九
日
）
に 

（
卯
月
）
ノ
コ
ロ 

× 

×
（
43
）

　

四
三　

お
こ
つ
て 

ヲ
コ
リ
テ 

× 

×
（
44
）

　

四
三　

い
か
め
し
う 

イ
カ
メ
シ
ク 

× 

○
（
44
）

　

四
五　

た
い
ら
に 
ヒ
ラ
ニ 

× 

○
（
47
）

　

四
六　

門
の
と
ひ
ら 
カ
ト
／
門
の
う
へ 

× 

×
（
48
）

　

四
七　

四
五
町
か
ほ
と 

四
五
町
カ
ホ
カ 

○ 

○
（
48
）

　

四
九　

資
材
は 

資
材 

× 

○
（
50
）

　

四
九　

を
の
〳
〵 

冬
の 

× 

×
（
51
）

　

五
〇　

こ
と
く 

如
し 

× 

×
（
51
）

　

五
三　

お
ほ
え
け
る 

ヲ
ホ
ユ
ル
／
お
ほ
え
し 

○ 

○
（
54
）

　

五
三　

家
を 

家
ノ 

× 

×
（
54
）

　

五
四　

か
た
わ
を 

片
輪
／
か
た
は 

△
（
兼
近
京
） 

○
（
55
）

　

五
四　

つ
く 

ツ
ケ
ル 
× 

○
（
55
）

　

五
五　

人
は 

人 
× 

○
（
56
）
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五
六　

な
け
き
と
な
な

（
衍
）

れ
り 

ナ
ケ
キ
ナ
セ
リ
／
歎
を
な
せ
り 

× 

○
（
57
）
衍
字
「
な
」
ナ
シ

　

五
七　

あ
ら
さ
る
へ
き 

ア
ラ
ス
サ
ル
ヘ
キ 

× 

×
（
58
）

　

五
九　

都
う
つ
り
と
侍
き 

ミ
ヤ
コ
ウ
ツ
リ
侍
キ 

× 

○
（
60
）

　

六
〇　

桓
武
帝 

嵯
峨
ノ
天
皇 

× 

△
（
61
）
「
桓
武
天
皇
」

　

六
〇　

さ
た
め
に
け
る 

サ
タ
マ
リ
ニ
ケ
ル 

× 

×
（
62
）

　

六
二　

あ
ら
た
ま
る
へ
か
ら
ね
は 

ア
ラ
タ
マ
ル
ヘ
ク
モ
ア
ラ
ネ
ハ 

× 

×
（
63
）

　

六
三　

う
れ
ふ
る 

ウ
レ
ヘ
ア
ヘ
ル 

× 

○
（
64
）
「
う
れ
う
る
」

　

六
三　

と
か
う
い
ひ
か
ひ
な
く
て 
ト
カ
ク
イ
フ
カ
ヒ
ナ
ク
テ 

× 

×
（
65
）

　

六
四　

始
ま
い
ら
せ 
ハ
シ
メ 

× 

×
（
65
）

　

六
五　

人
の 

人 

× 

×
（
66
）

　

六
六　

官
位
に
も 

ツ
カ
サ
ク
ラ
ヰ
ニ 

× 

○
（
67
）

　

六
七　

は
け
ま
し 

ハ
ケ
ミ 

× 

○
（
68
）

　

六
九　

と
ゝ
ま
り
を
る 

ト
マ
リ
ヲ
リ
／
と
ゝ
ま
り
け
り 

× 

×
（
70
）

　

六
九　

す
み
か 

ス
マ
ヒ
／
栖
居 

× 

○
（
71
）
「
栖
か
」

　

七
〇　

や
ふ
れ
て 

コ
ホ
タ
レ
テ
／
こ
ほ
ち
て 

× 

×
（
71
）

　

七
一　

あ
ら
た
ま
つ
て 

ア
ラ
タ
マ
リ
テ 

× 

×
（
72
）

　

七
一　

馬
く
ら
を 

タ
ヽ
馬
ク
ラ
ヲ 
× 

×
（
72
）

　

七
一　

の
み
を 

ノ
ミ 
× 

×
（
73
）
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七
一　

お
も
く
し
て 

ヲ
モ
ク
ス 

× 

○
（
73
）

　

七
二　

用
人 

ヨ
ウ
ス
ル
人
／
用
い
ん
と
す
る
人 

× 

△
（
73
）
「
用
る
人
」

　

七
三　

庄
園
を
は 

庄
薗
ヲ 

○ 

○
（
74
）

　

七
三　

み
つ
か
ら 

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ 

× 

○
（
74
）

　

七
五　

ほ
と
せ
は
く
し
て 

ほ
と
せ
は
く
て 

× 

○
（
76
）

　

七
五　

山
そ
ひ
て 

山
に
そ
ひ
て 

× 

×
（
76
）

　

七
五　

ち
か
う
し
て 

チ
カ
ク
テ
／
ち
か
く
し
て 

× 

×
（
77
）

　

七
六　

は
け
し 
コ
ト
ニ
ハ
ケ
シ 

× 

×
（
78
）

　

七
八　

は
こ
ひ
い
た
す 
ハ
コ
ヒ
ク
タ
ス 

× 

×
（
80
）

　

八
一　

な
ら
す
し
て 

ナ
ラ
ス 

× 

×
（
82
）

　

八
一　

も
の 

人 

× 

○
（
83
）

　

八
四　

衣
冠
布
衣
な
る
へ
き
人 

衣
冠
布
衣
ナ
ル
ヘ
キ 

× 

○
（
86
）

　

八
五　

な
を
し 

ヒ
タ
ヽ
レ 

× 

×
（
86
）

　

八
六　

こ
れ
は
世
の 

世
ノ 

○ 

○
（
88
）

　

八
七　

き
ゝ
を
け
る 

キ
ケ
ル
／
か
き
を
け
る 

○ 

○
（
89
）

　

八
七　

世
中
の 

世
中 

× 

○
（
89
）

　

八
八　

う
き
た
つ
て 

ウ
キ
タ
チ
テ 
× 

×
（
89
）

　

八
八　

う
れ
い 

ウ
レ
ヘ 
× 

×
（
90
）



京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

127

　

八
九  

冬
十
一
月
廿
六
日 

冬 

× 

○
（
91
）

　

九
三　

ふ
か
れ 

フ
キ
テ
モ
／
ふ
き
て 

× 

×
（
94
）

　

九
三　

と
ほ
し
き 

ト
モ
シ
キ 

× 

×
（
95
）

　

九
四　

時
に
は 

時
ハ 

× 

×
（
95
）

　

九
四　

ま
ぬ
か
れ
て
し 

ユ
ル
サ
レ
キ 

× 

×
（
96
）

　

九
五　

よ
つ
て 

ヨ
リ
テ 

× 

×
（
96
）

　

九
六　

か
や 

昔 

× 

×
（
97
）

　

九
七　

二
と
せ
の
間 
二
年
カ
ア
ヒ
タ 

× 

○
（
98
）

　

九
八　

秋
冬
の 
秋
／
秋
冬 

× 

○
（

100
）

一
〇
〇　

う
ゆ
る 

ウ
フ
ル 

× 

×
（

101
）

一
〇
〇　

義
な
し 

ソ
メ
キ
ハ
ナ
シ
／
そ
め
き
な
し 

× 

×
（

102
）

一
〇
一　

よ
つ
て 

よ
り
て 

△
（
嵯
天
正
） 

×
（

102
）

一
〇
一　

捨 

ス
テ
ヽ
／
忘
れ
て 

× 

×
（

103
）

一
〇
一　

さ
か
ひ
を
い
て
ゝ 

サ
カ
ヒ
ヲ
イ
テ 

× 

×
（

103
）

一
〇
二　

忘 

ワ
ス
レ
テ 

× 

×
（

103
）

一
〇
二　

は
し
ま
り 

ハ
シ
マ
リ
テ 

○ 

○
（

104
）

一
〇
五　

な
へ
て 

た
へ
て 
× 

○
（

106
）

一
〇
六　

わ
ひ
つ
る 

ワ
ヒ
ツ
ヽ
／
わ
ひ
て 
× 

×
（

107
）
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一
〇
七　

こ
と
く
に 

事
ク
／
こ
と
く 

× 

×
（

108
）

一
〇
八　

か
は
る 

カ
フ
ル 

× 

○
（

109
）

一
一
〇　

く
れ 

ク
レ
ヌ
／
暮
ヌ 

× 

×
（

111
）

一
一
〇　

あ
く
る
と
し
寿
永
元
壬寅
年 

ア
ク
ル
ト
シ 

× 

×
（

112
）

一
一
〇　

た
て
な
を
る 

タ
チ
ナ
ヲ
ル
ヘ
キ 

× 

×
（

112
）

一
一
一　

あ
ま
つ
さ
へ 

ア
マ
リ
サ
ヘ
／
あ
ま
さ
へ 

× 

○
（

112
）

一
一
一　

う
ち
そ
ひ 

ウ
チ
ソ
ヒ
テ 

× 

×
（

112
）

一
一
一　

す
く
れ
さ
ま
に 
マ
サ
ヽ
マ
ニ
／
ま
さ
る
さ
ま
に 

× 

×
（

113
）

一
一
四　

引
つ
ゝ
み
て 
ヒ
キ
ツ
ヽ
ミ 

× 

○
（

115
）

一
一
四　

ひ
た
そ
ら
に 

ヒ
タ
ス
ラ
ニ
／
ひ
た
す
ら 

× 

×
（

116
）

一
一
五　

こ
ひ
ゆ
く 

家
コ
ト
ニ
コ
ヒ
ア
リ
ク 

× 

×
（

116
）

一
一
六　

ふ
す 

フ
シ
ヌ
／
ふ
し
又 

× 

×
（

118
）

一
一
七　

死
た
る 

シ
ヌ
ル 

× 

×
（

118
）

一
一
七　

た
く
ひ 

物
ノ
タ
ク
ヒ
／
者
の
た
く
ひ 

○ 

○
（

118
）

一
一
七　

な
け
ね

（
れ
カ
）は 

シ
ラ
ネ
ハ 

△
（
京
嵯
天
正
） 

○
（

119
）
「
な
け
れ
は
」

一
一
八　

み
ち
〳
〵
た
り 

ミ
チ
満
テ 

× 

×
（

120
）

一
一
九　

あ
て
ら
れ
す 

ア
テ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ヲ
ホ
カ
リ 
× 

○
（

120
）

一
一
九　

溝
や 

イ
ハ
ム
ヤ
／
況
や 
× 

×
（

121
）
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一
二
二　

な
く
な
り 

ナ
キ
人
ハ 

× 

×
（

123
）

一
二
二　

こ
ほ
つ
て 

コ
ホ
チ
テ 

× 

×
（

123
）

一
二
三　

も
た
る 

モ
チ
テ
イ
テ
タ
ル
／
も
て
出
ぬ
る 

× 

○
（

124
）
「
持
た
る
」

一
二
三　

こ
ゝ
に
あ
や
し
き
事
は 

ア
ヤ
シ
キ
事
ハ 

× 

○
（

125
）

一
二
四　

丹 

ニ
ツ
キ
ハ
ク 

× 

×
（

125
）

一
二
四　

処
々
に 

ナ
ト
所
〳
〵
ニ 

○ 

○
（

126
）

一
二
四　

つ
き
て
み
ゆ
る 

ミ
ユ
ル 

○ 

○
（

126
）

一
二
五　

木
あ
ま
た
有
て 
木 

× 

×
（

126
）

一
二
五　

せ
ん
か
た
な
き 
ス
ヘ
キ
カ
タ
ナ
キ 

× 

○
（

127
）

一
二
六　

わ
り
と
つ
て 

ヤ
フ
リ
ト
リ
テ
／
破
り
取
て 

× 

×
（

128
）

一
二
七　

わ
り
く
せ
る 

ワ
リ
ク
タ
ケ
ル
／
わ
り
て
く
た
け
る 

× 

×
（

128
）

一
二
七　

濁
悪
の
世
に 

濁
悪
世
ニ
シ
モ 

× 

×
（

129
）

一
二
八　

さ
り
か
た
く 

サ
リ
カ
タ
キ 

× 

×
（

130
）

一
二
九　

者 

物
ハ
／
者
は 

× 

×
（

131
）

一
三
〇　

死
し
ぬ 

死
ヌ 

× 

×
（

132
）

一
三
一　

ゆ
へ
に 

ア
ヒ
タ
ニ
／
ほ
と
に 

× 

×
（

133
）

一
三
一　

ま
れ
に 

マ
レ
〳
〵
／
た
ま
〳
〵 
× 

×
（

133
）

一
三
一　

よ
つ
て 

ヨ
リ
テ 
× 

×
（

134
）
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一
三
二　

親
を 

ヲ
ヤ
ソ
／
親
に 

× 

×
（

135
）

一
三
三　

さ
き
に
は 

サ
キ
／
さ
き
に 

× 

×
（

135
）

一
三
三　

父
母 

又
ハ
ヽ 

△
（
京
嵯
天
正
） 

○
（

135
）

一
三
三　

し
ら
す 

不
知
シ
テ
／
し
ら
す
し
て 

× 

×
（

136
）

一
三
四　

子
か 

子
ノ 

× 

○
（

136
）

一
三
四　

ち
ふ
さ 

チ
／
乳 

○ 

○
（

136
）

一
三
五　

死
す
る 

死
ル
／
死
ぬ
る 

× 

○
（

138
）

一
三
六　

み
る 
ミ
ユ
ル 

× 

×
（

139
）

一
三
六　

阿
字 
ヒ
タ
イ
ニ
阿
字 

○ 

○
（

139
）

一
三
七　

せ
ら
れ
け
る
に 

セ
ラ
レ
ケ
ル 

× 

○
（

140
）

一
三
九　

東
ま
て 

東
ノ 

× 

○
（

142
）

一
三
九　

か
た
は
ら 

ホ
ト
リ 

× 

×
（

142
）

一
四
〇　

死
す
る 

シ
ヌ
ル 

× 

○
（

144
）

一
四
一　

事 

物
／
者 

× 

×
（

144
）

一
四
一　

加
へ
て
は 

ク
ハ
ヘ
テ
イ
ハ
ヽ 

× 

×
（

145
）

一
四
二　

際
限 

際
限
モ 

× 

×
（

145
）

一
四
二　

い
は
ん
や 

イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ヤ 
× 

×
（

145
）

一
四
三　

ち
か
く
は
崇
徳
院 

崇
徳
院 
○ 

○
（

146
）
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一
四
四　

き
け
と
も 

キ
ケ
ト 

△
（
兼
近
） 

○
（

147
）

一
四
五　

大
地
ふ
る
ひ
う
こ
く 

ヲ
ホ
ナ
ヰ
フ
ル 

× 

○
（

149
）

一
四
六　

う
つ
め 

ウ
ツ
ミ 

× 

×
（

150
）

一
四
七　

か
た
ふ
い
て 

カ
タ
フ
キ
テ 

× 

×
（

151
）

一
四
八　

や
ふ
れ
て 

ワ
レ
テ 

× 

×
（

152
）

一
四
九　

た
て
と
こ
ろ 

タ
チ
ト
／
た
て
と 

× 

×
（

153
）

一
四
九　

い
は
ん
や
都 

ミ
ヤ
コ
／
都 

○ 

○
（

153
）

一
四
九　

あ
た
り 
ホ
ト
リ 

× 

○
（

153
）

一
五
〇　

在
々
所
々
に 
在
々
所
々
／
在
々
所
々
の 

× 

○
（

154
）

一
五
一　

た
ふ
れ
又 

タ
フ
レ
ヌ 

× 

×
（

155
）

一
五
一　

塵
灰
と
の
ほ
つ
て 

チ
リ
ハ
ヒ
タ
チ
ノ
ホ
リ
テ 

× 

×
（

155
）

一
五
二　

地
う
こ
き 

地
ノ
ウ
コ
キ 

△
（
兼
近
） 

×
（

156
）

一
五
二　

家
や
ふ
る
ゝ 

家
ノ
ヤ
フ
ル
ヽ 

△
（
兼
近
） 

×
（

156
）

一
五
三　

ゐ
れ
は 

ヲ
レ
ハ 

× 

×
（

156
）

一
五
三　

又
地 

地 

○ 

○
（

157
）

一
五
四　

さ
け
や
ふ
る 

ワ
レ
サ
ク
／
わ
れ
ぬ 

× 

○
（

157
）
「
裂
破
る
」

一
五
四　

雲
に 

雲
ニ
モ 
○ 

○
（

158
）

一
五
六
‐
二　

お
そ
ろ
し
く 

ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ
ク 
× 

×
（

167
）
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一
五
六
‐
二　

ふ
る
ふ 

フ
ル
／
ふ
れ
る 

× 

○
（

167
）
「
ふ
る
う
」

一
五
八　

事 

ナ
ヰ 

× 

×
（

168
）

一
五
八　

ふ
る
は
ぬ 

フ
ラ
ヌ 

× 

○
（

169
）

一
五
八　

な
か
り
し 

ナ
シ 

× 

○
（

169
）

一
五
八　

十
月 

十
日 

× 

×
（

169
）

一
五
九　

四
五
度 

四
五
度
二
三
度 

× 

×
（

170
）

一
六
〇　

一
度 

一
度
ナ
ト 

× 

×
（

170
）

一
六
〇　

三
月
は
か
り 
三
月
ハ
カ
リ
ヤ 

× 

×
（

171
）

一
六
一　

い
た
つ
て
は 
イ
タ
リ
テ
ハ 

× 

×
（

172
）

一
六
二　

大
地
ふ
る
い
さ
け
て 

ヲ
ホ
ナ
ヰ
フ
リ
テ 

× 

○
（

173
）
「
～
ふ
る
ひ
～
」

一
六
三　

お
ち
な
ん
ど
す 

ヲ
チ
ナ
ト
／
落
な
と
し
て 

× 

×
（

174
）

一
六
三　

侍
な
ん
も 

ハ
ヘ
リ
ケ
レ
ト 

× 

×
（

174
）

一
六
四　

い
ま
の
た
ひ 

ナ
ヲ
コ
ノ
タ
ヒ 

× 

×
（

174
）

一
六
四　

し
か
し
と
そ 

シ
カ
ス
ト
ソ 

× 

×
（

175
）

一
六
四　

人
皆 

ス
ナ
ハ
チ
ハ
人
ミ
ナ
／
則
人
皆 

× 

×
（

175
）

一
六
五　

に
こ
り 

ニ
コ
リ
モ 

× 

×
（

176
）

一
六
六　

か
さ
な
つ
て 

カ
サ
ナ
リ
／
か
さ
な
り
て 
× 

×
（

176
）

一
六
六　

か
け
て
も 

カ
ケ
テ 
× 

×
（

177
）
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一
六
七　

世 

世
中
／
世
の
中 

○ 

○
（

177
）

一
六
八　

し
た
か
つ
て 

シ
タ
カ
ヒ
ツ
ヽ
／
し
た
か
ひ
て 

× 

×
（

179
）

一
七
二　

こ
と
を
は
ゝ
か
り 

コ
ト
ナ
シ
／
事
か
き
り
な
し 

× 

○
（

182
）

一
七
二　

つ
け
て
も 

ツ
ケ
テ 

× 

○
（

183
）

一
七
四　

貧
に
し
て 

マ
ツ
シ
ク
シ
テ
／
貧
く
し
て 

× 

×
（

184
）

一
七
四　

者 

家 

× 

×
（

184
）

一
七
四　

ゐ
れ
は 

ヲ
ル
モ
ノ
ハ 

× 

×
（

185
）

一
七
六　

僮
僕 
僮
僕
ノ 

× 

×
（

186
）

一
七
六　

と
め
る
人 
福
家
ノ
人
／
と
め
る
家
の
人 

× 

○
（

186
）

一
七
七　

念
に 

念
々
ニ 

× 

×
（

187
）

一
七
八　

ゐ
れ
は 

ヲ
レ
ハ 

× 

×
（

188
）

一
八
三　

し
た
か
は
さ
れ
は 

シ
タ
カ
ハ
ネ
ハ 

× 

○
（

193
）

一
八
四　

い
か
な
る 

イ
ツ
レ
ノ 

× 

×
（

194
）

一
八
四　

な
に
わ
さ 

イ
カ
ナ
ル
ワ
サ 

× 

×
（

194
）

一
八
五　

し
は
ら
く
も 

シ
ハ
シ
モ 

× 

○
（

195
）

一
八
五　

心
の 

コ
ヽ
ロ
ヲ 

× 

×
（

195
）

一
九
〇　

す
み
か 

ス
マ
ヒ
／
栖
居 
× 

○
（

199
）
「
住
家
」

一
九
二　

義
な
し 

タ
ツ
キ
ナ
シ 
× 

×
（

202
）
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一
九
三　

あ
や
う
か
ら
ぬ
に
も 

ア
ヤ
ウ
カ
ラ
ス
シ
モ 

× 

△
（

203
）
「
～
ぬ
に
し
も
」

一
九
七　

六
十 

イ
ソ
チ
／
五
十 

× 

×
（

207
）

一
九
七　

む
か
へ 

ム
カ
ヘ
テ 

× 

×
（

207
）

一
九
九　

身 

身
ニ 

△
（
京
） 

×
（

209
）

一
九
九　

付
て
も 

付
ケ
テ
カ 

× 

×
（

209
）

二
〇
〇　

ふ
し 

フ
シ
テ 

× 

○
（

210
）

二
〇
一　

消
か
た
き
に 

キ
エ
カ
タ
ニ
／
消
方
に 

× 

×
（

211
）

二
〇
三　

を
き
た
る
か
こ
と
し 
老
タ
ル 

× 

×
（

212
）

二
〇
四　

百
分
か
一
に
も 
百
分
カ
一
ニ
／
百
分
か
一
に
た
に 

× 

×
（

214
）

二
〇
五　

よ
は
ひ 

齢
ハ
／
よ
は
ひ
は 

× 

×
（

215
）

二
〇
五　

中
々
に 

歳
〳
〵
ニ
／
年
々
に 

× 

○
（

215
）

二
〇
八　

ふ
い
て 

フ
キ
テ 

× 

×
（

218
）

二
一
一　

一
両 

二
両 

× 

×
（

220
）

二
一
二　

今
は 

今 

× 

○
（

221
）

二
一
三　

か
く
し
て 

カ
ク
シ
テ
ノ
チ 

○ 

○
（

222
）

二
一
八　

か
は
こ
を
三
合 

カ
ハ
コ
三
合
ヲ 

× 

×
（

227
）

二
二
〇　

そ
は
に
は 

カ
タ
ハ
ラ
ニ 
× 

×
（

228
）

二
二
〇　

一
ち
や
う 

一
張
ヲ
タ
ツ 
× 

×
（

229
）
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二
二
一
‐
二　

か
の
庵 

カ
リ
ノ
イ
ホ
リ 

× 

○
（

234
）

二
二
一
‐
二　

さ
ま 

ア
リ
ヤ
ウ
／
あ
り
さ
ま 

× 

×
（

234
）

二
二
二　

も
し
そ
の 

ソ
ノ 

× 

○
（

235
）

二
二
二　

や
う 

所
ノ
サ
マ
／
所
の
や
う 

× 

×
（

235
）

二
二
三　

た
め
り 

タ
メ
タ
リ 

× 

×
（

236
）

二
二
四　

と
い
ふ
み
ち 

ト
イ
フ 

× 

×
（

237
）

二
二
五　

し
け
れ
と
も 

シ
ケ
ヽ
レ
ト
／
し
け
け
れ
は 

× 

△
（

238
）
「
し
け
け
れ
と
も
」

二
二
五　

西
は 
西 

○ 

○
（

238
）

二
二
七　

匂
ひ 
ニ
ホ
フ 

× 

×
（

240
）

二
二
七　

こ
と 

コ
ト
ニ 

× 

×
（

241
）

二
二
八　

み
ち 

満
リ
／
み
て
り 

× 

×
（

241
）

二
二
九　

き
こ
え 

キ
コ
ユ 

× 

×
（

242
）

二
三
〇　

た
と
ふ
へ
し 

タ
ト
ヘ
ツ
ヘ
シ 

× 

×
（

243
）

二
三
〇　

う
み 

物
ウ
ク 

× 

×
（

243
）

二
三
〇　

転
経 

読
経 

× 

×
（

243
）

二
三
三　

ゐ
れ
は 

ヲ
レ
ハ 

× 

×
（

246
）

二
三
五　

し
ら
波
を 

シ
ラ
ナ
ミ
ニ
コ
ノ
身
ヲ 
× 

×
（

248
）

二
三
五　

あ
し
た
に 

ア
シ
タ
ニ
ハ 
× 

×
（

248
）
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二
三
六　

な
か
め
つ
ゝ 

ナ
カ
メ
テ 

× 

○
（

249
）

二
三
六　

連
情 

風
情 

× 

×
（

249
）

二
三
六　

か
つ
ら
の
風 

モ
シ
カ
ツ
ラ
ノ
カ
セ 

× 

×
（

249
）

二
三
七　

思
や
り 

ヲ
モ
ヒ
ヤ
リ
テ 

× 

×
（

250
）

二
四
一　

詠
し
て 

ヒ
ト
リ
詠
シ
テ 

× 

×
（

254
）

二
四
三　

ゐ
る 

ヲ
ル
／
お
る 

× 

×
（

256
）

二
四
三　

か
れ
に 

カ
シ
コ
ニ 

× 

○
（

256
）

二
四
三　

十
歳
は
か
り
な
る
小
童 
コ
ワ
ラ
ハ 

× 

○
（

256
）

二
四
五　

心
の 
心
ヲ 

× 

×
（

259
）

二
四
六　

な
く
さ
む 

ナ
ク
サ
ム
ル 

× 

○
（

259
）

二
四
七　

つ
み 

ツ
ム 

× 

×
（

260
）

二
四
七　

薗
林 

ス
ソ
ワ 

× 

×
（

260
）

二
四
七　

い
た
つ
て 

イ
タ
リ
テ 

× 

×
（

261
）

二
四
八　

う
ら
ゝ
な
れ
は 

ウ
ラ
ヽ
カ
ナ
レ
ハ 

× 

×
（

262
）

二
四
九　

よ
ち
の
ほ
つ
て 

ミ
ネ
ニ
ヨ
チ
ノ
ホ
リ
テ 

× 

×
（

262
）

二
五
〇　

羽
束
師 

鳥
羽
ハ
ツ
カ
シ 

× 

×
（

263
）

二
五
一　

な
く
さ
む
に 

ナ
ク
サ
ム
ル
ニ 
× 

○
（

264
）

二
五
三　

笠
と
り 

カ
サ
ト
リ
ヲ 
× 

×
（

266
）
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二
五
四　

拝
す 

ヲ
カ
ム 

× 

○
（

266
）

二
五
四　

蝉
丸
か
翁
の
あ
と 

セ
ミ
ウ
タ
ノ
ヲ
キ
ナ
カ
ア
ト 

× 

×
（

267
）

二
五
五　

猿
麿
大
夫 

サ
ル
マ
ロ
マ
ウ
チ
キ
ミ 

△
（
京
嵯
天
正
） 

○
（

268
）

二
五
六　
（
大
夫
）
の
は
か 

（
マ
ウ
チ
キ
ミ
）
カ
ハ
カ 

× 

×
（

268
）

二
五
八　

し
つ
か
な
る
時
は 

シ
ツ
カ
ナ
レ
ハ 

× 

○
（

271
）

二
五
九　

う
る
ほ
し 

ウ
ル
ホ
ス 

× 

×
（

272
）

二
六
一　

木
葉
を
吹 

コ
ノ
ハ
フ
ク
／
木
葉
吹 

× 

×
（

273
）

二
六
三　

か
せ
き 
か
せ
き
の 

× 

×
（

275
）

二
六
三　

ち
か
つ
き 
チ
カ
ク 

× 

○
（

275
）
「
近
付
」

二
六
三　

つ
け
て
は 

ツ
ケ
テ
モ 

× 

×
（

275
）

二
六
三　

さ
か
れ
る 

ト
ホ
サ
カ
ル 

× 

×
（

275
）

二
六
四　

あ
る
時
は 

或
ハ 

× 

○
（

276
）

二
六
五　

か
な
し
む 

ア
ハ
レ
ム 

× 

×
（

277
）

二
六
六　

景
気
は 

景
気 

× 

○
（

278
）

二
六
七　

こ
れ
ら 

コ
レ 

× 

○
（

279
）

二
六
九　

思
ひ
し
か
と 

ヲ
モ
ヒ
シ
カ
ト
モ 

○ 

○
（

281
）

二
六
九　

経 

ヘ
タ
リ
／
経
た
り 
× 

×
（

281
）

二
七
〇　

や
う
〳
〵 

ヤ
ヽ 
× 

○
（

282
）
「
漸
」
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二
七
三　

き
こ
え 

キ
コ
ユ 

× 

×
（

284
）

二
七
五　

い
か
は
か
り
そ 

イ
ク
ソ
ハ
ク
ソ 

× 

○
（

286
）

二
七
五　

か
り
の
身 

カ
リ
ノ
イ
ホ
リ
ノ
ミ 

× 

×
（

286
）

二
七
七　

た
ら
す
と
い
ふ
事
な
し 

不
足
ナ
シ 

× 

○
（

288
）

二
七
八　

ち
い
さ
き
を 

チ
ヰ
サ
キ
カ
ヒ
ヲ 

× 

×
（

289
）

二
七
八　

よ
つ
て 

ヨ
リ
テ 

× 

×
（

290
）

二
八
〇　

わ
れ
も
亦 

ワ
レ
マ
タ 

× 

○
（

291
）
「
我
も
又
」

二
八
二　

身
の
た
め
に
の
み 
事
ノ
タ
メ
ニ
／
身
の
た
め
に
は 

× 

△
（

294
）
「
～
の
み
に
」

二
八
五　

今
は 
ワ
レ
今
／
我
今 

× 

×
（

296
）

二
八
五　

人
の
た
め 

人
ノ
為
ニ
／
人
の
た
め
に 

× 

×
（

297
）

二
八
六　

な
ら
は 

ナ
レ
ハ 

△
（
兼
近
） 

×
（

297
）

二
八
六　

今
此
世 

今
ノ
ヨ
／
今
の
世 

× 

×
（

297
）

二
八
六　

友
な
う
人 

ト
モ
ナ
フ
ヘ
キ
人 

× 

×
（

298
）

二
八
八　

誰
を
か
や
と
す
へ
き 

タ
レ
ヲ
ヤ
ト
シ
タ
レ
ヲ
カ
ス
ヘ
ン 

× 

×
（

299
）

二
九
二　

お
も
く
す 

サ
キ
ト
ス 

○ 

△
（

304
）
「
お
も
く
」

二
九
二　

閑
な
る
事
を 

シ
ツ
カ
ナ
ル
ト
ヲ 

△
（
兼
近
京
） 

×
（

304
）

二
九
三　

奴
婢
と
せ
ん 

奴
婢
ト
ス
ル
／
奴
婢
と
な
す 
× 

○
（

305
）

二
九
三　

し
か
し 

シ
カ
ス 
× 

×
（

305
）



京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
方
丈
記
』
伝
藤
田
友
閑
筆
写
本

139

二
九
三　

奴
婢
と
せ
ん
と
な
ら
は 

奴
婢
ト
ス
ル
ト
ナ
ラ
ハ 

× 

○
（

306
）

二
九
四　

を
の
か
身 

ス
ナ
ハ
チ
ヲ
ノ
カ
身 

× 

×
（

307
）

二
九
五　

こ
れ
た
ゆ
か
ら
す 

タ
ユ
カ
ラ
ス 

× 

○
（

307
）

二
九
五　

か
へ
り
み
る 

人
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
ル 

× 

×
（

308
）

二
九
六　

く
る
し
と
い
へ
と 

ク
ル
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ 

× 

×
（

309
）

二
九
七　

馬
車 

馬
ク
ラ
牛
車 

× 

×
（

309
）

二
九
七　

似
す 

シ
カ
ス 

○ 

○
（

310
）

二
九
八　

わ
か
つ
て 
ワ
カ
チ
テ
／
わ
け
て 

× 

×
（

310
）

二
九
八　

足
の
か 
足
ノ
ヽ
リ
モ
ノ 

× 

×
（

311
）

二
九
九　

心
又
身 

身
心
／
心
身 

○ 

○
（

311
）

三
〇
〇　

度
々
に 

タ
ヒ
〳
〵 

× 

×
（

313
）

三
〇
一　

ゆ
き 

ア
リ
キ 

× 

×
（

314
）

三
〇
二　

養
性
な
り 

養
性
ナ
ル
ヘ
シ 

△
（
兼
近
京
） 

○
（

314
）

三
〇
二　

や
す
み
ゐ
ん 

ヤ
ス
ミ
ヲ
ラ
ン 

× 

×
（

315
）

三
○
三　

い
か
ん
か 

イ
カ
ヽ 

× 

×
（

316
）

三
〇
四　

し
た
か
ひ 

シ
タ
カ
ヒ
テ 

× 

×
（

317
）

三
〇
六　

と
ほ
し
く 

ト
モ
シ
ケ
レ
ハ 
× 

×
（

319
）

三
〇
七　

を
ろ
そ
か
な
れ
は 

ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
／
を
ろ
そ
か
な
れ
と
も 
× 

×
（

320
）
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三
〇
七　

法
味 

報
／
哺 

× 

△
（

320
）
「
猶
味
」

三
〇
七　

か
や
う
の
事 

カ
ヤ
ウ
ノ 

○ 

○
（

320
）

三
〇
九
‐
一　

今
と 

今
ト
ヲ 

× 

○
（

322
）

三
一
〇　

心
の
ひ
と
つ 

心
ヒ
ト
ツ 

× 

○
（

327
）

三
一
三　

か
へ
つ
て 

カ
ヘ
リ
テ 

× 

×
（

330
）

三
一
四　

は
し
る 

ハ
ス
ル
／
着
す
る 

× 

×
（

331
）

三
一
四　

も
し 

若
人
／
も
し
人 

× 

×
（

331
）

三
一
五　

あ
ら
す
ん
は 
ア
ラ
サ
レ
ハ 

× 

×
（

332
）

三
一
六　

あ
ら
す
ん
は 
ア
ラ
サ
レ
ハ 

× 

×
（

333
）

三
一
七　

こ
れ
に
お
な
し 

ヲ
ナ
シ 

× 

○
（

334
）
「
是
に
同
し
」

三
一
七　

す
ま
す
は 

ス
マ
ス
シ
テ 

× 

△
（

334
）
「
す
ま
す
し
て
は
」

三
二
一　

い
ほ
り 

草
庵
／
草
の
庵 

× 

×
（

338
）

三
二
一　

寂
静 

閑
寂
ニ 

× 

△
（

338
）
「
寂
静
に
」

三
二
三　

む
な
し
く
お
し
む
へ
き 

ア
タ
ラ
／
む
な
し
く
あ
た
ら 

× 

○
（

340
）

三
二
四　

も
ん
し
て 

ト
ヒ
テ
／
問
て 

× 

×
（

341
）

三
二
四　

の
か
れ 

ノ
カ
レ
テ 

× 

○
（

341
）

三
二
五　

ま
し
は
れ
る 

マ
シ
ハ
ル 
× 

×
（

342
）

三
二
五　

お
さ
め
つ
ゝ 

ヲ
サ
メ
テ 
× 

○
（

342
）
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三
二
六　

聖
に
似
て 

ス
カ
タ
ハ
聖
人
ニ
テ
／
姿
は
聖
に
似
て 

× 

×
（

343
）

三
二
六　

そ
め
り 

シ
メ
リ 

× 

○
（

343
）
「
染
り
」

三
二
六　

な
ま
し
い
に 

ス
ナ
ハ
チ 

× 

○
（

344
）
「
な
ま
し
ゐ
に
」

三
二
八　

猶 

ワ
ツ
カ
ニ 

× 

×
（

345
）

三
二
八　

行
に
も 

行
ニ
タ
ニ
／
行
に
た
に
も 

× 

×
（

345
）

三
二
九　

む
く
ひ 

報
ノ 

× 

×
（

346
）

三
二
九　

忘
心 

妄
心 

× 

×
（

346
）

三
二
九　

い
た
つ
て 
イ
タ
リ
テ 

× 

×
（

346
）

三
二
九　

狂
せ
る
か
と 
狂
セ
ル
カ 

× 

△
（

346
）
「
く
る
わ
せ
る
か
と
」

三
三
〇　

其
時 

ソ
ノ
ト
キ
心
／
其
時
心 

× 

×
（

347
）

三
三
〇　

な
く 

ナ
シ 

× 

○
（

347
）

三
三
一　

や
と
し
て 

ヤ
ト
ヒ
テ 

× 

×
（

348
）

三
三
一　

二
三
返 

両
三
遍
／
両
三
返 

× 

○
（

348
）

三
三
二　

二
年
壬申 

 

フ
タ
ト
セ
／
二
ト
セ 

× 

○
（

349
）
「
二
と
せ
壬
申
」

三
三
三　

庵 

イ
ホ
リ
ニ
シ
テ
／
庵
に
し
て
／
庵
に
て 

× 

×
（

350
）

 

（
本
学
教
授
）

 

（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


